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UMUUWI LLL 


外国 災 の だ め の 新 聞 の 見 方 読み方 2001 


クン 2 ググ グ YY 


は し が き 


『 外 国人 の た め の 新 聞 の 見 方 ・ 読 み 方 用語 編 と 文章 編 の 初版 を 発行 し た 1986 年 は 、 日 
本 が 藻 異 的 な 経済 発展 の さき な か に あり まし た 。 欧 米 か ら は 日 本 市 場 に 日 を 向け る ビジ ネス 
マン 人 逢 、 ア ジア の 国 を か ら は 日 本 を 学ば う と 数 多く の 若い 留学 生 が 来 日 し 、 日 本 語 プ ー ム 
を 巻き 起こ し た 時 代 で し た 。 

それ か ら 10 数 年 、 日 本 も 世界 も か つて な か っ た 激動 の 90 年 代 を 経験 し 、 21 世 紀 を 通え 
ょ うと し て いま す 。 毎 日 の 新聞 、 テ レビ を に ぎわ す ト ッ プ ニュ ー ス は より グロ ー バ ル に な 
り 、 世 界 共通 の 関心 を 集め る 記事 が 多く 掲載 きれ る よう に な り ま し た 。 新 半 の 情報 は 断片 
的 で 論理 の 飛躍 が あり 、 教 材 と し て 扱う に は 難し い 面 が あり ます が 、 あ る 種 度 日 本 語 が で 
きる よう に な っ た 学習 者 に と っ て で は 、 今 の 日 本 、 世 界 を 知る た め 徹 力 的 な も の で す 。 

KIT 教 材 開 企 グル ー プ は 長年 この 情報 の 宝庫 に スポ ッ ト を 当て で 、 教 材 化 に 取り 組ん で き 
まし た 。 この度 出版 の 運び と な っ た 「 外 国人 の た め の 新 聞 の 見 方 ・ 読 み 方 2001】 は 中 級 
レベ ル (既習 漢字 500 字 ー 800 字 、 語 昔 数 1500 て 3.000、 学 習 時 間 400 時 間 の 学習 歴 ) を 
PRI. LILO EE ae. OH POL. 内 容 理 解 を 中 心 と し 、 昌 本 語 の 力 が . 
アッ プ す る よう 構成 きれ て いま す 。II は 見 出し と リー ド で 過去 2 、3 年 の 出来 事 の あら ま 
し が つか め る よう 、 短 くま よめ て あり ます 。 皿 は 新聞 の 生 記 事 を その まま 読ん で 、 生 きだ た 
日 本 語 、 日 本 人 の HA lithe So EACH SLI 1 され 、 各 記事 に は 理解 確認 の 
た め の 練 習 も つい て いま す な お 乱 本 の 、 戦 後 の 上 上 な 出来 事 、 引 も 参考 に し て 下さ きい 。 

母国 語 で すでに 知識 と し て 持っ て いて も 、 日 本 語 で 表現 で き な い と いう 学習 才 は 多く い 
る と 思わ れ ま す が 、 新聞 が 読め る よう に な り 、 討 論 で きる よう に な る こと で 、 本 斉 が 日 本 
人 と の 相互 理解 の お 役に立て で れ は 辛い で す 。 

最後 に 記事 を 提供 し て 下さ っ た 新聞 社 、 汗 名 人 り 記事 の 転載 を 羽 語 し て 下さ っ た 有 分 野 
の 専門 家 の 方 々 に 厚く 感謝 に た し ます 


2001 年 1 月 


KIT 教材 開発 グル ー プ 
代表 河野 喜美 子 


Preface 


In 1986, the year of the first publication af the How to Read a Japanese Newspa- 
per volumes covering newspaper terms and usage, Japan was in a period of extraordi- 
nary economic growth, This prosperity wave rise to a “Japanese language boom" in 
which USand European businessmen targeting the Japanese market and young Asian 
students looking to learn from Japan arrived in large numbers. 

Now, almost fifteen years later Japan and the rest of the world have experienced 
the unprecedented upheavals of the 1990s, and are entering the 21" century. The top 
Stories enlivening our newspapers and televisions daily have become increasingly glo- 
bal in scope, and many of these news storics are attracting interest worldwide. Newspa- 
per information tends to be fragmentary and have logical gaps, and this can make it 
difficult to use in teaching materials, but for students who have reached a certain level 
of Japanese proficiency, newspaper articles are a very attractive medium for learning 
about today's Japan and today's world. 

For many years, the KIT Teaching Materials Development Group has been utiliz- 
ing this treasure house of information to create teaching materials. This book, How to 
Read a Japanese Newspaper 2001, is particularly appropriate for students who have 
‘reached the intermediate level, meaning those who have completed 100 hours of study 
and who know 500 to 800 kanji and 1500 to 3.000 words. The first section is structured 
to improve the student's Japanese ability by focusing on content comprehension with 
vocabulary, sentence patterns, and idiains organized into specific categories. In the 


second section, headlines and article leads give a short overview and general under- 


standing of events occuring in the past two to three years. Section three enables the 


student to directly encounter the Japanese language and Japanese ways of thinking in 


's to help students 


actual newspaper articles Following each article, there are exercis 
check their comprehension. Finally, at the end of the book there is a list of important 
events since World War Il and an index 

Many students face the problem of having knowledge in their native language 
but being unable to express that knowledge in Japanese. [tis our hope that, by helping 
the student read the newspaper and discuss the formation contained in it, this book 
will increase the level of mutual understanding between students and the Japanese 


people they meet. 


sion for the signed articles to be reproduced here. 


January, 2001 


| 
KIT Teaching Materials Development Group 
Kono Kimiko, Diręctor 
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紀 界 人 権 宮 言 


民主 政治 


paras Aaea Angi 

Poon 8p | 
現代 の 民主 政治 は 、 RAR HERO CATO. SA BIE o THRE 
運用 する と いう 議会 > 制度 の を と っ て いる IE よっ て 多少 の 違い は 
ある が 、 三 権 (立法 ・ 行 政 ・ 司 法 ) は 分 立 し て いる . 憲法 は 還 の 基本 法 で 、 法 律 
WME BONO CONS. HARMS LONG ELE aT こ 公布 され 、 HAE 
の 5 月 3 日 か ら 施行 きれ た 。 HARMED つの 柱 は 、 還 民主 権 ・ 基本 的 人 権 の 


WH PERS 2, A | 
ns | 
民主 政治 みん し ゅ せい じ democratic polities i 8 
代表 者 だ いひ ょ うし ゃ representative | 
運用 する うん よう する to use; apply; operate a 
議会 制度 ぎかい せい ど c に ke Wunemtary system 4 
ーー と いう を と っ て いる to adopt ~ which is called ~ 3 
* RELA ENE OS BBE Eo TUS 

多少 ELES some 
三 権 dam qee る ん げん the three types of authority 
WEE Vs phy りっぱ う legislative 

jra tnh a ぎょ う せ い administrative 
AE AL 人 phef し ほう judicial 
分 立 する phen tap ぶん りつ する — to separate {Mupi hin an? papin de ) 
基本 法 き ほ ん は ほう fundamental law 

tc BOS haven ote yl prey g t0 be based upon 
公布 する こう ふ す る to promulgate 
翌年 ov mh mte ね ん following year 
施行 する し こう する to enforce: put into effect 
国民 主権 こく みん し ゅ けん sovereignty rests with the 
ra ONG people 
BANAMOME き ほ ん て きじ ん けん の © respect for fundamental 
そん ちょ う , human rights 


平和 主义 へ いわ し ゅ き pacifism 


日 本 の 国会 は 系 wee k 
る 。 国 会 の 権限 は 、 法律 の 制定 
の 立法 権 で あ 4 RUMI 
識 院 252 議席 で ある 

通常 国会 は 、 4 Ue L Mil tHe Sab. 
期 は 150 日 間 で ある HEE Lal 2 


te STILLAN 


be と か ら な り 、 画 院 と 
務 算 の 議決 、 条 約 の 承認 、 eb 
eax ie ARO 議席 ( 小 選 挙 区 300、 比例 代表 180) 、 


Hi AWDUR E 
院 の 総 議員 の IO 1 Ld Rad orya ARINA. BRUT 


も 議員 は 普通 過労 て STE ii 


LEORDE EARS R 
きれ た 時 、 ま た は ど ち er 
会 は 、 解散 に 


よる 衆議院 過 挙 の 日 か ら 30 日 以 内 に 合集 きれ る 国会 の こと を いう 、 


the Diet 
House of Representatives 
House of Councillors 
to consist of ~ 
weaker, 
power; authority, jurisdiction 
law 
decision 
approval 
constitution 
proposal 
legislative power 
single-seat constituency and 
proportional representation system 
ordinary Diet session 
to convene 
to deliberate “egies cee re hye 
dissolution 


to be defined as ~ 


国会 Zapo 
衆議院 「 「 しゅう ぎいん 
参議 院 [Ory さん ぎいん 
ー か ら 成 る ーー か ら な る 

・ ア メリ カ の 議会 は 。 LIE Dig Ee mie 
FED TALE 
法 律 ほう りつ つう 
議決 - す る さけ うつ 
承認 - す る LESA 
意 法 en tll けん ぽう 
発議 - す る は っ つぎ deh * 
立法 権 り っ ぽ うけ ん 
小 選挙 区 し ょ うり せん きょく 
比例 代表 制 ひれ いだい ひょう せい 
通常 国会 つう うじ まう ご る みか いい 
召集 する NU し ょ よう し ゅ うす る 

wt 審議 する し ん ぎす る 

解散 - す る か いそ ん 
~ の こと を いう 

PHBE SOUL, HORS SHAS EOS 

tl 


pe laut 


や 


国会 (2 ) 


(しょ まい た 
utrwn RABLLIREL OEMS 4 年 で ある 。 た だ し 解散 の 場合 は 任期 が 残っ て いて ゃ 資 
格 を 失う 。 これ に 対し て 参議 院 は 任期 が 6 年 で 解 科 が な く 、3 年 ご と に 半数 が 改 
選 さ れる 。 衆議院 が 解散 に な る と 、 そ の 日 か ら 40 日 以内 に 衆議院 議員 の 総 選 挙 を 
行わ な けれ ば な ら な い 。 選挙 で 過半 数 を と っ た 政党 の 党首 は 、 内 閣 を 組織 し その 
政策 の 実現 に 努め る 。 内 導 は 総理 大 臣 と 国務 大 臣 で 構成 する 。 総理 大 臣 は 国会 で 
指名 され 、 この 指名 を 受け て 憲法 に 基づき 天皇 が 任命 する 。 国務 大 臣 は 総理 大 臣 
が 任命 し 、 天皇 が 認証 する 。/ ど の 政党 も 過半 数 を 得 ら れ な い 場 合 は 、 連 立 内 閣 と 


な る 。 HEN PAP 
任期 に ん き term of office 
資格 を 失う し か く を うし な う to lose qualifications or rights 
改選 する co か いせ ん する to re-elect 
過半 数 Ti nee か は ん すう the majority 
政党 せい と う political party 
党 首 と うし ゅ clerfich Gong party leader J 
組織 する そし きす る T E to.0rganize 
実現 に 努め る 。 じ っ つ げん に つと め る to work for the implementation of 
RAAB ediy そう り だ いじ ん Prime Minister 
国务 大 臣 に Te Hey むだ いじ ん Minister of State 
eae fe Bs da ha TP to eonsisl of ~ 
CAPT Nh HSM GEO HERA SIT, 10 数 名 の 委員 で 構成 する 。 į 
指名 する blia し めい する ae Ah to designate; nominate i 
gog 中 my， も と づく のび rcW wad to be based upon 6 
・ 地 方 政治 は 地方 自治 の 原則 に 基づい て 行わ れる 。 k 


KÄL て ん の う Emperor - $ 
任命 する Yo に ん めい する deth to appoint 『 
認証 する で ea に ん し ょ うす る 4 “ël to certify; attest 
連立 - す る れん りつ B minh coalition 

(ren Ka k 


行政 


国 の きま ざま な 政務 を 進め る こと を 行政 と いい 、 行 政権 は 内 間 に あ る 。 内 閣 は 、 
ARAL AR Oe 0 GALL BALL CHAS 1. AAD eo TARE a. 
一 致し た 意見 で 方 針 を 決め 、 実行 に 移す 。 立法 ・ 行 政 ・ 司 法 な ど 国 の 中 央 機関 で 
働く 人 は 国家 公務 上 員 で 、 都 道府県 や 市 町 村 の 地方 機関 で 働く 人 は 地方 公務 員 で あ 
る 。 


行政 ぎょ う せ い administration 
さま ぎ ま tleed, Ro dong, オペ < yarious 
政務 earh ti ot official business/duties 
ー に ある to exist in 一 

・ 情 報 を 公開 し 、 行 政 を 民主 化す る 資 任 は 内 閣 に ある 。 内 
AMAR 。 な いか くそ うり だ いじ ん Prime Minister 45 {og 
つま り NN ph le in other words 
国務 大 臣 こく むだ いじ ん Minister of State に hing ge 
組織 する そし きす る to organize l 
中 心 ちゅ うし ん center; leader 
閣議 を 開く か くき を ひら く to hold a Cabinet meeting rev 1e ti Ta 
一 致す る いっ ち す る etm to unite a 
意見 いけ ん opinion 
方 針 ほう し ん policy 
実行 に 移す じ っ こ うに うつ す to put into practice 
立法 りっぱ ぽう legislative 
司法 し ほう judicial 
機関 きか ん organization: institution r 
国家 公务 具 こっ か こう むい ん national public employee NV oor 
都 道 府 県 と どう ふけ ん the 47 prefectures (includes 

Tokyo, Osaka, Kyoto, & Hokkaido) 

市 町 村 し ちょ うそ ん cities. towns. and villages 


地 方 公务 员 ちほ うこ うむ いん local public employee MV ta p' 2 
a $ \ ey 


1 
~“ 
1 


qr | | まこ 


行政 機構 

国家 の 行政 機構 は 、 教 育 、 グ 働 、 社 会 保障 な ど 多 方 面 に わた っ て 国民 生活 を 支 
えて で いる 。 それぞれ の 政策 の 実施 は 、 各 省庁 の 専門 能力 を も っ た 行政 家 に よっ て 
具体 化 きれ る 。 日 本 の 官僚 機構 は 政権 が 交替 し て も 変わ ら ず 、 政策 の 継続 性 を 維 
持 す る に は 適し て いる 、 し か し 、 胃 治 以来 の 行政 優位 の 中 央 集権 体制 は 21 世紀 に 
は 通用 し な い 。 高級 官僚 が その 地位 を 利用 し て 業界 に 幅 を きか せ た り 、 退 官 後に 
[REPOS し た り 、 沿 職 事 件 を お こし た りす る 記事 が 新聞 紙上 を に ぎわ し て いる 。 
また 、 政治 家 の な か に も 「 族 議員 ] と いわ れ 、 行 政 の 許認可 や 補助 金 の 配分 に 圧 
力 を か ける 議員 も ある 。 国民 主体 の 民主 的 で 能率 的 な 行政 を 推進 する た め に は 、 
機構 や 政策 の 再 点 検 が 必要 だ 。 国民 の 強い 要望 を 背景 に 、 1999 年 7 月 に 中 央 省庁 
改革 関連 法 が 成立 し 、2001 年 1 月 より 1 府 21 省庁 制 に 移行 する 。 


機構 x) system 
行政 官 きょうせい か ん administrative official 
TR qed か ん りょう bureaucrat 
EMTS こう た いす る to change 
継続 - す る けい ぞ く continuation 
維持 する rt いじ する to maintain 
優位 "リリ 、 po i predominance 
中 央 集権 ちゅ うお うし ゅ うけ ん centralization of government 
通用 する つう よう する to be accepted: in common use 
幅 を き みせ る は ば を きか せる 和 加 于 to reign supreme 
・ 各 衝 庁 で は 依然 と し て エリ ー ト 宣 僚 が 幅 を きか せ て いる 。 
WT - す る た いか ん retirement from office 
RFR 一 する あま くだ けり employment of high-level 
bureaucrats after their retirement 
汚職 一 する お し ょ く Haw of ‘Sy corruption 
ay ad oy き ょ に ん か they permission and approval 
补助 金 ほじ ょ きん hr he coy subsidy 


裁判 所 


裁判 所 は 司法 権 を 行う 機関 で ある 。 

司法 権 と いう の は 、 法 律 に よっ て 国民 の 自由 と 権利 を 守り 、 も し 法律 を 破る 者 
が あれ ば 、 刑 前 を 加え た り 、 損 害 を 賠償 させ た りす る 国家 の 力 を いう 。 裁判 所 に 
は 、 た だ 一 つの 最高 裁判 所 と その 下 に 高等 裁判 所 、 地 方 裁判 所 、 簡 易 裁判 所 、 家 
ERHI DD. 裁判 所 に よる 判決 に 対し 当事者 に 不服 が あれ ば 、 事件 は 上 上訴 に 


よっ て 上 級 裁判 所 に 移る 。 


ha an 


裁判 所 きい ば ん し ょ court of law 
司法 権 し ほう けん jurisdiction 
機関 きか ん institution 


ー に よっ で て 


・ 私 た ち は 、 法 を 守る こと に よっ て 、 


by 一 Te 


社会 の 秩序 を 維持 し て いる 。 


・ 国 民 ひ と り ひ と り の 人 権 は 憲法 に よっ て 保障 され て いる 。 


権利 を 守る 


けん り を まもる 


to protect rights 


法律 を 破る ほう りつ を や ぶる to violate a law 

者 も の person; some people 
Ne Nr 刑罰 を 加え る けい ば つ を くわ える to inflict punishment 
__ 損害 そん が い damage 
HN 賠償 する ば いし ょ うす る to compensate 

国家 こっ か state; country 

最高 裁判 所 きい こう さい ば ん し ょ Supreme Court 

高 等 裁判 所 こう と うき い ば ん し ょ high courts 

地方 裁判 所 ちほ うき い ば ん し ょ district courts 

簡易 裁判 所 か ん いき い ば ん し ょ summary courts 

家庭 裁判 所 か て いさ い ば ん し ょ family courts 

判決 - す る は ん けつ judgment 

当事者 と うじ し ゃ person concerned 

不 服 ふ ふ く objection 

Lë - す る Ce ee z appeal 


男女 雇用 機会 均等 法 


1986 年 1 月 か ら 施 行き れ た 男女 庶 用 機 会 均等 法 は 、 問 題 点 の 改正 を 経て 現在 に 
至っ て いる が 、 日 本 の 男 社会 は どの 程度 改め られ た の か 。 ちょ っ と 景気 が 後退 す 
れ ば 、 パ ー ト や 派遣 労働 者 は も ちろ ん 、 新 規 学卒 者 も 含め て 、 す ぐに 女性 の 就職 
ロ が 狭まっ て くる 。 働 く 女 性 か ら は 社内 保育 制度 や 在宅 勤務 制度 へ の 要望 が 強い 。 
し か し 、 そ れ ら を 導入 し よう と する 企業 は まだ 少な い 。 仕事 が 面白 く な いと すぐ 
辞め る と か 、 仕 事 に 対し て 積極 性 が な いな ど と いう 批判 も あり 、 女性 の 側 に も 反 
省 す べき 点 は ある 。 国連 で は 地球 規模 で の 女性 の 連帯 が 進ん で いる 折 か ら 、 働 く 
日 本 女性 の 地位 、 働 く 環境 の 整備 、 改 善 に 注目 し た い 。 


WINE RAL 
& 


z ょ こよ うき か い Equal Employment Opportunity 
均等 法 きん と う 


うほ う Law 

施行 する し こう する to enforce 
ーー を 経て ー を へ て through ~ 
改め る あら た め る to correct; revise 
後退 する こう た いす る ”to retreat 
パー ト part-time worker 
派遣 - す る は けん dispatch 
~ー は も ちろ ん ~ も not only ~ but also ~ 

・ 不 況 下 、 外 回 人 労働 用 は も ちろ ん 、 日 本 人 も 仕事 を 見 つけ る の が 難し い 。 
新規 学卒 者 し ん き が くそ つ し ゃ new graduate 
就 职 口 し ゅ うし ょ く ぐち position; opening 
狭まる せ ば まる to become narrow 
社内 保育 制度 し ゃ な い ほ いく せい ど company childcare system 
在宅 勤務 制度 ざい た くき ん むせ い ど work-at-home system 
辞め る や め る to resign 
反省 する は ん せい する to reflect upon: regret 
連帯 - す る れん た い solidarity 
整備 する せい び preparation; arrangement 
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YE PARAL 


f 
上 


RRA [WHE] CER dho THETTA Ei LEME A ML 
前 法 CU AE, WAIL 7 ODT ASMA ERD) D18 HF KRORMARE 
で 全会 一 致 で 可決 、 成立 し た (99.5 .18)。 売春 防止 法 が 売春 の 勧請 や あっ せん 
な ど を 処 前 対象 と し て いる の に 対し 、「 買 う 側 ] の 処 前 を 主 な 目的 と し た 初め て の 
法規 制 と な る 。 同 法 は 東南 アジ ア 各 国 で 問題 と な っ て いる 日 本 人 の 買春 行為 の ほ 
か 、 イ ンタ ーネット な ど を 通じ た 児童 ポル ノ の 流出 、 社 会 問題 化し て いる | 援助 
交際 」 GEOR WORE ED, PAY MTS. 


児 章 じ ぎ う children 

買春 - す る か いし ゅ ん prostitution 

処 前 法 し ょ ば つ は ほう punishment law 

金钱 きん せん money 

払う は ら う to pay 

行為 = Aus action 

ポル ノ pornography 

保護 - す る ほ ご protection 

全 会 “至 ぜん か いい っ ち unanimously consent 

Wk - す る か けつ approval 

売春 - す る ば いし ゅ ん prostitution 

防止 - す る ば うし prevention 

me - す る か ん ゆう invitation: inducement 

あっ せん -FT act as go-between 

対象 た いし ょ う object of; subject of 

流出 一 する りゅう し ゅ つ outflow 

援助 交際 えん た じ ょ こ うす きい dating for pay 

歯止め は ど め brake : 
BUES Hy EET, be 企業 の セク シュ アル ハラ スメント に 歯止め が 

か か り そ う た 


siia 


Hi at H HRD 


21 年 間 続 けら れ て きた 韓国 の 日 本 製品 輸入 禁止 措置 が 、99 年 6 月 末 で 完全 に 搬 
廃 さ れ た 。 変化 の 波 に 乗る よう に 、 関税 の 相互 撤廃 を 柱 と する 日 韓 自 由 貿易 協定 
の 締結 も 両国 で 提唱 され て いる 。 だ が 、 こ うし た 動き が 一直 線 に 進む と 考え る の 
は 楽観 に 過ぎ る だ ろう 。 韓国 の 日 本 に 対す る 国民 感情 に は 厳し い ゃ の が あり 、 関 
係 の 緊 宙 化 に 壊 疑 的 な 見 方 も 少な く な い 。 ま た 両国 間 に は 中 国 を 含め た 3 カ国 自 
出 貿易 交 に まで 展望 すべ きだ と いう 意見 も ある 。 つ い 最 近 ま で 夢 物語 だ っ た 日 韓 
自由 貿易 の 構想 が 、 台 方 の 長期 的 な 視野 に 立っ て 前 向き に 検討 され る こと を 願う 。 


, 通货 让 机 (1997 年 ) か ら 3 年 、 ア ジア 経済 は 回 復 の 波 に 乗り 始め た 。 


日 韓 に っ か ん 

構想 こう そう 

禁止 - す る きん し 

措置 そ ち 

撤廃 する て っ ぱい する 
波 に 乗る な み に の る 
関税 か ん ぜ い 
提唱 する て いし ょ うす る 
ーー 直線 いっ ちょ くせ ん 
楽観 ら っ か ん 
厳し い きび し い 
KEE -TA きん みつ か 
怀疑 的 か い ぎ て き 

图 けん 

展望 する て ん ぼう する 
夢 物語 ゆめ も の が た り 
双方 そう は ほう 

視野 し や 

前 向き まえ むき 


= (a= 


Japan and Korea 
concept: plan 
prohibition 
measure 

to abolish 


to ride the wave 


customs duty 
to advocate 
straight line 


optimism 

severe 

becoming more closely connected 
skeptical 

sphere 

to have a view of 

fantastic story 

both parties 

field of vision 

positive 


日 中 関係 (の 


日 本 と 中 国 は 1972 年 PRB ye 9 GORRIA, 国交 を 正常 
化し た 。 78 年 に は さら に 日 中 平和 友好 革 約 が 燥 ば れ 、 PTE AOR RICA, 
大 し て きた 。 し か し 、 いま だ に 日 本 は 中 国 を 侵略 し た と いう DAE eei REN 
算 し た と は 言い 難い 。 歴史 の 負い 目 は 次 易 に 消せ る も の で は な い が 、 より 健全 な tn down 
日 中 関係 が 今後 の アジ ア 、 太 平 洋 地域 や 世界 の 安定 の た め に 不可 欠 だ 。 Lc 


と 
2 


f 
F 
| 
f 


終結 一 する し ゅ うけ つ bringing ~to an end より i 
上 うた う Geo SL MM ‘ ei 
He (AL AUD きょう どう せい めい joint communique ej" A 
MESS ちょ うい ん する to sign Kr 
正 第 化す る せい じょう か する to normalize sin ng Aes 
THARE wd へ いわ ゆう こう peace and friendship hip we {os Leul 
じょう や く < treaty 
順調 じゅ ん ちょ う smooth; favorable Magy Ce | 
いま が ガ に に A still now ate の ‘ 
A 南アフリカ の アバ ルト イト の 問題 は いま だ に 完全 に は 解決 され て いな い 。 
侵略 する し ん りゃ く する to invade vém (wc 
过 去 か こ past 
清算 する せい さん する to clear away Alos fra vao 


é re, TAN 難い ~ と A た い it is difficult to say that~ (Cuai 


e Ae Ta 
aa. ia と が で きた が 、 核 の 成 か ら 解放 きれ た と は コ 
při 
RR - す る は め つ collapse; ruin Aeg dua 
Hach 
t a 办 《 nuclear bad «tanh 
Hm thep きょう い threat A da 
負い 月 お い め A hy debt 。 pe re 
不可 欠 ふか けつ indispensable 和 (Wu 
RAE al ae 


+ } 3 ルッ ee A 
TALS 時 (es) e v lr adm 
ty AIA iJ (rri 外 9 chien Cots (Cg vlan 


人 
日 米 航 空 交涉 
ia Loven oy El Ro lan 


日 米 間 の 民間 航 人 
こぎ つけ た 。 NIS 
に と っ て は 不利 な 内 容 


で 輸送 を 自由 化し よう と いう 日 HALE BES 98 年 1 月 合意 に 
『 協 定 は 敗戦 ま も な い 1952 年 に 結ば れ た も の で 、 日 本 | 
2. 乗り入れ 地点 や 便数 が 


由 に 決め られ る 航空 会 社 は 、 


米国 が 8 社 な PR 相手 国 を 経由 CIC 別 の 国 に 旅客 を 運ぶ 


AE] 4 日 本 に 不利 に な っ で いる 。 


れ 、 公 平 な 条件 の も と で 競争 を 進め る 内 容 と な 
で も 、 実 際 は す で ! - 強 い 競 争 カ を 持っ そい る 米国 の 航空 
日 本 の 航空 各社 は り スト ラ や コス MIRAE, 競争 力 を 高め る 努力 が 


1D BCA HLM OTE IRIE & 
oC bot FL Eta EO 
会 社 に 有利 に 働く こと は 


z 要 だ 。 自 由 化 は 利用 者 に と っ THR OBL 1 りや 乗り 継ぎ の 便利 さ な ど 期待 


Ab tev, 

が 持て そう だ 。 

航空 SIED WT 
交渉 - す る こう し ょ う 

民間 みん か ん 

合意 -t ご うい 

こぎ つけ る Ader 2 

敗戦 ert OMEN は いせ ん Aak bat’ 
Foro elejt liu 

不 利 ふり 

HTE あぁ いて こく 
不平 等 あふ が よう どう 
天正 する ぜ せ いす る 
~ の tee イー 


ー と いっ て も chi gery 
・ 般 空 会 社 は 収益 が 大 切 だ と 


HOW いな め な い 「 人 ph 
コス ト 削 減 コス ト さ きく げん 
乗り 継ぎ の りつ ぎ hii na 


t 
dat lan 


いっ て も 、 


aviation 
negotiation hn qx: Ler Bain 

civil; private sector 

agreement 

to arrive at 

defeat 

soon after 

disadvantage 

the other country 

unfair 

to revise 

under ~ 

even though ~ po bac 
pepa Hbri tn, 

‘she rcannot deny 

cost reduction 


connection 


pny y Pu 


== 


農産 物 輸入 


日 本 は 食料 の 自給 率 が 年 々 低下 し 、 今 や 世界 最大 の 農産 物 内 入国 と な っ た 。 日 
AOR, de, a, LAS な どの 原料 と な る 大 立 は 90 
% 以 上 が 輸入 で ある 。 食料 輸入 に つい て 園内 世論 は 、 推進 派 と 慎重 派 と に 大 きく 
分 か れ て いる 。 推進 洲 は コス ト の 高い 国内 で の 生産 を 進め る より 、 外 国 か ら 安い 
農産 物 を 輸入 し 、 TEME MHT AHOA E L, 十 東 派 は 主要 な 食料 は 安 
全 保 障 を 考え る で も 自給 すべ きだ と する 。 伝統 を 軍 ん じ る 人 々 の 中 に は , 日 本 
人 が 主食 で ある 米 を 作ら な く な れ ば 水田 は な く な り 諾 風景 が し 、 了 朱 に 受 
け 継 ぐ 美 し い 景 観 が 失わ れる と 危 恨 する 人 も ある 。 輸 入 農 産物 は 遺伝 子 組み 換え 、 
久良 薬 の 安全 性 な ど で ず 横 重 に 対処 し な く て は な ら な い 間 題 が ある 、 


th hyo d: いし 


lon dren Yan four” 


Ak Yoo 
農産 物 の うさ ん ぶつ agricultural products 下 ae 
自給 率 じき ゅ うり つ rate of self-sufficiency 
欠く か く fi, to lack 
・ イ タリ ア 料 理 に 欠か せな い オ リー ブ 洒 は 、 日 本 で は ほとん ど 輸 入 品 だ 
KE P だ い ず soybean diy al の 
推進 派 "か すい し ん は group desiring to promote p=% Cp, 
慎重 派 し ん ちょ う は group desiring to move slowly jv." la: 1 
安全 保障 あん ぜん ほし ょ う security Lai YR on hey 
主食 し ゅ し ょ く staple food (Rs phan ekak 
水 田 すい で ん rice paddy TERETI 
一 変 する いっ ぺん する to change completely 1 “ Aa’ Can an 
FR し そん descendant cos clan 
受け 継ぐ うけ つぐ to inherit Mara Ke 
景観 けい か ん landscape cath gua 
危 恨 する きぐ する to fear Ge 
遺伝 子 組 み 換え いで ん し くみ か え gene recombination bas 4o qe 
残留 - す る ぎん りゅう residue: leavings con i 
対処 する た いし ょ する to deal with 


= {5 ~ 


な ぜ ド ル と 英語 が 世界 中 で 大 き な 存 在 と な っ て いる の か 。 地 域 別に は 欧州 連合 
(EU) や 東南 アジ アァ 諸国 連合 (ASEAN) の よう な 共同 体 へ の 動き が あっ て も 、 世 
界 中 の 人 が 貨幣 と し て 受け 入れ る の は 米国 の ドル で あり 、 共 通 の 言語 と し て 認め 
る の は 英 、 近年 米国 は 、 自国 の 貿易 赤字 を 改善 する た め ド ル 価 値 の 意図 的 な 
引き 下げ を 試み 始め て いる 。 し か し 基軸 通貨 国 米 国 が 、 単 な る 一 資本 主義 国 と し 
て 振る まえ ば 世界 の 経済 に 与え る 影響 は 小 き く な い 。21 世 紀 に 向かっ て 非 基軸 通 
貨 、 非 基軸 言語 を 持つ 国々 は どう 対処 する か 。 世 界 経済 の 安定 、 国 際 協 調 の パラ 
ンス を 保つ た め 米 国 の 次 任 は 重い 。 


基軸 通貨 きじ くら の うか key currency 
存在 - す る そん ざい existance 
共同 体 きょう どう た い community 
貨幣 か へ い currency; money 
受け 人 れる うけ いれ る to receive 
認め る みとめ る to recognize 
改善 する か いぜん する to improve 
意図 的 いと て き intentional 

-EU に は EU 全体 の 言語 を 意図 的 に 統合 し よう と いう 試み が ある 。 
試み る ここ ろ み る to try 
単なる た ん な る mere: Only 
资本 主义 四 し ほん し ゅ ぎ こ く ヾ capitalist country 
振る まう ふる まう to act: behave 
ー に 向かっ て ー に むか っ て toward ~; for ~ 
非 ~ 从 一 non-; un- 


対処 する 


た いし ょ する 


to cope with 


・ ア ジア の 通貨 施 機 に 対処 する た め 、 関 係 諸国 は 協議 を 重ね た 。 


協調 - す る 
SUE 


きょう ちょ う 
せき に ん 


cooperation 
responsibility 


世界 人 口 
Ka nll © 


80 年 代 前 半 に いっ た ん 増加 率 が 1.7 oe FA り 、 この ま ま 下降 線 を た どる が と 
思わ れ た 世界 の 人 は 、80 征 代 化 か ら 妊 び 上 提 に 転じ 、 20 世 紀 玉 に は 60 他 に 
Ln. 増加 が 著しい の は アフ リカ を は じ め 開 発 館 上 国 だ 。 それ ら の 国 で は 、 想 
RLR D MRE 進ん で いる 。 先進 国 が 豊か な 生活 を 部 愛 し て いる 一 
方 で 、 最低 の 生活 水準 に ある 貸 国 者 が 11 億 5600 万 人 、 FEB IRAE Lt 6.000 A. 
読み 書き の 出来 な vE PRs 6.500 万 人 、 ev 万 人 も いる 。 


Pe 4S 5 pen 

いっ た ん IKU =E once 

・ 地 球 の 自然 環境 は いっ た ん 汚染 され る と 、 な か な か も と に 戻す こと が むず か し い 。 
下降 線 か こう せん / downward curve 
た どる Ai thee が 3 follow; trace 
ー に 転じ る ー に て ん じ る Je change to 一 lym og 

WV ・70 年 代 の 石油 ショ ッ ク で A 社 の 経営 2 ド 字 に 転じ た 。 oe 
著しい いち じ る し い remarkable ne lad , Any ke TE 
開発 途上 国 か い は つと じょう こく developing countries Ae" Tey ga hen 
想像 を 越え る そう ぞう を こえ る beyond imagination te ra’ 9 I! 
LAK き が starvation mo dae 
環境 破壊 か ん きょう は か い environmental destruction 
Hie AES SZ きょう じゅ する to enjoy lán hwg 

ー 一 方 で ー い っ ぱ ぽう で on the other hand , pp fen 

・ 開 発着 上 国 で は 経済 発展 が 進ん で いる 一 方 で 、 環境 汚 集 が 深刻 化し て いる 。 ン 
生活 水準 ， せい か つ す いじ ゅ ん standard of living nw Sy 
RE ken ひん こん poverty Ngt “se oe: 
未 就 学 児 章 み し ゅ う が く じ ど う children who don't go to school tr ee Je 
非 識字 者 ひし きじ し ゃ illiterate person A oat ob 1 
栄養 不足 者 えい よう . ぶ そく . し ゃ underfed/illfed person A dih dum 

x 7 g Mox eM ESEN 

a 
个 
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主要 国 首脳 会 議 一 一 サミ ッ ト 


1975 年 、 第 1 次 石油 危機 後 の 世 界 不況 の き な か 、 西側 諸国 の 協調 を 図る た め に 
始ま っ た サミ ッ ト は 、2000 年 の 沖縄 サミ ッ ト で 26 回 を 数 えた 。 パ リ 郊 外 ラ ンプ 
イエ で 開か れ た 第 1 回 会 合 に は アメ リカ ・ イ ギリ ス ・ フ ラン ス ・ 西 ドイ ツ ・ イ タ 
リア ・ 日 本 の 6 カ国 首脳 が 集まり 、 経 済 政策 、 貿 易 、 通 貨 、 エ ネル ギー 問題 な ど 
に つい て 討議 し た 。 その後 、 カ ナダ 、EC 委 員 長 が 参加 し 、 97 年 以降 は ロシア 大 
統領 も 部 分 的 に 加わ る よう に な っ た 。 最 近 の サミ ッ ト で は 経済 だ け で な く 安 全 保 
障 や 環境 、 開 発 な ど ば 、 よ り グ ロー バル な 問題 が 大 きく 取り 上 げ ら れる 。 サ ミッ ト 
に 対す る 評価 に は 賛否 両論 ある が 、21 世 紀 に 世界 最大 の 経済 規模 に 達する と いわ 
れる 中 国 の 参加 も 真剣 に 考え られ る べき だ 。 


主要 国 首脳 会 し ゅ よう こく し ゅ の う summit conference 


か い ぎ 

石油 危機 せき ゆき き oil crisis 
不況 SSE recession; depression 
さなか midst 

・ 中 東和 平 首 脳 会 談 の さき な か 、 沖 縄 で は 主要 国 首脳 会 議 が 開催 され た 。 
西側 諸国 に し が わし ょ こく Western countries 
協調 - す る きょう ちょ う cooperation 
図る は か る to plan; strive for 
郊外 こう が い suburbs 
通货 つう か currency 
討議 する と う ぎ する to discuss 
以 降 いこ う on and after 
より more 
取り 上 げ る と りあ げ ば る to take up 
評価 - す る ひょう か valuation; assessment . 
EG i ie さん ぴり ょ うろ ん pros and cons 
規模 き ぼ scale 
真剣 し ん けん i serious 
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国際 連合 国連 


Baek 

£t te Rat 

国際 連合 は 、 人 類 と 世界 の 平和 を 等 る と いう 理想 の 下 に 1945 年 10 月 に 発走 し 
た 。 国際 連合 の 目的 は 、 国際 間 の 紛争 : 平和 的 に 解決 し 、 国 家 間 の 友好 、 協力 関 
係 を 進め る こと に ある 。 国 連 加 盟 国 の 数 は 185 (1997 年 ) で ある 。 国際 連合 は 総 
会 と 刀 つ の 主要 機関 (安全 保障 理事 会 、 経済 社会 理事 会 、 信 託 統治 理事 会 、 国 際 
司法 裁判 所 、 事 務 局 ) 及び 16 の 専門 機関 二 つ の 自治 機関 AEA.WTO) な ど 
に よっ て 構成 きれ て いる 。 cI 


国際 連合 (国連 ) こく さい れん ご う United Nations 
(こく れん ) 
理想 り そ う ideal 
て の 下 に ー の も と に under ~; based on ~ ・ 
i arima 「 人 は 生ま れ な が ら に し て 自由 で 平等 の 権利 を 持つ ] と いう 考え の 下 
に 発展 し た 。 
紛争 ふん そう dispute 
平和 的 へ いわ て き peaceful 
解決 する か いけ つ す る to solve 
=ce に ある to be achieved by Z, Li, 
WE EL ORDO ANIA, LOMORAORRORMER TEKE. 
主要 機関 し ゅ よう きか ん major organization 
安全 保障 理事 会 。 あ ん ぜん ほし ょ う the Security Council v 省 
り じ か い 
経済 社会 理事 会 けい ざい し ゃ か い the Economic and Social 
"si り じ か い Council (ECOSOC) 
信託 統治 理事 会 し ん た く と うち the Trusteeship Council 
り じ か い 
国际 司法 裁判 页 こく さい し ほう the International Court of 
きい ば ん し ょ Justice (CJ) ` 
专门 机 六 せん も ん きか ん special organization 
自治 機関 じ ち きか ん independent organization 
Ae 15 
} he sp し Rags 1" ene 
る / Cage 


$ Lib 


a Han 


«fers dine 


menee 


saasha nioan tih ALMAG stata it 


国連 は 、 世 界 68 カ 国 に 1 億 個 以上 の 地雷 が 敷設 きれ た まま に な っ て いる と いう 
調査 結果 を 発表 し た 。 カ ン ボ ジア 、 ア ン ゴ ラ 、 ソ マリ ア 、 ア フ ガ ニス タン な ど 准 
戦 期 に 激しい 内 戦 の あっ た 地域 で は 今 も 残留 地雷 に 囲ま れ 、 住 民 は お び え な が ら 
毎日 の 生活 を 送っ て いる 。 1975 年 以来 、 地雷 に よる 死傷 者 の 数 は 100 万 人 以上 と 
推定 され る 。 地雷 は 紛争 当 事 国 の 生産 物 で ある こと は まれ で 、 ほ と ん ど が 外国 か 
ら 持 ち 込 まれ た も の だ 。 地雷 輸出 国 は 少な く と も 29 カ 国 、 年 間 取 引 額 は 2 億 ドル 
と も 言わ れ て いる 。 国 際 世 論 は 地雷 の 全面 規制 に 向かっ て 徐々 に 高まり を 見 せ て 
は いる が 、 輸 出国 の 反対 な ど 前 途 は な お 楽観 を 許さ な い 。 ア メリ カ 、 ロ シア 、 中 
国 な ど 主要 国 は 加盟 し て いな い が 、1999 年 3 月 に 対人 地雷 全面 禁止 条約 が 発効 
し 、 日 本 は 主導 的 な 役割 を 果たし た 。 


地雷 じらい landmine 

廃絶 - す る は い ぜ つ abolition 

敷設 する ふせ つ す る to lay 

激しい は ば げ ば し い violent 

内 戦 な いせ ん civil war 

RA - す る ざん りゅう remaining 

お び え る to become frightened 
死傷 者 し し ょ うし ゃ the killed and injured 
当 事 国 と うじ こく the country concerned 
w が く amount 

国際 世論 こく さい よろ ん international consensus 
徐々 に ese gradually 

前 途 ぜん と prospects 


楽観 を 許さ な いら っ か ん を ゆる さき な い tonot warrant any optimism 
・ 米 国 は 武器 査察 を 拒否 し た イラ ク に 対し 武力 行使 の 可能 性 を 示唆 し 、 中 東 情勢 は 依 
然 と し て 楽観 を 許さ な い 。 
発効 する は っ こう する to become effective 
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非 政 府 組織 (NGO) 


Non-Governmental Organization 、 略 し て NGO は 非 営利 の 民間 団体 で 、 国 際 
的 な ひろ が り を 持っ た 組織 の こと を 指す 。 民族 紛争 に よる 難民 の 救済 、 地 震 な ど 
の 災害 の 救援 、 医 療 、 教 育 面 な ど で 自 立 的 、 自 発 的 な 活動 を し て いる 。 国連 で も 
1999 年 以降 、 経 済 社会 理事 会 は 特定 の NGO と 取り 決め を 結び 、 永 続 的 な 協力 関 
係 を 保っ て いる 。 国連 NGO と いわ れる 団体 は 現在 800 余り あり 、 人 権 、 開発 、 環 
境 、 難 民 な どの 問題 分 野 で 際立っ た 活動 を し て いる 。NGO が 非 政府 と いう 立場 を 
協調 し て いる の に 対し 、NPO は より 非 営利 を 掲げ 、 と も に ボラ ンティア 精神 を 活 
動 の 中 軸 と し て いる 。 日 本 で は 市 民 の 海外 協力 の 伝統 が 浅い が 、 政府 は 100 億 円 
近い 資金 を ODA 予算 に 盛り 込み 、NGO を 資金 援助 し て いる 。 


非 営利 ひえ いり nonprofit 

民族 紛争 みん ぞ く ふ ん そう dispute among ethnic groups 
難民 な ん みん refugees 

救済 - す る きゅう さい relief 

地 震 じしん earthquake 

災害 さい が い calamity 

救援 - す る きゅう えん rescue 

医療 いり ょ う medical treatment 

取り 決め と りき め arrangement; agreement 
永続 的 えい ぞ く て き lasting 

人 権 じん けん human rights 

RRL きわ だ つ to be conspicuous 

ー に 対し ー に た いし while ~; as compared with ~ 


・ 国 連 NGO が 国連 と 協議 関係 に ある の に 対し 、 独 自 の 立場 を 持っ て 活動 する NGO 団 
体 も ある 。 


掲げ る か か げ ば る to put up 
中 軸 ちゅ うじ く axis 
盛り 込む も りこ む to incorporate: include 
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歴史 の 転換 点 


89 年 の 東西 冷戦 の 終結 、90 年 の ベル リン の 和 長 崩壊 、91 年 の 湾岸 戦争 、 ソ 連邦 
の 消滅 と 世界 は 歴史 の 転換 点 と も 言う べき 大 ニュ ー ス の 連続 だ 。 経 済 面 で も 世界 
経済 の ボー ダー レス 化 が 進み 、 先進 各国 は 自国 の 利益 の みな ら ず 、 協 調 し て 世界 
経済 の 持続 的 な 発展 を 図ら な けれ ば な ら な い 時 代 に な っ た 。 日 本 も 戦後 政治 を 総 


決算 し 、 内 政 重視 か ら 新 た に 国際 貢献 に 向かっ て 決断 を 迫 ら れ て いる 。 


歴史 れき し history 4 

転換 点 て ん か ん て ん turning point 

冷戦 れい せん cold war 

終結 一 する し ゅ うけ つ bringing ~ to an end 
崩壊 一 する ほう か い destruction 

湾岸 戦争 わん が ん せん そう Persian Gulf War 

ソノ 連邦 ソ れ ん ぽう Soviet Union 

消滅 する し ょ うめ つ disappearance 

て と も 言う べき ー と も いう べき which can be said to be ~ 


・ 戦後 の 日 本 経済 は 、 統 制 経済 と も 言う べき 行政 指導 の も と に 発展 し た 。 


ボー ダー レス 化 ボー ダー レス か to become borderless 
利益 りえ き merit 
ー の みな ら ず not only ~ 


・ 環境 汚染 は 周辺 地域 の みな ら ず 、 地 球 規模 で 考え ね ば な ら な い 事 態 に 直面 し て いる 。 


協調 する きょう ちょ うす る to cooperate 

持続 的 じ ぞ く て き continuous 

図る は か る to plan 

戦後 政治 せん ご せい じ postwar politics 

総決算 する そう けっ さん する to bring to a conclusion 
内 政 な いせ い domestic administration 
重視 一 する じゅ うし serious consideration 
国际 贡献 こく さい こう けん international contribution 
迫る せま る to urge 


RARES 


「 す べ て の 人 間 は 生ま れ な が ら に し て 自由 で あり 、 平 等 な 尊厳 と 権利 を 持つ 」 と 
うた っ た 世界 人 権 官 言 が 国連 で 採択 され て か ら 50 年 。 至る 所 で 人々 は 、 人 権 尊重 
を 訴え て 立ち 上 が り 、 人 権 宜 言 は 人 類 共 通 の ルー ル と し て 次 第 に 認知 きれ て きた 。 
し か し 、 日 常 生活 に 目 を 向け れ ば 、 い まだ に 様々 な 差別 が ある こと に 気付 く 。 部 
落差 別 、 性 に よる 差別 、 民 族 ・ 人 種差 別 、 障 害 者 差別 、 思 想 ・ 信 条 に よる 差別 な 
ど 社 会 的 に 不 公平 な 事象 が 数 多く ある 。 

記念 すべ き 満 50 年 の 日 、 国 際 的 な 人 権 擁護 団体 、 ア ムネ ステ ィ ・ イ ンタ ー ナ 
ショ ナル 日 本 支部 な どの 呼び か け で 、 留 学生 か ら 潜在 ビザ の 切れ た 人 た ち ま で 、 
20 以 上 の 民族 、 団 体 の 人 た ち が 東 京 に 集い 、 い プラ カー ド を 持っ て 繁華 街 を 歩い た 。 


生ま れ な が ら に し て うま れ な が ら に し て inherently; by nature 
・ 人 は 生ま れ な が ら に し て 、 そ れ ぞ れ 才 能 を 持っ て いる 。 


尊厳 そん げん dignity 

うた う to declare; state 
採択 する さい た くす る to adopt for 

至る 所 いた る と ころ everywhere 

HAD うっ た える to appeal for 

いま だ に still 

差别 ”一 机 加 さき べつ discrimination 

部 落 ぶら く community; village 
人 种 じん し ゅ race 

障害 者 し ょ うがい し ゃ handicapped person 
思想 し そう thought: idea 

信条 し ん じょう principle; creed 

不 公平 ふ こ うべ へい unfairness 

HR Pies matter; phenomenon 
擁護 - す る よう protection ‘ 
繁华 街 は ん か が い business district 
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財政 ・ 予 算 


財政 と は 国 や 地方 公共 団体 の 経済 行為 を 指し 、 中 央 財政 、 地 方 財政 と に 区 分 き 
れる 。 国 も 地方 公共 団体 も 政治 や 行政 サー ビス に は ば く 大 な 費用 が か か る 。 それ 
を 賭 っ て いる の は 租税 や 印紙 収入 な どの 財源 で ある 。 経 済 の 発展 に つれ て 財政 規 
模 は 拡大 し 、 福 祉 国家 を 目指 す 国 家 の 予算 は 膨 用 し 、 歳 出 は 歳入 を 大 きく 上 回 る 。 

予算 は 国 や 地方 公共 団体 の 1 会 計 年 度 の 歳入 (収入 ) と 歳出 (支出 ) の 見 積 も 
り を 指す 。 予算 編成 の 具体 的 な 作業 が 終わ る と 予算 案 は 国会 に 提出 され 、 審議 議 
決 さ れる 。 予算 は 一 般 会 計 と 特別 会 計 に 大 別 き され る が 、 そ の ほか に 政府 関係 機関 
予算 が ある 。 


財政 ざい せい government finances 
予算 よき さん budget 

地方 公共 団体 ちほ うこ うき ょ うだ ん た い local public entity 
区 分 する く ぶ ん する to classify 

ば く 大 ば くだ い vast 

二 う まかなう to cover 

租税 そ ぜ い taxes 

印紙 いん し stamp 

財源 ざい げん source of revenue 
福祉 ふく し welfare 

膨 妥 する ぼ ほう ちょ うす る to expand 

歳出 さい し ゅ つ annual expenditures 
mA きい に ゅ う annual revenue 

見 積もり みつ も り estimation 

編成 - す る へ ん せい formation 

具体 的 ぐ た い て き concrete 

審議 一 する し ん ぎ deliberation 

議決 する ぎ け つ す る to decide 

大 別 す る た い べ つ す る to roughly classify 
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国内 総 生産 (CDP) 


経済 企画 庁 は 四半 期 ご と に GDP の 総額 を 推計 し 、 3 月 、6 月 、9 月 、12 月 に 
発表 する 。 GDP は 外国 資本 の 企業 も 含め 、 国内 に 住ん で いる 生産 者 に よっ て 生み 
出さ きれ た 付加 価値 の 統計 を 指す 。 つ まり 企業 で あれ ば 、 総 売 上 げ か ら 原 材料 や 部 
品 な どの 買い 付け 人 金額 を 差し 引い た も の の 合計 。 し た が っ て 国内 で の 生産 活動 を 
正確 に 反 喘 す る この 指標 は 、 景気 動向 を 見 る 大 切な も の で 、 経済 成長 の いか ん を 
判断 する 資料 と な る 。 GDP の 増減 を 示す 経済 成長 率 が 景気 判断 の 材料 と な り 、 為 
替 や 株 式 市 場 に 影響 を 与え る 。 日 本 の 現在 の GDP は 約 503 兆 円 。 ちなみ に 、 日 本 
経済 全体 に 占め る 公共 投資 の GDP 比率 は 8 一 9%。 


国内 総 生 産 こく な いそ う せ いさ ん Gross Domestic Product 
経済 企画 庁 けい ざい きか くち ょ う Economic Planning Agency 
四 半期 し は ん き quarter 
ー ご と every ~ 
推計 する すい けい する to estimate 
含め る ふく め る to include 
付加 価値 ふか か ち added value 
指す さす to point to 一 
つま り in a word 
原材料 げん ざい りょう raw material 
買い 付け か いつ け buying; purchasing 
差し 引く さ し ひ く to take away; deduct 
し た が っ て accordingly 
・ 個 人 消費 が 伸び て きた 。 し た が っ て 日 本 経済 も 成長 軌道 に 乗る だ ろう 。 
反映 する は ん えい する to reflect 
指標 し ひょう index 
景気 動向 けい きど うこ う business trends 
いか ん prospects 
ちな み に by the way; in this connection 


= OF ~ 


アジ ア で 起こ っ た 通貨 危機 一 一 97 年 


「 ア ジア の 庁 跡 ] と も て は や きれ 急速 な 経済 成長 を 遂げ た アジ ア の 国々 の 経済 は 
誰 も 予想 し な か っ た 通貨 暴落 で た ち ま ち 失 速 し て し まっ た 。97 年 7 月 2310 
バー ツ は 変動 相場 制 移行 で 一 気 に 暴 落 、 通 貨 危 機 は 同じ よう な 事情 を 抱え た 近隣 
語 国 に また た く 間 に 広がり 、 フ ィ リ ピン 、 イ ンド ネシア 、 マ レー シア が 相次い で 
通貨 の 切 下 げ を 余儀 な くき され た 。 世 界 11 位 の 経済 規模 を 持つ 韓国 も 金融 危機 を 回 
避 す る た め IMF に 緊急 支援 を 要請 する に 至っ た 。 一 連 の 通貨 危機 の 一 因 は 、 日 本 
の 低 金利 政策 に あっ た と いう 分 析 が ある 。 日 本 で 調達 され た 資金 が 、 ア ジア 各国 


の 経済 を 実力 以上 に 膨らませ た と いう わけ だ 。 


通貨 危機 つう か きき currency crisis 

奇跡 きせ き miracle 

も て は や す to praise 

遂げ る と げ る to attain 

Bik - す る ぼう らく sudden fall 

失速 する し っ そく する to stall 

变动 相 场 制 へ ん どう そう ば せい floating exchange rate system 


また た く 間 に 


・ 東 区 諸国 で は 、 


ー を 余儀 な く 


また た くま に 


in a moment 


また た く 聞 に 社会 主義 体制 が 月 壊し た 。 


ー を よ ぎ な くさ れる 
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to unavoidably 一 


i 
i 
J 
H 
$ 
f 


され る 

回 遊 す る か いひ する to avoid 
紧急 支援 きん きゅう し えん emergency support 
要請 する よう せい する to request H 
BS いた る to result in; lead to i 
一 連 いち れん chain | 

- 因 いち いん a cause | 
低 金 利 て いき ん り low interest rate | 
分 析 - す る ぶん せき analysis | 
Bot ふく らむ to expand | 


贸易 黑 字 、482% 增 


大 蔵 省 が まとめ た 97 年 の 貿易 統計 に よる と 、97 年 の 貿易 黒字 額 (輸出 か ら 輸 
入 を 差し 引い た 人 額 ) は 、 前 年 に 比べ て 485% 増 の 10 兆 83 億 円 と な っ た 。 前 年 比 
で の 増加 は 92 年 以来 5 年 応 り で 、 3 年 ぶり に 10 兆 円 台 に 乗っ た 。 円 安 ド ル 高 傾 
向 が 効い て 輸出 が 堅調 だ っ た の に 対し 、 国内 景気 の 低迷 で 内 需 が 落ち 込み 、 輸入 
も 輸出 に 比べ 伸び 悩ん だ 結果 だ 。 対 米 黒 字 は 5 兆 245 億 円 で 、41.7% 増 と 3 年 ぶ 
り に 増加 に 転じ た 。 日 本 の 景気 回 復 が ア ジア の 経済 不安 を 解消 する と の 観点 か ら 、 
海外 か ら 日 本 の 内 需 拡大 へ の 要求 が いっ そう 高まり そう だ 。 大 蔵 省 は 「 中 長期 的 
に は 、 黒字 が 大 幅 に 拡大 する こと は な い 」 と 強調 し て いる が 、 今 の と ころ 拡大 基 
調 に 変化 の 兆し は 見 え ず 、 黒 字 減 らし に 対策 が 望ま れる 。 


貿易 黒字 ば うえ きく ろ じ trade surplus 
統計 と うけ い statistics 
額 が < amount of money 
傾向 けい こう tendency 
効く きく to work; be effective 
堅調 けん ちょ う bullish tone 
て に 対し て に た いし while 

・ 国 内 の 協 相 に 対し 、 供 給 が 上 回 っ て いる と 貿易 黒字 が 発生 する 。 
低迷 - す る て い め い stagnate at low level 
伸び 悩む の びな や む to be unable to rise 
転じ る TALS to turn 
景气 回复 けい きか いふ く business recovery 
解消 する か いし ょ うす る to dissolve; get rid of 
~tOMADS ~LOMATAMDH from this point of view 
ABA こ な いじ ゅ か くだ い expansion of domestic demand 
いっ そう more : 
拡大 基調 か くだ いき ちょ う expansion conditions 
兆し きざし indication 
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97 年 4 月 、 消 費 税 が 3 か ら 5 % に 引き 上 げ ら れ て 以来 、 日 本 経済 は か つて な 
い 様 々 な 要因 が 重なり 、 景気 は 後退 し て いる 。 2 月 6 日 (98) 閣僚 会 議 に 提出 さ 
れ た 月 例 経済 報告 に よる と 、 経済 企画 庁 長 官 は 、 停 滴 と いう 表題 で 厳し い 景 気 の 
現状 を 表現 し て いる 。 金 融 シ ステ ム 不 安 の 影響 に よる 個人 消費 の 低迷 や 設備 投資 
の 人 鈍化 が 鮮明 に な っ て 、 景 気 は 後退 局面 に 入っ て いる 。 長 官 は 、「 経 済 活性 化 や 不 
良 債 権 処 理 を きら に 進め る こと が 重要 」 と 追加 景気 対策 の 策定 に 意欲 を 示し た 。 


景气 けい き 
eu - す る て いた い 
消費 税率 し ょ う ひ ぜ い り つ 
か つて 
後退 する こう た いす る 
経済 企画 庁 けい ざい きか くち ょ う 
金融 レス テム きん ゆう シス テム 
個人 消費 こじ ん し ょ う ひ 
低迷 -72 て い め い 
・ 日 本 経済 の 低迷 に よる アジ ア 経 済 へ の 影響 は 深刻 化し て いる 。 
設備 投資 せつ びと うし 
鈍化 一 する どん か 
鮮明 せん めい 
局面 きょく めん 
活性 化 - す る か っ せい か 
不良 債権 ふり ょ うさ いけ ん 
処理 一 する し ょ り 
対策 た いき く 
策定 一 する さく て い 
意欲 いよ く 
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business conditions 
stagnation 

consumption tax rate 

once; before 

to recede; retreat 

Economic Planning Agency 
financial system 

individual consumption 


stagnate at a low level 


capital investment 
dullness 

clearness 

situation 

activation; stimulation 
bad debt 

handling of: settlement of 
measures 

drawing up 

will 


日 本 型 経営 


戦後 の 日 本 経済 を 支え た 日 本 特有 の 企業 シス テム に 「 終 身 雇用 ] と 「 年 功 制 」 

が ある 。 企業 は 新規 学卒 者 を 正規 従業 員 と し て 採用 し 、 特別 の 事情 の な い 限 り 定 
年 まで 雇用 し 、 AE EEKE TEAT Do 経済 が 持続 的 に 成長 し 
て いく 段階 で プラ ス に 機能 し た この シス テム は 、 調 整 期 に 入っ た 現在 、 能力 主義 
な ど 新 た な 仕組 み の 導 入 が 必要 と な っ た 。 経 済 企 画 庁 が 98 年 に 発表 し た 企業 アン 
ケー ト の 結果 に よれ ば 、 現 状 の 雇用 方 針 で は 依然 と し て 長期 継続 的 な 雇用 が 9522 
で | 日 本 型 経営 シス テム | が 支配 的 だ 。 し か し 今後 5 年 間 の 方 向 性 を 見 る と 、 処 
過 面 で は | 能力 主義 的 ] が 91% を 占め る 。 


終身 雇用 し ゅ うし ん こよ う lifetime employment 

年 功 制 ね ん こう せい seniority system clic AE Mam ried 
新規 学卒 者 し ん き が くそ つ し ゃ new university graduate 4 wor bed NN 
正規 従業 員 せい きじ ゅ う ぎ ょ うい ん new employee "'~ 

採用 する さき いよ うす る to hire ee d 

定年 て いね ん retirement age la 

ー に 応じ て ー に お うじ て according to ~ 

機能 する きのう する to work; function 

Wee -7b ちょ う せ い adjustment 

能力 主義 の うり ょ くし ゅ ぎ meritocracy ; 

仕組 み し くみ arrangement S4 wn 
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・ 米 国 社会 は ベン チャ ー ビ ジ ネス が 盛ん で 、 ア メリ カン ドリ ー ム を 体現 し や すい 仕 邊 


み に な っ て いる , 


導入 -F2 どう に ゅ う introduction 

経済 企画 庁 けい ざい きか くち ょ う the Economic Planning Agency 
必用 方 針 こよ うほ うし ん employment policy 

依然 と し て いぜん と し て still 

支配 的 し は いて き dominant 

処 過 面 し ょ ぐう めん treatment: pay 
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消費 トレ ン 


21 世 紀 に 向け て 消費 トレ ンド の 動き は どう 予測 で きる か 。 大 手 広 告 社 に よる と 
大 き な 潮 流 は 三 つ 。 一 つ は 情報 通信 分 野 で 、 イ ンタ ーネット に 接続 が 可能 な 携帯 
ど を 企業 や 消費 者 が 採用 する 。 二 つ 目 は 美容 と 
健康 。 医薬 、 食 品 、 化 粧品 な どの 垣根 が な く な り 、 総 合 的 に 対応 する と ころ に 香 
要 が あり そう だ 。 三 つ 日 は 環境 ・ リ サイ クル 素材 を 使っ た 衣料 や カー テン 、 家 具 
な ど 地 球 に 負荷 を か け な い 人 に ゃ ふ 環境 に も や さ し い 商品 が も て は や され そう だ 。 


情報 端末 、 ミ ニノ ー ト パソ コン な 


消費 トレ ンド し ょ う ひ トレ ンド 

どう 一 する か 

予測 する よそ くす る 

広告 社 こう こく し ゃ 

潮流 ちょ うり ゅ う 

通信 - す る つう し ん 

分 野 ぶん や 

接続 - す る せつ ぞ く 

携帯 情報 端末 けい た いじ ょ うほ は ほう 
た だ ん まつ 

採用 する さい よう する 

美容 び よ う 

健康 けん こう 

医薬 いや く 

化粧 品 けし ょ う ひ ん 

垣根 か き ね 

需要 じゅ よう 

環境 か ん きょう 

負荷 ふか 

も て は や す 


ドー 21 世紀 に 向け て 


consumption trend 
how ~? 

to estimate; predict 
advertising agency 
current 
communication 
field 

connection 


personal digital assistant ee 


to adopt 

beauty 

health 

medicine 

cosmetics 

fence 

demand 

environment 

burden 

to admire: make a fuss over 


・ 最 近 、 子 供 向け の キャ ラク ター 商品 が 大 人 に も て は や きれ て いる 。 
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失業 率 49% 


先進 国 で 際立っ て 低い 失業 率 を 誇っ て きた 日 本 の 「 完 全 必用 押 話 ]」 が 崩れ 、2000 
年 7 月 の 完全 失業 率 は 49%% と 1999 年 7 月 に 続き 過去 最 剖 と な っ た 。 2 月 の 失業 
者 319 万 人 の うち 人 員 整 理 や 倒産 、 定 年 な どの 自発 的 で な い 離 職 は 115 万 人 、 う 
ち 45 歳 か ら 59 歳 が 37 万 人 を 占め る 。 企業 は 不景気 だ か ら と ひたすら 人 貞 削 減 に 
走る 。 し か し 雇用 が 過剰 で ある に し て も 、 ま ず 新 し い ビ ジネス を 開拓 し て 人 員 を 
生か すこ と が 経営 者 の 役割 で あり 、 安易 に 首切り に 走る 発想 は 見 直す べき だ 。 だ 
が 、 日 本 的 慣行 で ある 終身 雇用 制度 の 修正 も や む を 得 な いと する 意見 も 多い 。 


失业 率 し つぎ ょ うり つ unemployment rate 
際立つ きわ だ つ to be conspicuous 
See か ん ぜん こよ う full employment 
神話 し ん わ myth; mythology 
崩れ る くず れる to collapse 
ABBE じん いん せい り personnel cut 
自発 的 じ は つて き voluntary 
ER 一 する り し ょ く ]oss of employment 
て か ら と simply because 
・ 社 長 は この 不況 に は 太刀 打ち で き な い か ら と 工場 を 閉鎖 し た 。 
ひたすら solely 
走る は し る to turn to ~; run 
AH か じょう excess 
て に し て も even if ~ 
・ 資 金 が 不足 し て いる に し て も 、 設 備 投資 は 必要 だ 。 
開拓 する か いた くす る to cultivate; open up 
生か す いか す to make the most use of 
安易 あん い easy : 
首切り く び き り discharge; dismissal 
発想 - す る は っ そう way of thinking concept 
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派遣 社員 


企業 が リス トラ で 正社員 を 減ら す 一 方 で 、 そ の 和 穴埋め と な る 派遣 社員 の 需要 が 
高まっ て いる 。 労働 省 の まとめ (98.2) で は 、96 年度 の 派遣 労働 者 数 は 72 万 人 
と 前 年 度 比 で 18% 増 え 、 初 の 70 万 人 を 突破 し た 。97 年 度 は さら に 百 万 人 を 超え 
た の で は な いか と 見 られ て お り 、 必用 の 多様 化 は 一 段 と 進み そう だ 。 人 材 派遣 会 
aE ins BEA TE ed 最大 手 の 今年 度 の 売上 高 は 1.260 18 CHE 


の 高かっ た バア プル 期 の 発 上 高 を Pasto’. 
thet Ry Hind uvo 


mAt KHER : 
派遣 - す る は けん , p'er A dispatch 
リス トラ hor て 中 ee restructuring 
正社員 せい し ゃ ぃ いん ANY TTA 人 regular employee 
ーー 方 で Aira on the other hand 
穴埋め ! ip ey > あな うめ fill a hole; cover a deficit 
需要 heeds じゅ よう demand 
労働 省 ろう どう し も よう Ministry of Labor 
まとめ bin (em fy data 
突破 する pow” と っ ぱす る to pass: break through 
さら に Uen sw still more 
こと 見 られ て で いる て と みち られ で いる to be seen as ~ 
雇用 - す る 3 employment 
多 样 化 -TA た よう か diversification 
- 段 と いち だ ん と kin mia further 
人 材 派遣 会 社 じん ざい は けん が いし ゃ temporary employment agency 
売上 高 cn de A h ANE sales 
軒並み lap wai の き な FS naw Re at every door; everywhere 
中 小 企業 は 日 KO HORE EI, 軒並み 収益 が 悪化 し て て いる 。 
更新 する こう し ん する to renew: update 
最 大 手 さい お お て biggest companies 
LZ elle うわ まわ る CO's — to exceed 
Fuels te Hap ben 
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消费 动向 调查 


不況 の 中 、 経済 企画 庁 は 全国 の 約 5.000 世帯 を 対象 に 1998 年 6 月 中 旬 に 消費 動 
向 調査 を 実施 し た 。 それ に よる と レス トラ ン な どの 外食 費 が マイ ナス 22.82、 遊 
園地 や カラ オケ 、 パ チン コ な どの 娯楽 費 が マイ ナス 15.1% と 消費 を 抑え る 傾向 が 
は っ きり 出 た 。 これ に 対し て 、 学 習 塾 や 家庭 教師 な ど 補 習 教育 費 は プラ ス 5.32% と 
支出 を 増やす 方 向 。 不 況 下 で も 教育 へ の 出費 は 惜しま な いと いう こと か 。 


消費 - す る LEJO consumption 

动向 どう こう tendency; trend 

不況 ふき ょ う recession 

世帯 せ た い household 

外食 費 が いし ょ く ひ expense of eating out 

遊園 地 ゆう えん ち amusement Dark 

カラ オケ karaoke 

パチ ンコ pinball game 

RRR ご らく ひ recreation costs 

押え る お さえ る to hold down; control 

傾向 けい こう tendency 

eye が くし ゅ うじ ゅ く cramschool for entrance 
examinations 

家庭 教師 か て いき ょ うし private tutor 

補習 - す る ほし ゅ う supplementary lesson 

出費 一 する し ゅ っ ぴ expenses 

惜しむ blo to spare 

て と いう こと か it may be that ~ 


・ 大 手 デ バー ト の 閉店 売り 出し に は 長蛇 の 列 。 不況 で も 消費 者 の 購買 意欲 は 長 え て い 
な いと いう こと か 。 
長蛇 の 列 ちょ うだ の れつ long line 


購買 意欲 こう ば いい よく desire to buy 
衰え る お と ろ え る to fail 
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総合 電機 回 生 な る か 


戦後 日 本 の 高度 経済 成長 を 支え て きた 名 門 企業 H 製 作 所 が 、 創 業 以来 の 危機 に 
陥っ て いる 。 原 子 力 発電 か ら 家 電 製 品 ま で つく る これ まで の 総合 電機 と いう 業態 
が 原因 で ある だ け で な く 、 巨 大 企業 な ら で は の 意思 決定 の 遅 さ や 官僚 的 な 社風 も 
作用 し て 、1999 年 3 月 期 の 決算 は 戦後 最悪 2500 億 円 の 赤字 に な る 見 通し だ 。 4t 
内 で は 「 大 企業 病 ] の 克服 へ の 意識 改革 を 急ぐ 一 方 、 幹部 の 間 で は 不 採算 部 門 を 
分 離し て 「 総 合 電機 ]」 を や め よ うと 示唆 する 声 も 上 が っ て いる 。 


回 生 一 する か いせ い revival 
ーー な る か Will ~? 

"政府 の 無駄 な 公共 事業 へ の 見 直し な る か " 
名 門 めい も ん distinguished family 
創業 -732 そう ぎょ う establishment; founding 
陥る お ちい る to fall into 
AFIRE げん し り ょ く は つ で ん nuclear power 
ーー だ け で な く not only ~ 
ーー な ら で は only 一 : particular to 一 

・ 研 究 開発 へ の 大 型 投 資 は 、 大 企業 な らち で は の 計画 だ 。 
意思 決定 いし けっ て い decision-making 
官僚 的 か ん りょう て き bureaucratic 
社風 し ゃ ふう corporate culture 
作用 する さよ うす る to act on; affect 
決算 - す る けっ さき ん settlement 
克服 一 する こく ふく conquest 
意識 改革 いし きか いか く consciousness reform 
aT, て ー い っ ぱ う on the other hand 
幹部 PAS executives 
採算 さい さん profit 
示唆 する し きす る to suggest 
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国際 通信 、 再 編 進む 


外資 系 通信 会 社 が 、 日 本 の 通信 会 社 と の 提携 を 求め て 水面 下 の 動き を 活発 化 さ 
せ て いる 。 国 内 の 通信 業界 は 長 距離 、 国 際 通 信 の た び 重 な る 値下げ 、 割引 で 、 従 
来 型 の 電話 事業 の うま み が 消 えて お り 、 新 た な 事業 を 切り 開く 必要 に 人 迫 ら れ て い 
る 。 外資 と 手 を 組ん で 、 多 国籍 企業 の 通信 需要 を 取り 込む こと は 重要 な 課題 だ 。 
し か し 「 和 経営 を 支配 する の で な けれ ば 、 出 資す る 意味 は な い 」 と する 外資 系 と 徒 
来 の 日 本 企業 の 間 に 意 識 の 溝 は 大 きく 、 提 携 の 大 き な 壁 に な っ て いる 。 


再編 一 する きい へ ん reorganization 
外資 系 が いし けい foreign capital 
提携 34 て いけ い cooperation; alliance 
水 面 下 すい めん か below the surface: in secret 
活発 化す る か っ ぱつ か する to activate 
REME ちょ うき ょ り long distance 
た び 重 な る た び か さ な る to occur several times 
・ た び 重 な る 生産 調整 で パー ト 従 業 員 の 大 半 が 解 屋 され た 。 
値下げ ね さげ price reduction 
従来 弄 じゅ うら い が た heretofore in use 
うま み taste; profit 
新た な あら た な new 
切り 開く きり ひら く to cut down; create 
迫る せま る to press; pressure 
手 を 組む て を くむ to join hands 
多 国籍 企业 た こく せき き ぎ ょ う multinational corporation 
取り 込む と りこ む to bring in; co-opt 
出資 する し ゅ っ し する to invest 
意識 一 する いし き conciousness; senses 
if みぞ gap 


AE か べ wall: barrier 


バブ プル 経済 の 崩壊 


日 本 経済 は 1986 年 末 か ら 91 年 2 月 まで の 長期 景気 拡大 で 、 好 景気 に な り 、 増 
大 し た 資金 は 設備 投資 に 、 そ れ で も 余っ た 資金 は 株 、 債 券 、 土 地 へ の 投資 に も ま 
わり 、 い わ ゆ る バブ ル 景 気 を 形成 し た 。 し か し 、 株 価 は 89 年 12 月 に ピー ク を つ 
けた あと (38915 円 ) 、90 年 末 に 大 幅 下 落 が 始ま り 、 バ パプ ブル は 崩壊 し た 。92 年 8 
月 に は 東証 平均 株 価 は ピー ク 時 の ほぼ 4 割 に 相当 する 14.309 円 まで 下がり 、 不動 
産 向 け 融 資 を 大 幅 に 伸ばし て きた 人 金融 機関 は 多額 の 不良 債権 を 抱え た 。97 年 に は 
北海 道 拓殖 銀行 が 倒産 。 山 一 証券 も 廃業 に 追い 込ま れ 、 金 融 シ ステ ム の 不安 が 表 
面 化し た 。1998 年 秋 、 小 渕 内 閣 は 傾 金 者 保護 、 銀 行 の 健全 化 の た め に 60 KAO 
公 的 資金 を 用 意 する 金融 関連 法案 を 成立 させ た 。 


バブル 経済 バブ ル け いざ い “bubble economy” 
崩壊 tS ほう か い collapse 

設備 投資 せつ びと うし capital investment 

株 か ぶ stock 

債券 さい けん bond 

いわ ゆる so-called 

ビー peak 

東証 と むか し まう Tokyo Stock Exchange 
相当 する そう と うす る to be equal to 


・ 日 本 車 メ スー カー は 東南 アジ ア で の 生産 が 回 復 し 、 今 年 1 月 一 8 月 の 月 間 生 産 台数 は 
前 年 同月 の 2 一 4 倍 に 相当 する と いう 。 


不動 産 ふ ど うさ ん real estate 

融資 - す る ゆう し financing 

不良 債権 ふり ょ うき さい けん bad debt 

抱え る か か える to hold 

廃業 する は い ぎ ょ う discontinuance of business 
追い 込む お いこ む to drive into 

表面 化す る ひょう めん か する to come into the open 
健全 けん ぜん soundness 
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i モー ド 加入 1.000 万 人 に 人 迫る 


1995 年 加入 者 数 が 600 万 台 だ っ た 普通 携帯 電話 は 5 年 間 で 6000 万 台 に 急増 し 
た 。 その な か で も 、 に わか に 人 気 を 集め て いる の が イン ター ネッ ト に 接続 可能 な 
“1 モー ド " だ 。 サ ービス 開始 か ら 1 年 余り 、2000 年 7 月 に は 加入 者 は 当初 の 予 
想 を 大 きく 上 回 る 978 万 人 を 突破 し た 。 i モー ド は パソ コン に つなが な く て も 、 
メー ル の や り と りや 銀行 振込 み 、 チ ケッ ト の 予約 な ど が で きる 。 2001 年 に は 高速 
通信 が 可能 で 、 動 画 な ど 大 容量 通信 が で きる 次 世代 携帯 電話 も 世界 に 先駆 け て 導 
入 き れる だ け に 、 企 業 の 熱い 視線 が 情報 端末 の 開発 に 注 が れ て いる 。 


F 
3 
| 
| 


mA 一 する か に ゅ う subscription 

携帯 電話 けい た いで ん わ portable telephone 
急増 する きゅう ぞう する to increase rapidly 
に わか に suddenly 

接続 - す る せつ ぞ く connection 

当初 だ うま beginning 

予想 - す る よそ う forecast 

突破 する と っ ぱす る to break through 
や り と り exchanges 

振込 み ふり こみ transfer 

動画 どう が animation 

容量 よう りょう capacity 

次 世代 じ せ だ い next-generation 
先駆 ける さき が ける to take the lead 

< だけ に as may be expected of ~ 


・ プ ロバ イダ ー 各 社 は パソ コン か ら の ネッ ト 接 続 収 人 を 大 き な 柱 と し て いる だ け に 、 
携帯 電話 に よる ネッ ト 接 続 が 普及 する と 、 大 き な 打 撃 を 受け る 。 


視線 し せん one's gaze 
端末 た ん まつ terminal 
注ぐ そそ ぐ to focus on 


ー 39 - 


少子 高齢 化 


日 本 は 、 子 供 の 数 が 減り 高齢 者 が 増え る 少子 高齢 化 社会 が 急速 に 進ん で いる 。 
1 人 の 女性 が 産む 子供 の 数 は 98 年 に は 138 人 まで 下がっ た 。 1 億 2.600 万 人 (2000 
年 3 AR) の 総 人 口 は 2007 年 を ピーク に 減り は じ め 、21 世紀末 に は 6.700 万 人 ま 
で 落ち 込む と 予測 きれ て いる 。 平均 寿命 が 世界 一 で ある 日 本 は 、 高齢 人 口 が 年 少 
人 口 を 上 回 る 高齢 社会 に な る 。 経済 の 側面 か ら 見 れ ば 、 労働 人 口 の 不足 で 経済 全 
体 が 縮小 し 、 税金 、 社会 保険 な ど 国民 1 人 当たり の 負担 は 大 きく な る 。 社会 保障 
制度 が 不 十 分 で 将来 に 不安 感 を 持つ 日 本 人 は 、 現 在 個 人 の 金融 資産 が 1.200 兆 円 
と 騒が れ て も 、 低 金利 の 貯蓄 を な か な か 消費 に まわ そう と は し な い 。21 世 紀 に 活 


力 ある 社会 を 劉生 する た め 、 日 本 は 正念 場 に 立た され て いる 。 


少子 し ょ うし few children 

高齢 化 こう れい か aging population 
落ち 込む お ちこ む to fall into; sink 
予測 する よそ くす る to estimate; predict 
寿命 じゅ みょう life span 

側面 そく めん the side 

縮小 する し ゅ くし ょ うす る to reduce 

税金 ぜ い き ん tax 

保険 ほけ ん insurance 

負担 - す る ふた ん burden 

社会 保障 し ゃ か い ほ し ょ う social security 

金融 - す る きん ゆう financial 

騒ぐ きわ ぐ to make noise 

ie - す る ちょ ちく savings 

まわ す to transfer; shift 
創 生 する そう せい する to create 

正念 场 し ょ う ね ん ば the crucial moment 


・ 旬 護 保険 の 実施 を めぐ り 、 政 府 は 正念 場 を 迎え よう と し て いる 。 
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これ か ら の 経済 は …… 


近代 の 経済 は メダ ム ・ ス ミス の 有名 な 言葉 「 個 人 が 自分 の 生活 を よく する た め 
に 努力 すれ ば 、 見 え ざ る 手 に よっ て 社会 全体 が 豊か に な る 」 か りら 産業 革命 、 資本 
主義 経済 の 確立 へ と 進ん だ 。 そ の 一 方 で は 、 ロ シア 革命 (1917)、 ソ 連 の 誕生 (1922) 
と 社会 主義 経済 、 社 会 主義 国家 の 成立 も 進み 、 世 界 は 発展 と 変容 の な か で 21] 世紀 
を 迎え よう と し て いる 。 資本 主義 経済 で あれ 、 社 会 主義 経済 で ご あれ 、 そ の いか ん 
を 問わ ず 世 界 の 経済 は 高度 に 発達 と 分 業 が 進み 、 世 界 中 の 人 々 の ニー ズ を 満足 さ 
せる た め に は 、 一 図 中 心 の 閉鎖 的 な 経済 活動 で は 古い きれ な く な っ た 。 21 世紀 に 
は 、 金 融 、 生産 、 流 通 な ど 、 あら ゆる 点 で グロ ー バ ル 化 に 対処 で きる 開放 的 な 経 
済 シス テム や 情報 通信 の 技術 革新 へ と 急速 に シフ ト し な けれ ば 、 経 済 成 長 は お ろ 
か 生き 残る の も むず か し い だ ろ う 。 


見 え ざ る みえ ざる invisible 
豊か ゆたか abundant 
産業 革命 さん ぎょ うか くめ い Industrial Revolution 
資本 主義 し は ん し ゅ ぎ capitalism 
確立 する か くり つ establishment 
変容 - す る へ ん よう transformation 
ーー で あれ で あれ whether ~ or ~ 
・ 農 業 で あれ 水産 業 で あれ 、 新 し い 経 営 手段 の 導入 が 成長 の カギ だ 。 
ー の いか ん を ー の いか ん を regardless of ~ 
問わ ず と わ ず 
分 業 - す る ぶん ぎょ う division of labor 
閉鎖 的 へ いき て き closed 
Mi 3 まかなう to cover 
ー き れ な い cannot completely ~ 
あら ゆる all 
HUTS た いし ょ する to cope with 
技術 革新 ざさ じ ゅ つか くし ん technical innovation 
ーー は お ろか not only ~ 
生き 残る いき の こる to survive 
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電子 商取引 (E コマース) 


イン ター ネッ ト を 利用 する 電子 商取引 は 世界 的 規模 で 拡大 し て いる 。 企 業 間 は 
も ちろ ん 、 消 費 者 と 販売 業者 の 問 で も イン ター ネッ ト を 利用 すれ ば 24 時 間 い つ で 
も 瞬時 に 情報 を つか み 、 取引 が 可能 に な っ た 。 工場 は 部 品 の 調達 に ネッ ト を 利用 
すれ ば 、 在庫 を 減ら し コス ト も 削減 で き る 。 一 般 消 費 者 は 金融 商品 、 航 空 券 、 書 
籍 な ど ホ ー ム ペー ジ で 商品 を 選択 し て 、 い な が ら に し て 安く 、 早 く 、 自分 の 欲し 
いも の を 手 に 入れ る こと が で きる 。 電 子 商取引 と と も に 注目 され て いる の が 支払 
い を 簡素 化す る 電子 マネ ー だ 。 電 子 商取引 は 従来 の ビジ ネス の 常識 を 変え る 画 期 
的 な 流通 網 を 21 世紀 に 提供 する 。 


電子 商取引 で ん し し ょ うと り ひ き electric commerce 
規模 き ば scale 
ーー は も ちろ ん 一 も not only ~ but also ~ 


・ イ ンタ ーネット の 商取引 は も ちろ ん 、 携 帯電 話 に も 決済 機能 を 加え る こと が 試み ら 
れ て いる 。 


Wl し ゅ ん じ a second; an instant 
つか む to get 

調達 - す る ちょ うた つ Supply 

在庫 ざい こ stock; inventory 
削減 する さく げん する to curtail; reduce 
金融 - す る きん ゆう financial 

航空 券 こう くう けん air ticket 

書籍 し ょ せき books 

選択 する せん た くす る to choose 

いな が ら に し て at one's home 
簡素 化す る か ん そ か する to simplify 

従来 じゅ うら い former 

常識 じょう し き common sense 
画 期 的 か っ き て き epoch-making 
提供 する て いき ょ うす る to offer; provide 
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経済 白書 (年 次 経済 報告 ) 


1947 年 7 月 、 当時 の 経済 安定 本 部 に いた 都留 重 人 は 経済 白書 の 第 1 HE ERE 
相 報告 | を 執筆 し た 。 そ の 第 1 号 か ら 数 え 、2000 年 7 月 に 出 た 白 春 は 54 Bid 
た る 。 数 表 や グラ フ が 詰まり データ が あふ れる 白書 は 年 々 分 厚く な っ て いる 。 
2000 年 の 白書 は 、 情 報 技術 UT) が 経済 に 与え る 影響 を 予測 し て いる 。 


発表 年 表題 (副題 ) 


1947 経済 実相 報告 書 ( 付 ・ 経 済 緊急 対策 ) 
1948 経済 情勢 報告 書 (回顾 上 展望 ) 

1949 経済 現況 の 分 析 ( 付 ・ 経 済 安定 の 原則 ) 
1950 経済 現況 報告 (安定 計画 下 の 日 本 経済 ) 
1951 年 次 経済 報告 (以下 同様 ) 

1952 (独立 日 本 の 経済 力 ) 

1953 (自立 経済 達成 の 諸 条 件 ) 

1954 WADO) 

1955 (前進 へ の 道 ) 

1956 (日 本 経済 の 成長 と 近代 化 ) 

1957  ( 速 す ぎ た 拡 大 と その 反省 ) 

1958 (景気 循環 の 復活 ) 

1959 (速やか な 景気 回 復 と 今後 の 課題 ) 
1960 (日 本 経済 の 成長 と 競争 力 ) 

1961 (成長 経済 の 課題 ) 

1962 (景気 循環 の 変貌) 

1963 (先進 国 へ の 道 ) 

1964 (開放 体制 下 の 日 本 経済 ) 

1965 (安定 成長 の 課題 ) 

1966 (持続 的 成長 へ の 道 ) 

1967 (能率 と 福祉 の 向上 ) 

1968 (国際 化 の な か の 日 本 経済 ) 
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1969 
1970 
1971 
1972 
1973 
1974 
1975 
1976 
1977 
1978 
1979 
1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
1986 
1987 
1988 
1989 
1990 
1991 
1992 
1993 
1994 
1995 
1996 
1997 
1998 
1999 
2000 


(豊か き へ の 挑戦 ) 

( 本 経済 の 新しい 次 元 ) 

( 肉 外 均衡 達成 へ の 道 ) 
(新しい 福祉 社会 の 建設 ) 

(イン フレ な き 福 祉 を めざし て ) 

(成長 経済 を 超え て ) 
(新しい 安定 軌道 を めざし て ) 

(新た な 発展 へ の 基礎 が た め ) 

(安定 成長 へ の 適応 を 進め る 日 本 経済) 
(構造 転換 を 進め つつ ある 日 本 経済 ) 
(すぐ れ た 適応 力 と 新た な 出発 ) 
(先進 国 日 本 の 試練 と 課題 ) 

(日 本 経済 の 創造 的 活力 を 求め て ) 
(経済 効率 性 を 活か す 道 ) 
(持続 的 成長 へ の 足 固め ) 

(新た な 国際 化 に 対応 する 日 本 経済) 
(新しい 成長 と その 課題 ) 

(国家 的 調和 を めざす 日 本 経済 ) 

(進む 構造 転換 と 今後 の 課題 ) 

( 肉 直 型 成長 の 持続 と 国際 社会 へ の 貢献) 
(平成 経済 の 門出 と 日 本 経済 の 新しい 潮流 ) 
(持続 的 拡大 へ の 道 ) 

(長期 拡大 の 条件 と 国際 社会 に お ける 役割) 
(調整 を こえ て 新た な 展開 を めざす 日 本 経済) 
(バブ ル の 教訓 と 新た な 発展 へ の 課題 ) 

( 茂 し い 調整 を 越え て 新た な フロ ンティア へ ) 
(日 本 経済 の ダイ ナミ ズム の 復活 を めざし て ) 
(改革 が 展望 を 切り 開く ) 

(改革 へ 相 格 機動 する 日 本 経済 ) 

(創造 的 発展 へ の 基礎 固め ) 
(経済 再生 へ の 挑戦) 

(新しい 世の中 が 始ま る ) 
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環境 ・ 科 学 ・ 技 術 
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エコ ロジ ー の 時 代 


19 世紀 後半 か ら ク ロー ズ ア ッ プ され て きた 環境 間 題 の 歴史 を 振り 返る と 、 大 き 
く 分 け て 三 つ の 段階 を 経て 現在 に 至っ て いる 。19 世紀 後半 か ら 1960 年 代 初期 ま 
で は 自然 保護 の 時 代 で 、 美 し い 景観 、 織 い 野生 動物 の 保護 が 主眼 だ っ た 。 次 いで 
60 年 代 初 期 か ら 70 年 代 初 期 ま で は 環境 保護 の 時 代 と 言え る 。 景 観 や 生き 物 か ら 
大 気 、 水 、 土壌 な ど 物 理 的 な 要素 へ 人 々 の 意識 が 広がっ た 。 さ きら に その あと エコ 
ロジ ー の 時 代 は 、 人 類 も 含め て 地球 を 一 つの シス テム と 提 え 、 そ の 破 填 は 人 類 の 
生存 を 左右 する と いう 考え に 発展 し た 。 環 境 保護 と 経済 活動 を どう 調和 させ て 地 
球 を 守る か 、 そ れ が 21 世紀 の 大 き な 課題 に な る 。 


振り 返る ふり か える to look back 
段階 だ ん か い stage: step 
経る へ る to pass 
4 いた る to come to 
自然 保護 し ぜん ほ ご preservation of nature 
景観 けい か ん scene; view 
野生 動物 や せい どう ぶつ wild animal 
主眼 し ゅ が ん primary objective 
土壌 LES soil 
物理 的 ぶつ り て き physical 
要素 よう そ element 
意識 - す る いし き consciousness 
含め る ふく め る to include 
捉え る と ら え る -to grasp 
・90 年 代 に 入っ て 、 環 境 間 題 を 地球 全体 の 問題 と し て 捉え る よう に な っ た 。 
破壊 一 する は か い destruction 
生存 - す る せい ぞ ん existence 


左右 する さゆ うす る 


どう へ が 


調和 する ちょ うわ する 


to influence; control 
how ~ 


to harmonize 


地 球 温暖 化 现象 


世界 の 気温 が じりじり 上 昇 し て いる 。 その 原因 は 、 車 や 火力 発電 所 か ら 出 る こ 
酸化 炭素 (CO0。)、 メ タン 、 悪 酸化 窒素 と いっ た ガス の 増加 だ と いわ れる 。 MAG 
表 か ら 宇 宙 べ へ 放出 され る の を ガス が 那 魔 し て 、 気温 が 上 が る 。 気温 が 上 が れ ば 海 
水 の 体積 が 膨 用 し た り 、 水 河 が 薔 け た りす る 。 そう すれ ば 海面 の 水位 は 上 が り 、 
低地 は 海 に な っ て し まう 。 熱帯 ・ 亜 熱帯 の 地域 で は 食糧 生産 が 減少 し 、 Aik, HE 
民 が 増加 する お それ が ある 。 洪水 ・ 和 干ばつ が 激しく な っ た り 、 台風 の 発生 が 増え 
た り 、 和 数 帯 性 の 伝染 病 (マラ リア な ど ) が 広がる と いう 健康 へ の 悪影響 も 心配 き 
れる 。 こ の 地球 規模 の 大 問題 を 解決 する た め に 、 私 た ち は 今 何 を すべ きだ ろう か 。 


global warming 


地 球 温暖 化 现象 ちきゅう お ん だ ん か 


げん し ょ う 
気温 き お ん temperature 
じりじり jittle by little 
メタ ン methane 
ERLEEK あさ ん か ちっ そ nitrous oxide 
宇宙 うち ゅ う space 
放出 する ほう し ゅ つ す る to discharge 
体積 た いせ き cubic volume 
膨 服 する ぼ ほう ちょ うす る to expand 
氷河 ひょう が glacier 
| 熱帯 ね っ た い tropical zone 
| 角館 きき ん famine 
難民 な ん みん refugees 
ー お それ が ある to be in danger of ~ 
石油 を エネ ルギー 源 と する 産業 開発 は 、 環 境 に 悪影響 を 与え る お それ が ある 。 
洪水 こう ずい flood 
干ばつ か ん ば つ drought 
伝染 病 で ん せん びょう contagious disease 


地球 規模 ちきゅう き ば 


global scale 


土壤 上 文明 


世界 の 七 不思議 の ひと つ モ アイ 像 で 知ら れる イー スタ ー 鳥 に ポリ ネシア 人 が た 
どり 着い た の は 5 世紀 頃 。 火山 島 で 土壌 は よかっ た が 、 川 は な く 植物 は わずか 30 
種類 で 動物 も 少な か っ た 。 家 畜 と し て 持っ て きた 動物 は 鶏 、 ボ ポリ ネシア ラッ ト 。 È 


気候 的 な 条件 で 栽培 で きる 作物 は サツマ イモ だ け だ っ た が 、 栄 養 的 に は 十分 だ っ 
た 。 その 栽培 に は ほとん ど 手 が 掛か ら ず 、 祭礼 や 記念 碑 の 建造 な ど に 多く の 時 間 
を 費やし た 。 志太 を 多く 消費 する た め 木 は 伐採 され 、 深刻 な 環境 破壊 が も た ら さ 
れ た 。18 世 紀 に ヨー ロッ パ 人 が 訪れ た 時 、 島 に は ほとん ど 木 が 見 つか ら な か っ た 
が 、 そ の 人 後 の 研究 か ら 、 移住 が 始ま っ た ころ は 豊か な 自然 が あっ た こと が わか っ 
て きた 。 限り ある 資源 を 使い 尽く し 、 そ の 環境 が 回 復 不能 まで に 破壊 され た 時 に 


何 が 起こ る か を 示す 衝撃 的 な 例 だ ろう 。 


civilization 

the seven wonders 
domestic animal: cattle 
chicken 

to cultivate 


sweet potato 


nutrition 

festival 

monument 

log E 
to cut down E 


to bring; cause 


・ 海 外 投資 や 援助 は 受け 入れ 国 の 産業 発展 に 役に立つ 一 方 、 環境 破壊 を も た ら す 危険 


文明 ぶん めい 
七 不 思议 な な ふし ぎ 
家畜 か ちく 
Ry に わ と り 
栽培 する さい ば いす る 
サツマ イモ 
栄養 えい よう 
祭礼 きい れい 
记念 碑 き ね ん ひ 
丸太 まる た 
伐採 する ば っ さい する 
も た ら す 

性 が ある 。 
移住 - す る いじ ゅ う 
尽く す つく す 
衝撃 的 し ょ うば げき て き 
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immigration 
to use up 


shocking 


猛毒 物質 ダイ オキ シン 


ダイ オキ シン は 「 人 類 が 作り 出し た 最悪 ・ 最 強 の 毒物 」 と 言わ れる 。 ダ イオ キ 
シン は 工業 的 に 生産 され る 化学 物質 の 中 に 微量 に 含ま れ 、 そ の 物質 が 燃え る 際 に 
発生 する 。 毒性 が 強く 、 産業 廃棄 物 処理 場 な どの 焼却 炉 か ら 発生 する こと が 問題 
に な っ て いる 。 人体 に 取り 込ま れる ダイ オキ シン は 魚介 類 や 乳 製品 、 肉類 な ど 食 
物 経路 が 972% を 占め 、 呼吸 に より 直接 吸収 する 割合 は 3 % 以 下 と 低い 。 人 体 に 吸 
収 さ れ た 場合 、 皮膚 や 内 臓 の 障害 、 痛 の 発病 や 奇形 喝 が 生ま れる こと が わか っ て 
いる 。 また ダイ オキ シン は 脂肪 に 鞭 積 する こと か ら 、 母乳 の 汚染 や 乳児 へ の 影響 


も 懸念 きれ て いる 。 


Le 

ダイ オキ シン 
化学 物質 
微量 

産業 廃棄 物 
処理 場 
焼却 炉 
魚介 類 

食物 経路 
呼吸 一 する 
内 及 

障害 

LEZ 

脂肪 
ERTS 

ー こ と か ら 


も うど く 


か が く ぶ っ し つ 
びり ょ う 

きん ぎょ う は いき ぶつ 
し ょ り じ ょ う 

し ょ うき ゃ くろ 
ぎょ か いる い 

し ょ くも つけ いろ 
こき ゅ う 

な い ぞ う 

し ょ うがい 

きけ いじ 

し ぼう 

ちく せき する 


deadly poison 
dioxin 

chemicals 

very small amount 
industrial waste 
processing site 
incinerator; trash burner 
fish and shellfish 
food route 

breath 

internal organs 
disorder 

deformed child 

fat 

to accumulate 

by reason of ~ 


"日 本 の ダイ オキ シン 総 排出 量 は 、 ド イツ や オラ ンダ の 10 一 100 倍 も 多い こと か ら 食 
品 汚染 の 危険 性 が 懸念 され る 。 


FUR 
EZT 


に ゅ うじ 
け ね ん する 
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infant 
to fear 


環境 の 値段 


自然 や 環境 の 大 切 さ に 異議 を 唱え る 人 は いな い だ ろ う 。 そ れ に も か か わら ず 、 
開発 や 生活 の 利便 性 が 優先 され 、 自然 を 積 牲 に し た 経済 発展 が 図ら れ て きた 。 戦 
後日 本 の 経済 成長 は その 典型 と 言え を る 。 そん な な か 、 か けが え の な い 自 然 に あえ 
て 値 披 を つけ 、 そ の 経済 的 価値 を 明確 に し て 環境 保護 に 役立て る 取り 組み が 注目 
を 集め て いる , bie な ど と 訳 さ れる CVM (Contingent Valuation 
Method) で 、 ア ー ト に 基づき 、 市 民 の 意識 か ら 海 や 森 、 川 な どの 価値 を 推計 
する も の だ 。 e PA A 環境 改善 事業 な ど に 利用 する 動き 
も ある が 、 調査 に 客観 性 を 持た せつ つ 、 自然 や 環境 を 守る 日 的 意識 を 明らか に す 
る こと が 重要 だ 。 


異議 い ぎ objection; dissent 
唱え る と な える to raise; recite 
ー こ に も か か わら ず in spite of ~ 
・ 世 論 の 反対 に も か か わら ず 、 エ ネル ギー 産業 で は 規制 緩和 が 進ん で いる 。 
利便 性 り べ ん せい convenience 
優先 する ゆう せん する to give priority to 
ARH: ぎ せ い sacrifice 
図る は か る to plan 
典型 TARF type: model 
か けが え の な い irreplaceable 
あえ て daringly; positively 
・ 環 境 投資 の た め 、 行 政 は あえ て 市 民 の 負担 を 強い る こと も ある 。 
取り 組み と りく み wrestling with: measures 
訳す や くす to translate 
WHA 一 する ば いし ょ う reparation; compensation 
算定 一 する さん て い computation 
改善 一 する か いぜん improvement 
客観 性 きゃ っ か ん せい objectivity 
ID ~ ing 
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オゾン ホー ル 


気象 庁 か ら 入 っ た 情報 に よる と 、 南 極上 空 に 4 年 連続 で オゾン ホー ル が 発生 し 、 
その 大 き さ は 観測 史上 最大 と いう こと だ 。 ま た オゾン が ほとん ど な く な っ て いる 
層 も 拡大 し て いる と の こと だ 。 オ ゾン ホー ル は 有害 な 紫外 線 か ら 生物 を 守る オ ゾ 
ン 層 が フロ ン に よっ て 破壊 され て で きる 「 オ ゾン 層 の 穴 」 で 、 通常 南極 で 春 に 当 
た る 10 月 前 半 に は 衰え 始め る が 、 今 年 は そう いっ た 観測 デー タ が な く 、 同 庁 は い 
つ 衰 退 傾向 に な る か わか ら な いと 見 て いる 。 オゾン 層 は 大 気 の 20~ 30 キロ の 高 


さ に あぁ る 。 


ォ ゾ ン ホ ー ル 


hole in the ozone 


気象 庁 きしょう ちょ う Meteorological Agency 
南極 な ん きょく Antarctica 
連続 -t2 れん ぞ く successively: consecutively 
観測 史上 か ん そく し じょう in the history of observation 
層 そう stratum 
拡大 する か くだ いす る to expand 
有害 ゆう が い harmful 
紫外 線 し が いせ ん ultraviolet rays 
フロ ン chlorofluorocarbon 
ーー に よっ て by ~ 
* 地球 全体 の 環境 を 守る た め 、 国 連 に よっ て 大 規模 な 地球 サミ ッ ト が 開催 され た 。 
破壊 する は か いす る to destroy 
通常 つう じょう usually 
BEAD お と ろ え る to weaken 
HR 一 する すい た い atrophy 
傾向 けい こう tendency 
ーー と 見 て いる ー と みて いる to suppose; believe: estimate 


・ 気 象 庁 は オゾン 層 が 」 % 破 壊さ れる と 、 地 上 に 到達 する 有害 紫外 線 は 2 ARIN 


る と 見 て いる 。 


熱帯 林 と ウイ ルス 


熱帯 林 は 、 恐 童 の 時 代 か ら 氷河 期 を 越え て 生き 残っ て きた 地球 最 古 の 森林 だ 。 
IE OD HEA LOD HC, BRATS BK LSP BEA AKO UT AK E (LR Ze SHE EE REO oo 
そし て 無数 の 未知 の ウイ ルス も 、 こ の 中 に 潜ん で いる 。 ウイ ルス は 動植物 の 細胞 
に 寄生 し 増殖 する 。 増殖 し 過ぎ る と 、 生 き 延 びる た め に 動物 や 昆虫 の 体 を 渡り 歩 
いた り 、 潜 伏し た なり し て 野生 の 動植物 と 共存 する 。 むやみ に 人 間 が 熱帯 林 を 荒 ら 
す と 、 未知 の ウイ ルス が 飛び 出し 人 間 が ウイ ルス 病 に 感染 する 。 は る か 昔 に 森林 
を 離れ た 人 間 に は 、 そ ん な ウイ ルス と 共存 する 能力 は も うな い 。 エイ ズ な どの ウ 
イル ス 病 の 発生 は 、60 年 代 以 降 の 熱帯 林 破 壊 が 加速 し た 時 期 と 一 致し て いる 。 
1995 年 5 月 、 ア フリ カ ・ ザ イー ル の 南西 部 で 大 流行 し た エボ ラ 出 血 熱 の ウイ ルス 
も 熱帯 林 の 奥深 くに 感染 源 の 生物 が いる に ちがい な い 。 


熱帯 林 ね っ た いり ん tropical forest 

ウイ ルス virus 

TE きょう りゅう dinosaur 

氷河 期 ひょう が き the glacial period 

針葉樹 林 し ん よう じゅ りん coniferous forest 

温帯 林 お ん た いり ん forest of the temperate zone 
生態 系 せい た いけ い ecosystem 

its ひそ む to lurk: lie behind 

細胞 きい ぼう cell 

寄生 する きせ いす る to be parasitic on 

増殖 する ぞう し ょ くす る to multiplyipropagate 
潜伏 する せん ぷく する to be dormant 

むやみ に thoughtlessly 

RATA か ん せん する to be infected 

IGR F hgk エボ ラ し ゅ っ けつ ね つ Ebola hemorrhagic fever 
ー に ちがい な い must 


・ 熱 帯 林 の 減少 は 地球 の 生態 系 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し て いる に ちがい な い 。 


-52 = 


グロ ー バ ルス タン ダー ド 


例え ば 、 今 我々 が 使っ て いる 電気 冷蔵 庫 や クー ラー は 、 ハ イ テ ク 技術 を 駆使 し 、 
消費 電力 は 以前 と 比べ 3 分 の 1 ぐら い 、 炭 酸 ガ ス の 排出 基 も 少な く な っ て いる 。 
し か し 我々 は 快適 な 生活 環境 を 求め る あま り 、 冷蔵庫 は 大 型 、 ク ター ラー は 各部 屋 
に と 考え る 。 そ うす れ ば 快適 さ を 追 及 す る た め の エ ネル ギー の 消費 は どん どん エ 
スカ レー ト し 、 地 球 環境 を 破壊 する 方 向 へ 進む 可能 性 が ある 。 地球 全体 つま り グ 
ロー バル な 基 准 で 環境 破壊 に つなが ら な いよ う 、 一 人 一 人 が 自分 の 行動 を 厳し く 
チェ ッ ク す べき だ 。 


我々 われ われ we 
電気 冷蔵 庫 で ん きれ い ぞ うこ electric refrigerator 
ーー air conditioner 
ハイ テク high technology 
駆使 する くし する to use freely 

・ イ ンタ ーネット を 駆使 し て 、 世 界 中 の 情報 が 手 に 入る よう に な っ た 。 
消費 電力 し ょ う ひ で ん り ょ く consumption of electricity 
炭酸 ガス た ん さん ガス carbon dioxide gas 
排出 量 は いし ゅ つり ょ う discharge quantity 
快適 か いて き comfortable 
求め る も と め る to look for 
ー あ まり in excess of ~ 

・ 国 は 経済 の 発展 を 急ぐ あま り 、 環 境 問題 を お ろ そ か に し が ち だ 。 
追及 する つい きゅう する to pursue 
エス カレ ー ト する to escalate 
破壊 する は か いす る to destroy 
可能 性 か の う せ い possibility 
基準 きじ ゅ ん standard 
ー べ き should 


・ 日 常 生 活 の 中 で 、 我 々 は 出来 る だ け エ ネル ギー 消費 を 少な くす べき だ 。 
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都市 空間 


建築 と いう の は 、 境 界 を つく っ て 「 内 部 ] と 「 外 部 ] を 区 別 する 技術 だ 。 こ の 
[A] と [Ab] の 意識 が 欧米 人 と 日 本 人 と で は 大 きく 違う 。 ARAL LE OTIS, Ht 
を は いて いる 空間 が 「 外 」 Co) we CUS BHO ) ROD [A] だ 。 
と ころ が 、 家 の 中 で も 靴 を は く 西 欧 人 に と っ て 「 内 ] と いえ る の は 個室 の み で 、 
居間 や 食堂 は 「 外 」 の 延長 だ と いえ る 。 西欧 で は 家 の 中 に も 外 の 要素 が 入り 込ん 
で いる 。 こ の こと が 都市 景観 の 違い と し て 現れ て いる 。 街路 は 美しく 舗装 きれ 、 
ベラ ンダ も きれ い に 花 な ど を 人 節 り 、 広場 で さえ も 家庭 の 延長 に な っ て いる 。 それ 
に 対し 日 本 は 、 家 の 中 は きれ い に 掃 除 し 、 花 を 生け た り 言 物 な ど で 飾 る が 、 都市 
空間 は 自分 に 関係 な い 外 部 の 空間 だ 。 日 本 の 街並み は 都市 の 景観 や アメ ニテ ィ ー、 


つま り 快 適 的 な 住 環境 と いう 点 で 多く の 問題 を 抱え て いる 。 


空 くう か ん space 
建築 - す る けん ちく building 
境界 きょう か い boundary 
意識 一 する いし き consciousness 
个 室 ZL one's room 
延長 一 する RAKED extension 
要素 よう そ element 
景観 けい か ん view 
街路 が いろ street 
舗装 する ほそ うす る to pave 
ー で さえ even ~ 
・ 粗 大 ゴミ は も ちろ ん 、 家 庭 ゴ ミ で さえ ぇ 有料 化 が 考え られ て いる 。 
花 を 生け る は な を いけ る to arrange flowers in a vase 
街並み まち な み the streets and the houses 
アメ ニテ ィ ー amenity 
抱え る か か える to have: carry 


・ 副 都心 の 開発 は 交通 シス テム 、 環 境 な ど で 多 く の 問題 を 抱え て いる 。 


クリ ー ン エネ ルギー 


1973 年 の 石油 ショ ッ ク で 石油 価格 の 高 勝 と 枯 渦 に 危機 態 を 抱い た 先進 国 は 、 代 
替 エ ネル ギー の 研究 開発 に 着手 し た 。 最 近 で は 二酸化 炭素 (CO) や メタ ン 、 フ 
ロン な ど 熱 を 吸収 する 温室 効果 が ガス が 大 気 中 に 増え 、 地 球 温暖 化 現象 が 発生 し て 
いる 。 こう いっ た 環境 面 か ら 、 石油 や 石炭 に 比べ 二酸化 炭素 の 発生 量 が 少な い 液 
化 天 然 ガ ス (LNG) の 番 要 が 世界 的 に 増加 し て いる 。 日 本 は アメ リカ 、 ブ プル ネイ 、 
UEA (アプ ダビ ) 、 イ ンド ネシア 、 オ ー ス トラ リア 、 マ レー シア の 6 カ国 か ら 年 
間 約 4650 万 トン 輸入 し 、 世界 の LNG 貿易 量 の 642% を 買っ て いる 。 国内 の 主 な 需 


要 先 は 電力 が 約 8 割 、 都 市 ガス が 約 2 割 と な っ て いる 。 

高騰 一 する こう と う sudden jump; steep rise 
Hi する こ か つ exhaustion: running dry 
危机 感 きき か ん sense of crisis 

ー を 抱く て を いだく to feel 


・ 民間 の ウラ ン 加 華 施 設 に 対し 、 地 元 の 人 々 は 不信 感 を 抱い て いる 。 


代替 エネ ルギー だ いた い エ ネル ギー alternative energy source 

着手 する ちゃ くし ゅ する to start: set about 

二酸化 炭素 に さん か た ん そ carbon dioxide 

メタ ン methane 

フロ ン chlorofluorocarbon 

吸収 する きゅう し ゅ うす る to absorb 

温室 効果 ガス お ん し つこ うか が ガス gases causing the greenhouse 
effect 

大 気 中 た いき ちゅ う intheair 

地球 温暖 化 ちきゅう お ん だ ん か global warming 

现象 i げん し ょ う phenomenon 

発生 する は っ せい する to occur 

石炭 せき た ん coal 

液化 天然 ガス えき か て ん ね ん ガス liquefied natural gas 

一 先 ー さ き the other party 
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ライ フサ イク ル ア セ スメント (LCA) 


省エネ と いえ ば 、 ny Le, We CEILI Ee BALOS 
普通 だ Ee i 
例え ば ハウ ス 投 培 の 野菜 を 作る に は 、 路 地 械 培 の 数 10 倍 も の エネ ルギー が 必要 に 
な る そう だ 。 ODWET MALT, EROR, AN ERO 
時 と 、 何 ら か の 形 で エネ ルギー を 使う 。 エ ネル ギー を 使え ば 二酸化 炭素 (CO) を 
出し 、 地 隷 温暖 化 や 様々 な 廃 柄物 や 汚 柴 物質 を 出す こと に つなが る 。 この よう な 
目 に 見 えな い 環 培 彫 響 まで 計算 する の が ライ フサ イク ル ア セ スメント で ある 。 
LCA が 還 能 に な れ ば 、 生 活 を 見 直す 指標 に な る 。 和 案外 いい と 思っ て いた こと が 、 
環境 を 汚し て いる か も 知れ な い . 


省エネ し ょ う エ ネ energy-saving 
ー と いえ ば speaking of ~ 

・ ハ イプ リッ ドカ ー と いえ る ば 、 環 境 対 策 車 と し て 注 上 月 きれ て いる が 、 採 算 性 に 問題 が 

ある 

tale ys; れい だ ん ば ぽう air conditioning 
節約 する せつ や くす る to save; economize 
照明 し ょ うめ い light 
こま め に often; diligently 
IV A” BSE AVDA BUHL indoor cultivation 
露地 栈 培 ろ じ き さい ば い outdoor cultivation 
運搬 一 する うん ば ん transport 
廃棄 - す る は いき disuse; disposal 
何ら か の 形 で な ん ら か の か た ち で in some way or other 
UTED お せん ぶっ し つ pollutant 
ーー に つなが る to lead to 一 

・ 河 川 の 汚 柴 は 結果 的 に は 海洋 渦 生 に つなが る 。: 
見 直す みな お す to reconsider 
指標 し ひょう index: indicator 
案外 あん が い " unexpectedly 


有機 農産 物 に 規格 を 


有機 農業 と いう 言葉 が 日 本 で 初め て 使わ れ て か ら 20 年 、 こ の 言葉 か ら 消費 者 が 
連想 する の は 土 の に お いと 農薬 を 使わ な い 安全 な 農産 物 だ 。 し か し その 実情 は は ほ 
と ん ど 知 られ て いな い 。 国際 的 に は 「 有 機 農産 物 ] の 表示 は 化学 物質 を 一 切 使わ 
な いも の だ けが 対象 だ が 、 日 本 で は 有機 農業 を 行っ て いる 農家 の うち 農薬 、 化 学 
肥料 を まっ た く 使 わな いで 生産 し て いる 農家 は 全体 の 3 割 に 過ぎ な い 。 多 く は 農 
薬 の 削減 に 取り 組ん で いる と いっ た 段階 だ 。 新 し い 規 格 づく り に 動き 出し た 農水 
省 は 、 さ し あたっ て 1997 年 4 月 か ら 有 機 農産 物 の 表示 ガイ ドラ イン を 決め 、 消費 


. 者 に と っ て も わか りや すい 情報 の 提供 を 図 


有機 農産 物 ゆう きのう さん ぶつ 
規格 きか く 

消費 者 し ょ う ひ し ゃ 
連想 する れん そう する 
土 の に お い つ ち の に お い 
農薬 の う や く 

実情 じ つ じ ょ う 
化学 物質 PAK BOLO 
一 切 一 な い いっ さい な い 
肥料 ひ り ょ う 

ーー に 過ぎ な い ー に すぎ な い 


る こと に な っ た 。 


organically grown produce 
standard 

consumer 

to suggest; associate with 
smell of the soil 
agricultural chemicals 
actual condition 
chemicals 

to not ~ at all 

fertilizer 

to be no more than ~ 


・ 日 本 の 農業 総 生産 の 比率 は 、GDP の 1.8 % に 過ぎ な い 。 


農水 省 の うす いし ょ う 


(農林 水産 省 ) (の うり ん すい さん 


LEJI 
さき さしあたっ て 


Ministry of Agriculture, 
Forestry and Fisheries 


for the time being 


・ 日 本 は 1993 年 の 不作 に よる 米 不足 を 、 さ し あたっ て は 外国 か ら の 忠 急 輸入 で し の い 


だ 。 
し の ぐ 


to endure; tide over 


オフ ィ ス ビル に 光 回 線 網 


日 本 テレ コム と 米 投資 信託 大 手 の 通 信 会 社 、KVH テ レコ ム は 、 オ フィ スピ ビル 群 
に 直通 する 地域 冷暖 房 配 乏 用 の 地下 トン ネル を 利用 し て 、 自 前 の 光ファイバー 綱 
を 構築 し 、 高 速 デ ー タ 通信 が 可能 な 新しい 市 内 回 線 網 と する 。 市 内 回 線 網 は 現在 、 
日 本 電信 電話 (NTT) が ほぼ 独占 し て いる が 、 新た に 構築 する 場合 これ まで は 
土木 工事 に よる 重い コス ト 負 担 が ネッ ク に な っ て いた 。 冷 暖房 網 を 利用 する と 土 
木工 事 を 減ら せる うえ 、 大 口 顧 客 の ビル へ 回 線 を 直接 引き 込め る 利点 も ある 。 
NTT に 依存 し な い 市 内 回 線 網 が で きれ ば 、 価 格 競争 が 加速 し 、 顧 客 に と っ て は 通 
信 コ スト 削減 に つなが る 。 


E 


光 回 線 ひか りか いせ ん optical fiber 
一 网 ー も う network 
投資 信託 あう ルル も し ん た く investment trust: mutual fund 
冷暖 房 れい だ ん ぼう air cooling and heating 
配管 は いか ん pipes: plumbing 
自前 じ ま え independent 
独占 する どく せん する to make a monopoly of 
構築 する こう ちく する to construct 
LA ど ぼ く public works 
負担 - す る ふた ん burden 
ネッ ク hindrance 
SFR besides 
・ 太 陽 エ ネル ギー を 利用 する と 、 資 源 の 節約 に な る うえ 、 電 気 料金 も 安く すむ 。 
大 口 お お ぐち large 
顾客 こき ゃ く customer 
引き 込む ひき こむ to lay in; install 
利 点 り て ん advantage 
依存 する い ぞ ん する to depend on 
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第 2 世代 の イン ター ネッ ト 


大 手 企業 が 出資 し て いる 宇宙 通信 サー ビス を 利用 すれ ば 、 こ れ ま で 接続 し に く 
い 、 通信 に 時 間 が か か る と いう イン ター ネッ ト 利 用 者 の 悩み が 解消 され る 。 イン 
ター ネッ ト の 情報 を キオ ペレ ーション セン ター 
隆 ら せる 仕組 み で プロ バイ ダー に も 貸し 出す 。 通 信 衛 星 を 利用 する こと に よっ て 、 
ー 定 時 間 に 情 報 を 大 量 に 処理 で き 、 時 間 の か か る 動画 、 写 真 も 早く 転送 で きる 。 
利用 者 は 通信 サー ビス を 経由 し て 通信 衛星 に アク セス すれ ば よく 、 待 つこ と も な 
く 常 時 パラ ボラ アン テ ナ か ら 情 報 を キャ ッ チ 、 パ ソコ ン に 取り 入れ る こと が で き 


る 。 

第 2 世代 だ い に せ だ い 
出資 する し ゅ っ し する 
FE うち ゅ う 

通信 一 する つう し ん 
接続 する せつ ぞ く す る 
悩み な や み 

解消 する か いし ょ うす る 
ー を 通じ て ー を つう じ て 


を 通じ て 通信 衛星 に 送り 、 宇 宙 か ら 


the second generation 
to invest 

space 
communication 

to connect 

troubles 

to solve 

through; by means of 


“AYLI hy hE MT, RATT HEC SA BV. 


通信 衛星 つう し ん えい せい 
仕組 み し くみ 

貸し 出す か し だ す 

処理 する し ょ りす る 

動画 どう が 

転送 する て ん そう する 

ー を 経由 し て ー を けい ゆ し て 
ー す れ ば よい 


・ 資 料 は わざ わき 調 べ に 行か な く て も 、 イ ンタ ーネット に アク セス すれ ば よい 。 


常時 じょう じ 
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communication satellite 
mechanism 

to lend 

to deal with: process 
animation; video images 
to send on; forward 

via 一 

to just ~ is enough 


at all times 


スー パー ハイ ウェ イ 構 想 


1990 年 は 劇 的 な 冷戦 の 終結 で 幕 を 開け 、 世界 は 変革 の 時 代 に 入っ た 。 高度 情報 
社会 に 突入 し 、 お び た だ し い 量 の 情報 が た えま な く 流 れ て いる 。 地 球 規模 に 広 
が っ た マル チ メ デ ィ ア 技術 の 普及 は 、 私 た ち を いや お うな く 「 ボ ポー ダー レス ワー 
ルド 」 に 参入 きせ た 。 米国 は 2010 年 を 目標 に に 、 イ ンタ ーネット や マル チ メ デ ィ ア 
に よる スー パー ハイ ウェ イ 構 想 を 実現 し つつ ある 。 日 本 は 言語 文化 、 そ の 他 の 要 
因 で イン ター ネッ ト の 普及 率 が 世界 の 水準 に 比べ 遅れ て いる 。 す べ て の 情報 が 画 
一 的 に 英語 で 発信 、 受 信 き れる こと に よる ハン ディ キャ ッ プ は すでに 現実 の ゎ も の 
に な ろう と し て いる 。 


構想 -72 こう そう concept; idea 
劇 的 げき て き dramatic 
ar ik れい せん cold war 
終結 一 する し ゅ うけ つ bringing ~ to an end 
HE まく curtain 
Be へ ん か く change: reform 
高度 情報 社会 こう どじ ょ う は ほう highly advanced information 
し ゃ か い society 
突入 する と つ に ゅ うす る to rush in 
お び た だ し い great many; tremendous 
た えま な く continually 
地球 規模 ちきゅう き ば global scale 
いや お うな く whether one likes it or not i 
・ 日 本 語 の 話し こと ば 、 書 きこ と ば の 違い は パソ コン の 普及 で 、 い や お うな く 一 致し a 
て いく 傾向 が 見 られ る 。 k: 
参入 する さん に ゅ うす る to enter 2 
要因 よう いん factor £ 
普及 率 ふき ゅ うり つ diffusion; usage ratio i 
画 一 的 か くい つて き uniformly 3 


科学 で 夢 と 希望 を 


国 や 民間 の 研究 機関 が 集結 する 茨城 県 ・ 筑 波 学 園 研究 都市 は 、 規模 と し て は 世 
界 最大 級 の 研究 拠点 で 、 約 1 万 2.000 人 の 研究 者 が 暮らし て いる 。 こ こ で 初 の 本 
格 的 な コン ベンション 施設 と な る 「 つ くば 国際 会 議場 」 (愛称 ・ エ ポカ ル つ くば ) 
が 99 年 6 月 1 日 に オー プン し た 。 会 議場 の 館長 を 務め る ノー ベル 物理 学賞 受賞 
者 江崎 玖 於 奈 氏 は 開館 に あたっ て 、「 こ の 会 議場 が 、 日 本 の 知識 を 世界 中 に 送り 
出す 新た な 情報 発信 基地 と な り 、 日 本 の 科学 技術 全体 に も 大 き な 刺 泊 を 与え る で 
し ょ う 。 これ か ら は 会 議 の 運営 者 と し て 、 参加 者 が 議論 し や すい 環境 づく り に 取 
り 組 み 、 科 学 で 夢 や 希望 を 号 え て いき た い 。| と 、 抱 負 を 語っ た 。 


夢 ゆめ dream 
集結 する し ゅ うけ つ す る to concentrate; gather 
规模 き ぼ scale 
・ 政 府 は 現在 1 兆 円 規模 の バイ オォ 市場 を 、2010 年 に は 25 兆 円 に まで 発展 させ る 意向 を 
示し た 。 
=~ と し て で as — 
・ 一 般 市 民 も 生活 者 の 知恵 と し て 、 科 学 の 新しい 分 野 に 目 を 向け る べき だ 。 
BAR さい だ いき ゅ う the highest level 
拠点 RETA site; base 
暮らす くら す to live 
愛称 あい し ょ う term of endearment 
務め る つと め る to discharge one's duty 
ノー ベル 物理 学賞 ノー ベル ぶつ り が く the Nobel prize for physics 
し お う 
受賞 じゅ し ょ う receiving a prize 
ー に あたっ て at the time of ~ 
基地 at base 
刺激 一 する し げき stimulus 
抱負 ほう ふ ambition 
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テレ ビ 使 い ネ ッ ト 接 続 


放送 が デジ タル 化す る と 、 多 チャ ン ネ ル で 高 画質 の 番組 が 楽し め る ほか 、 イ ン 
ター ネッ ト と 連動 し た 双方 向 通信 サー ビス が 可能 に な る 。 た と えば テレ ビ の 音楽 
番組 を 見 て 気 に 入 れ ば 、 配信 販売 で 購入 する こと が で きる よう に な る 。 郵政 省 の 
計画 で は 、 す で に デジ タル 化 き れ て いる CS (通信 衛星 ) 放送 に 続き 、BS (放送 
衛星 )、 地 上 波 も 2010 年 まで に アナ ログ か ら デ ジタル に 購 き 換わる 。 主要 な ケー 
プル テレ ビ (CATV) 局 も 2005 年 まで に デジ タル 化 を 完了 する 。 日 本 で は 、 イ ン 
ター ネッ ト に 接続 し た く て も パソ コン を 使い こなせ な い 人 が 多い が 、 こ れ に より 
デジ タル 放送 と イン ター ネッ ト の 普及 を 促し 、 情 報 通信 基盤 の 整備 が 一 気 に 進む 
こと に な る 。 


ネッ ト Internet 

接続 tA せつ ぞ く connection 

デジ タル 化 デジ タル か digitalization 

高 画質 こう が し つ high resolution 

番組 ば ん ぐみ program 

~ー ほ か besides ~; in addition to ~ 
・ イ ンタ ーネット を 使え ば 様々 な 情報 が 得 ら れる ほか 、 メ ー ル 交換 、 電 子 商取引 な ど 

に 利用 で きる 。 

連動 する れん どう する to link with 

双方 向 そう は ほう こう both directions 

通信 衛星 つう し ん えい せい communication satellite 

地上 波 ち じ ょ う は terrestrial broadcast signal 

が ログ analog 

置き 換わる お きか わる to replace 

完了 する か ん りょう する to complete 

使い こなす つか いこ な す to manage; master 

促す うな が す to urge; accelerate 

基盤 き ば ん base: foundation 
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i リユース 拡大 


大 手 情報 機器 メー カー 各社 が 中 古 パ ソコ ン 部 韻 の リユース ( 再 利用 ) を 大 幅 に 
拡大 する 。 早けれ ば 来年 に も 施行 きれ る 改正 リサ イク ル 法 は 、 使 用 済み の 製品 を 
原料 に 戻す リサイ クル ( ee 
に 義務 づけ る も の で ある 。 各 メー カー は これ に 対応 し て 、 中 古 パ ソコ ン の ハー ド 
ディ スク タク の 駅 動 装 a ae oi pi bin A 
2000 年 度 に 4 倍 強 の 5 万 点 に 増やし た り 、 中 古 部 品 を 扱う 米国 の 専門 会 社 を 通じ 
て 輸出 を 始め る な どの リユース 体制 の 構築 を 急い で いる 。 


部 品 ぶ ひ ん parts 

機器 きき equipment 

大 幅 お お は ば substantial 

早けれ ば は や けれ ば at the earliest date 


・M 飼 器 産 業 は 早けれ ば 素 月 に も 、 省 資源 や ゴミ 削減 を 目指 す 専 門 の プロ ジュ ッ ト 
チー ム を 設置 する 


施行 する し こう する to enforce: put into effect 
改正 - す る か いせ い amendment 
使用 済み し ょ うず み used 
戻す も どす to return 
促進 - す る そく し ん promotion 
義務 づけ る きむ づけ る to assign a duty 
ー に 対応 し て SRW FD LT to handle ~ 
MER FMLA AEE SI LC, ERS CAT LEADS. 
駆動 装置 くど うそ うち driver 
回 路 基 般 か いろ き ば ん circuit board 
液晶 パネ ル えき し ょ う パ ネル liquid crystal display 
保守 - す る ほし ゅ maintenance 
修理 -+2 し ゅ うり repair 
扱う あつ か う to deal with 
構築 - す る こう ちく construction 
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米 デ ュ ボ ン が 新 素材 


米国 の 化学 大 手 、 デ ェ ポ ン は 1938 年 に 「 ク モ の 糸 よ り も 細く 、 鉄 より も 強い 」 
を 標語 に ナイ ロン 繊維 を 発表 し 、 そ れ と と も に 合成 繊維 の 時 代 が 幕 を 開け た 。 だ 
が 、21 世紀 の 飛躍 の カギ は ライ フサ イエ ンス (生命 科学 ) が 握る 。 こう し た 時 代 
の 転換 が 、 同 社 を クモ の 系 の 研究 に 立ち 戻ら せ た 。 ク モ の 系 と そっ くり な 繊維 を 
開発 する た め に クモ の 遺伝 子 の 配列 を 解明 し 、 コ ン ビ ュー ター を 使っ て これ と 
そっ くり な 遺伝 子 を 合成 し 、 ク モ の 系 の た ん ぱく 質 に 似 た 物質 (バイ オシ ルク ) 
を 生成 し た 。 こ の 物質 を 溶剤 で 溶かし 、 終 を 紡い で 繊維 に する 仕組 み だ 。 新 素材 
は 社内 で 「 ス パイ ダー シル ク 」 と 呼ば れ 、 衣 料 品 や 宇宙 ・ 航 空 機 分 野 で の 実用 化 
を 研究 し て いる 。 実物 は まだ 公開 され て いな い が 、 デ ュ ポ ン 関 係 者 は 「 光 沢 が 驚 
く ほ ど そ っ くり 」 と いう 。 


素材 そ ざ い material 

min ひょう ご slogan 

繊維 せん い fiber 

合成 - す る ご う せ い synthesis 

幕 まく curtain 

RE -TZ ひ や く leap: jump 

カギ を 撮る カギ を に ぎる to hold the key 

・21 世紀 は クリ ー ン エネ ルギー の 開発 が 、 環 境 問題 解決 の カギ を 掘っ て いる 。 

立ち 戻る た ち も ど る to return 

遺伝 子 いで ん し gene 

配列 は いれ つ arrangement 

た ん ば ぱく 質 た ん ば くし っ protein 
生成 する せい せい する to create; form : 
溶剂 よう ざい solvent E 
iiet と か す to melt | 
紡ぐ obl to spin p 
光沢 こぶ た さく luster 
驚く ほど お どろ く は ほど surprisingly a 

ae | 


森林 浴 、 科 学 で 実証 


森林 浴 に は 昔 か ら 気 分 を 落ち 着 か せる 効果 が ある と 言わ れ て きた が 、 最 近 の 研 
究 で こう し た 効果 が 科学 的 に 裏付け られ た 。 農 水 省 森 林 総 合 研究 所 の 研究 に よる 
と 、 ス ギ や ヒノ キ な どの 香り を か ぐ と 血圧 が 下がり 、 脳 を 流れ る 血液 量 が 減り 、 
気分 が 落ち 着く 状態 に な る こと が わか っ た 。 屋久 島 の 森林 で 行っ た 試験 で も 、 森 
林 浴 が スト レス を 減ら すこ と を 示す デー タ が 得 ら れ た 。 森林 浴 と いっ て も 、 必ず 
し も うっ そう と し た 森 に 入る 必要 は な い 。 並 木 道 を 歩い た り 樹木 が 多い 公園 を 散 
歩 す る だ け で そう 快 な 気分 が 味わえ る 。 


森林 浴 

実証 一 する 
落ち 着く 
kita 

农 水 省 


スギ 

ヒノ キ 

香り 

血圧 

脑 

血液 

状态 

ー と いっ て も 
必ず し も ーー ない 


し ん りん よく experiencing a forest environment 
じ っ し ょ う actual proof 

お ち つ く to become calm 

うら づけ る to back up: to substantiate 

の うす いし ょ う Ministry of Agriculture. 


Forestry and Fisheries 
Japanese cedar 
Japanese cypress 


か お り scent 

けつ あつ blood pressure 
の う brain 

けつ えき blood 

じょう た い condition 


even if we say ~ 
か な ら ず し ゃ も ーー な い not necessarily ~ 


ARELL EOLO oT. UPL OER ME SAS LIRO Ao, 


うっ そう と し た 
KË 

樹木 

EIR 


thick; dense 


な みき みち tree-lined street 
じゅ も ゃ も く tree 
そう か い refreshing 
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ン 比 較 広 告 


Fw 


Mew 


ON 


比較 広告 は 白 社 製 品 が 競争 相手 の 製品 よ eae re の が ね らい 
だ 。 米国 で は 優位 性 が 玉 さ きれ た デー タ を も と に 競争 相手 を た た き 、 過激 な 広告 を 
出す 。 し か し 日 本 で は 自社 製品 の 優位 性 ば か り 強 調 す る と 、 逆 に 消費 者 の 反感 を 
買う 恐れ が ある 。 日 本 で の CM は 自社 製品 を 印象 づけ な が ら も 、 競 争 相手 を あま 
り 刺激 し な いよ う 和 や か な も の に な ら ぎ ざる を 得 な い 。 
マー ルー qe can hin i | Mae 


比較 広告 ひび かく こう る こく comparative advertising 
競争 相手 =| きょう 3 う あ いて a competitor 
優れ る “ee y < る to be superior 

ね ら い met Air í 34 O mi aim 

EE di ゆう いせ い superiority 

ー を も と に eae z i based on ~ 

Tete irh dep) 1 7 < K lev) to attack: criticize 
過激 "re か げき へ extreme; radical 

~ ばかり a only ~ 

逆 に ぎゃ くに conversely 

反感 を 買う 3 は ん か ん を か a to arouse antipathy 


・ 外 国 の 市 場 に HAMMAM SHUG ERRER BA So 
へ ~ 患 れ が ある ! veny ー お それ が ある to be in danger of ~ 
印象 づけ る いん し ょ う づ ける to impress 
~ ながら も sah JI 可 even while ~ AR 
・ 社長 は 積極 的 な 経営 方 針 を 打ち 出し な が ら も 、 RO 1 Ati eEA o> & a bM し た 。 
HT SN Lapa ds, Klek * to stimulate 
穏やか りす で 7 の ‘Beep: oh el Catmoderate 
~ ざる を 得 な い pha Kafta ati must ~; cannot help but 
・ 新 聞 や 週 痢 誌 の 見 出し は 、 人々 の 日 を 引く た め に 大 げ さ に な ら ざ る を 得 な い 場 合 が 
ある 。 
tag bng pb (Co 
大 げき 1 si t お お げ さ exaggerated: overdone 


pe hueg, Care yt 

ber qr 大 H As 
『 カ > (uve eh ‘aah 
Ile cash tw な 一 如- 


wf e Ear 


(3 


に 
od 
wg: AN cah we 

2 res Mathes coe? tah 


Daka - Kole 
Hee hoito 


阪神 ， Beh Aca se 


Dy 


* FAC LTBI BB Pals Me, 


を 記録 し 、 建物 が iD LTTE fe 
ancl し た 。 
DRKRE Gok, これ を 機 に 国 


BE AG (da や ん さい 


EFE tén taj aa ちょ っ か が 
被害 ひ が い 
Hef FURR Hrd eily As 放ち し ん 
倒壊 する Sn と うか いす 
生き 埋め に な る いき うめ に 
死者 し し ゃ 


危機 tw ce, vty heady き 
不備 CA し に 


BO Kvn tran, 


Wit R re Aswae ate Bidets Paes, 地震 の 少な い 地域 と み ら れ て いた 
1 月 17 日 (1995 年 ) 午前 5 時 46 分 ご ご ろ 直 下 型 の 強い 地震 
が 発生 し た 。 HL BER OAR do tAE k RMN の 洲本 で は 頒 度 7 GIR) 以 上 


が 生き 埋め に な り 、 各地 で 火災 が 発生 する な どの 


この 地 吉 は 死者 3.769 和 人 を 出し た 福井 地震 を 上 上 軸 り 、 戦後 最大 


や 自治 体 の 危機 管理 体制 の 不備 が 指摘 され 、 政府 


は 体制 強化 に ARE 人 れ 始め た 。 


earthquake disaster 
だ earthquake directly above its 
epicenter Clan in 
injury; damage; suffering 
bong lgwiolent earthquake 
る to fall down 
な る to be buried alive 
dead person 
crisis 
deficiency Fífa A dee" 


指摘 する <tr< Located Re to point out 
总 GURME 入れ る ほん ご し を いれ る to make a strenuous effort 


E d 
Gilley" DERE hogie, 


Ri LS RH 


科学 技術 庁 は 全国 の 施設 の 調査 に 本 腰 を 入れ 始め た 。 


わ ょ し 
NEEE bso TY wea. 


兵 庫 | 大 阪 | その 他 | 合 8 


Daray wt edia 5 
死 者 (A) 5,258 14 | 1 5.273 
lanun m 
行方 不明 (人 A 人! 6 0 0 6 
负伤 者 (人 ) 24,580 2,126 109 | 26815 
家屋 損壊 (MOE, 87557 | 20521 1,386 | 109,464 
ee SATA FROM SPSL, REITA) 
rh] os a Gh ゆく え ふ めい missing 
FU 4b ae ふし ょ うし ゃ injured person 
家屋 損壊 か お くそ ん か い damaged houses 


BE ceq CS 


hp YY 


けい きつ ちょ う the National Police Agency 
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sy do 


cassia abana 


DCA HE SE DL Be 
M7.0 LAL ® dh se 


OW HARE 
Ole ene 
Ole Them 

O = Pe ae it tak 
鳥取 地震 

O KC iti ito: Hh we 

O iti ii 

© iti HALE 

© 上 了 勝 沖 地 次 
Os we 
iibi 
Oe A Bik te 
Ws HRI 

人 0 日 本 海中 部 地震 
介 釧 略 沖 地震 

© le ii itt rE 
人 め 北 海道 東方 沖 地震 
O 三陸 は る か 沖 地震 
DAN PR ABEL 
人 HY AG HERE 


M79 
M73 
M73 
AI 8.1 
M7.2 
M7.9 
M80 
M7.) 
M 8.2 
M7.5 
M7.9 
M7.0 
M74 
M77 
M78 
M78 
M79 
M75 
M72 
M73 


pai 


mn 


1923 年 


1927 年 


1930 年 11 H 261 


1933 年 
1943 年 
1944 年 
1946 年 
1948 年 


1952 年 < 


1964 年 
1968 年 
1978 年 
1978 年 
1983 年 
1993 年 
1993 年 
1994 年 
1994 年 
1995 年 
2000 年 


9 月 
3 月 


3 月 
9 月 
12 J, 
12 ) 


TE 


en at ES OOA CATETE RO TA ANTS EE 


選手 の 肖像 権 


の 
プロ スポ ー ツ 界 で 月 像 権 を めぐ る せめ ぎ 合 い が 活 発 に な か っ て いる 。 ス ポー ツ 漫 
画 、 テ レビ 番組 な ど ビ デオ の 二 次 使用 、 テ レビ ゲー ム ソ フ ト な どの 肖像 権 の あり 
Fin そこ SPO EES MME EAT SOM. な ど 論議 の タネ は 尽き な い 。 な 
か で も ゲー ム ソ フ ト に 関し て は 球団 名 ユニ ホー ム を どの 作料 と し て 3 億 6 
千 万 円 を 球界 に も た らし た 例 も あり ;肖像 机 二 た な 権利 ビジ ネス に な っ て いる 。 
本 来 個人 に 属す る DEFORME TM IAL CH 2 る こと に 、 手間 を 司る 
選手 も ちい る 。 ユニホーム を 着 て いる 場合 は 個人 で は な い が 、 私 服 の 場合 は 肖像 権 
は 自分 に 帰属 する は ず と 団体 に 訴え た そう だ 。 


選手 せん し ゅ player 

肖像 権 し ょ う ぞ うけ ん one's portrait rights 7 

て ー を めで ぐる to concern with 一 

・ オ リン ピッ ク の 招 投 活動 双 惑 を めぐ っ て 、1OC 委員 が 来 日 する こと に な っ た 

Wk 一 す る し ょ うち "の inviting: attracting ; ; ~ 
ke ぎわ く ol "49 suspicion aoe i $ ; 

せめ ぎ 合 い せめ ぎ あ い MM it dispute; attacking each other ， 3 

二 次 に じ ee BS secondary 

あり 方 あり か た 。 the way that it should be 

報酬 ほう し ゅ う be tile remuneration 

分 配 す る ぶん ば いす る pia Lge 

タネ , topic < 一 peices 

‘R&S つき る "の GEN to be exhausted; end 

球界 きゅう か い ge boy Sy baseball world 

も た ら す po ela (4 eh ` to bring 

RTS gepa Mok x to belong to 

私 服 Lave ory gd plain clothes 

帰属 する き ぞ くす る し tke to revert to; belong to 

HAA うっ た える る plin ， bin to complain 
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Kitu 


左利き 「 個 性 ] と 考え 楽し も う 


多勢 に 無 熱 一 例え ば 右 利き と 左利き 。 日 本 で は 右 利 き が 圧倒 的 に 多い た め 、 は 「"" 
きみ 、 缶 切り 、 オ フィ ス 機 器 、 パ ソコ ン の マウ ス 、 駅 の 改札 口 な ど 専 ら 右 利き 用 
に で き て いる 。 その 分 左利き は 不便 な 暮らし を 強い られ て いる わけ だ 。 し か し 最 
近 は 、 は さ み や 包丁 は も LO. fei LOIN THR, 左手 用 きゅう す 等 、 様 々 
な 左利き ゲッ ズ が 市 販 き れ て いる 。 右 手 を 使う よう に 親 に 矯正 され た 経験 を 持つ 
人 も 多い だ ろう が 、 無 理 に 利き 手 を 変え よう と する と 子供 に 強い スト レス を 与え 
る と いう 指摘 も ある 。 利き 手 は 脳 の 高い 機能 の 反映 で 、 人 間 ら し さき と 結び つい た 
個性 な の だ 。 


左利き が ta my fo ひだ りき き left-handedness 
個性 こせ い one's personality 
多勢 に 無 替 た ぜ い に ぶ ぜ い outnumbered Hal ‘ap Mo thee vo" 
圧倒 的 op Fer あっ と う て き overwhelmingly 
缶切り か ん きり can opener 
-机 器 お きき apparatus; equipment 
anli 。 か いきさつ ぐち ticket gate 
専ら PRC AA ) a veat G7 っ ぱら chum wholly 
d 
その 分 その ぶん Ait rn to that extent 
・ 左 手 が 右 手 と 同じ よう に 使え れ ば 、 そ の 分 いろ いろ な 面 で 有利 に な る 。 
強い る し いる to force a 
ー わ け だ ~ is the case 
ay ほう ちょ う kitchen knife 
コル ク 抜 き コル ク ぬ き Aon fi ome kcrew 
きゅう す ay ka _ teapot 
市 販 す る し は ん する イィ to market 
矯正 する eu きょう せい する to reform; correct 
指摘 - す る し て き indication 
利き 手 ty town きき て one's dominant hand 
uy の う brain 
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回 転 寿司 、 低 価格 に 拍車 


手軽 に 遊び 感覚 で 食べ られ る 回 転 寿 司 が 、 不 況 下 で も 好調 に 売上 を 伸ばし て い 

。 今 ま で ネタ に よっ て 価格 を 設定 し て いる の が 普通 だ っ た が 、 こ こ に き て 、 ネ 
タ の 種類 を 聞 わ ず 、 価格 体系 を 一 本 化し た チェ ー ン 店 が 現れ 始め て いる 。 ウニ な 
ど 高級 品 も 冷凍 食材 を 使用 する こと で 、 値下げ が 実現 し た 。 高価 な イメ ー ジ が つ 
きま と う 食 材 も 一 段 と 手ごろ な 価格 で 食べ られ る と あっ て 、 家 族 連 れ や サラ リー 
マン ら に 受け て いる よう だ 。 


| 回 転 寿司 か いて ん ず し sushi served via a conveyor belt 
| 低 価格 て いか か く low price の * hy J CPA 
| 人 il 電車 は くし ゃ spur 4g br tock AEn dh EC 
・ 海 外 で も 健康 志向 か ら 、 日 本 食 レス トラ ン の 進出 に 拍車 が か か っ て いる 。 り 
手軽 て が る reasonable “lent ong ee nary 
感覚 か ん か く sense; feeling 
不況 ふき ょ う depression: recession k Svan hen lir 
好調 こう ちょ う good condition hoveg as Hi a 
ネタ item 
設定 する せっ て いす る to define; set fs ep, tug! の 
TEET at this point 
ー を 問わ ず ー を と わ ず without regard to 一 baths” 
・ 寿 司 は 年 齢 、 性 別 を 問わ ず 、 日 本 人 に 人 気 が あ る < 
体系 た いけ い system 
ウニ sea urchin 
we 一 する れい と う freezing 
食材 し ょ く ざ い food materials 
-一段 上 いち だ ん と more 
て と あっ て in that ~ 
・ 駅 前 の 中 華 料 理 店 の ラン チ は 1.000 円 で 食べ 放題 と あっ て 、 連 日 に ぎわ っ て いる 。 
家族 連れ か ぞ く づ れ family party 


grt 
en 


国际 化 - す る こく さい か internationalization 
wh な み wave 
国境 こっ きょう national borders 
流 机 な が れ flow: current ae diys bay, eba Anl 
反 喘 する _ po は ん えい する 1 に to reflect 
短期 滞在 げた ん きた いざ い short-term stay 
. 大 半 た い は ん rr mis majority 
占め る し め る to occupy bas 和 か ie 
こも の の although Nhung 
・ 日 本 へ の 留学 生 は 年 々 増え て いる も の の 、 EE て で いない 。 
就労 一 する し ゅ うろ う engaging in work 
転勤 する て ん さん transfer d'e bua 
资格 し か く status; Setar 
不 法 ふ は ほう illegal hm liag 
いずれ に し て も either way: in any case 
・ い ずれ に し て も 日 本 の 大 学 は 、21 世紀 に 向け て 世界 共通 の 基準 に 合っ た 内 容 に 改め 
る べき だ 。 
受け 人 れ うけ いれ acceptance chap ap 
課題 か だ い clo te, t problem to be solved 


国際 化 の 流 


国境 を 越え た 人 の 流れ は 、 そ の 時 代 の 国力 を 反 喘 する と いわ れる 。 現存 、 日 本 
に は きま ざま な 日 的 で 年 間 400 万 人 近い 人 が 入国 し て くる 。 観光 な ど 短 期 滞在 が 
約 350 万 人 で その 大 半 を 占め て は いる も の の 、 ビ ジネス や 就労 目的 の 入国 者 が 3 
か 8000 人 、 投 資 、 経 営 3 万 人 、 企 業 内 転勤 2 万 7.000 人、 教育 1 万 7000 人 、 技 
術 2 万 9000 人 と な っ て いる (98 1.31 現在 )。 観 光 ビ ザ で 入国 し た 人 々 の 中 に は 
資格 外 活動 を 行う 不法 就労 者 も 増加 し 、 1997 年 末 時 点 で 約 30 万 人 を 超え て いる 。 
いずれ に し て も 国際 交流 が 進め ば 日 本 で 就労 する 外国 人 、 留学 生 の 受け 入れ は 日 
本 に と っ て 大き な 課題 と な る 


| 


で 


二 二 


買 売春 は 


認め られ る か 


性 産業 が 多様 化し 、 市 場 を 広げ る な か 、「 売 春 は 女性 へ の 暴力 で ある ] と いう 考 
え は 根強い が 、 一 方 で は 「 売 春 を 労働 と し て 認め た 方 が 人 権 を 守れ る の で は な い 
办 」 と いう 論議 まで 出 て きた 。 風俗 関連 営業 の 登録 店 舗 数 は ここ 数 年 微減 し て い 
る が 、 テ レク ラ 、 ホ テト ル な ど は その 実態 が つか め な い ほ ど 多 様 化 し 拡大 し て い 
Bo 売春 防止 法 (1956 年 公布 、57 年 4 月 施行 ) 施行 か ら 41 年 、 性 を 巡る 新た な 
問い か け で ある 。 ちな み に 男 性 を 対象 に し た ある 調査 に よる と 、25 歳 以上 で 買春 
経験 者 は 52%。 うち 7022 が ソー プラ ンド で 経験 し て いる 。 81%% が 買 売春 と カネ の 
介在 し な い 関係 の 違い を 認め 、5526 が 買春 経験 を パー トナ ー に は 隠す と し て いる 。 


REE 
認め る 
性 産業 
暴力 

根強い 


か い ば い し ゅ ん 
みとめ る 
せい さん ぎょ う 
ぼう り ょ く 
fad Lis 


prostitution ° at dang 
to recognize 

sex industry 

violence 7 
deeply rooted Ssu re 


AOU TIAL LT BELLO SZ DARBY o 


登録 - す る 
微減 する 
テレ クラ 
ホテ トル 
防止 法 

て を 巡る 
ちな み に 
ソー ブラ ンド 
介在 する 
隠す 


ろ ん ぎ 


ふう ぞ く AY 人 Nb duc 


と うろ く 
び げ ん する 


ぼう し は ほう 


ー を めぐ る e 
Ct, KAUN 


か い ぎ いす る 
か くす 
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discussion fet (op ban 
entertainment and sex business 
registration 

to go down a little 

telephone club 

engaging in prostitution at a hotel 
prevention law 

concerning ~ 

by the way: incidentally 

“soap land"; massage parlor 

to lie between 

to hide 


ET 


sin aac a a bala ie ces 


J 
「 自 国 に 誇り 」 日 本 人 は 6 位 


UA 
ve 


waah 

「 国 民 は 自国 に 誇り を 感じ て いる か どう か 」 eas fr シカ ゴ 大 学 が 米国 、 ロ シン 
ア 、 日 本 、 ニ ュー ジー ラン ド な ど 世 界 23 カ 国 の 計 2 万 8000 人 余り を 対象 に 実施 
し た 調査 に よる と 、 次 の よう な こと が 明らか に な っ た 。 質問 は 政治 、 ス ポー ツ 、 
芸術 な ど 個 別 分 野 に つい て 尋ね る も の と 、 全 般 的 な 感じ 方 を 探る も の の 2 種類 。 
及 方 の 結果 を 平均 する と 、 ト ッ プ は 米国 、 オ ー ス トラ リア 、 カ ナダ 、 ア イル ラン 
ド 、 ニ ュー ジー ラン ド が 続き 、 日 本 は 6 位 。 「 ほ か の どの 国 よ り 自 国 の 国民 で あり 
た い 」 と 考え る 人 は 米国 が 90% で 1 位 、 日 本 は 88%% で 2 位 だ っ た 。 


自国 CEK one's country 
cwn BN Woe las ほこ り pride 

~ 余 り ー あ まり over ~ 

ー を 対象 に ー を た いし ょ うに convering ~ 

実施 する じ っ し する to put into effect 

We -t2 ちょ うさ investigation; study 

ー に よる と 4 according to ~ 

明らか "4 あき ら か clear 

政治 せい じ politics 

芸術 げ い じゅ つ art 

個別 こ べ つ individual 

分 野 Leak vee ぶん や field 

尋ね る bo た ず ね る to ask 

全般 的 ぜん ば ん て き overall: general 

探る きぐ る to investigate 

双方 そう は ほう both sides 

結果 けっ か result 

平均 する へ いき ん する to average 

ー で あり た い to want to be ~ 


・ 吐 い 話題 が 多い 時 代 だ と いっ て も 、 夢 と 情熱 を 忘れ な い 日 本 人 で あり た い 。 
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みん な に や さ し い 駅 づく り 


(7 tee 
ここ 数 年 、 だ れ に や さ し い 駅 づく り を 目指 し 、 エ レベ ー タ ー、. ス ロー プ 、 車 
情 子 用 トイ レ な どの 設置 を 進め る 駅 が 増え て いる < そん な な か 、 いち 早く | や き 
し い 駅 」 に 生ま れ 変 わっ た の が 、 阪急 電鉄 の 侯 月 駅 。 エレ ベー ター の 設置 、 車 椅 
PWM 普通 より 幅 の 広い 自動 改札 磁気 シー ル で 腹 れ 
音声 案内 が 流れ る 点 学 計 間 タイ ル な ど 、 地 元 の 障害 者 の 意見 を 取り Ares 

ai う 。 ち な み に 運 輸 省 の 1998 年 3 月 の 調査 に た よる と 、JIR、 地 
鉄 、 大 手 私 鉄 の 計 6.948 駅 の うち 、 エ レベ ー タ ー が ある の は 625 駅 の 9 %、 ee 

一 ター が あぁ る の は 1.128 駅 の 16%。 


a 
目指す めき ざす to aim re La wae Mo 
車椅子 くる まい す wheelchair — .-.' z4 
WBT A eaten いち は や く ie lation quickly tern lon 
MABE OBS. いち 早く 現場 に か けつ けた の は ポラ ンティア ネッ トワ リーク の 人 人々 
pots. ツア Bir HAAN 
考慮 する こう り ょ す る to consider eer in 
券売 機 けん ば いき ey en vc automatic ticket vending machine 
幅 は ば ory width 
改札 か いき つ Se ticket gate 
磁気 シー ル じき シー ル magnetic seal SE 
触れ る ふれ る Jem to touch 
音声 案内 お ん せい あん な い voice instructions 15i et 
点字 TAL che ro braille 
"誘導 一 する ゆう どう 「 "| an instruction 
地元 he A pemg focal 一 2 
障 害 者 し ょ うがい し ゃ physically handicapped か (4 “hd 
` A tin 
ちな み に (hi pee, Yuh óm kir WM The way: incidently うん 


A tiD 
・NPO の 活動 が 日本 で も クロ ー ズ ア ッ プ きれ る よ うに な っ た 。 ち な み に NPO i 人 の 
中 で 一 番 多 い の は 保健 ・ 医 療 ほ は た Ret [の 活動 だ 


(sg 


運輸 省 O うん ゆ し ょ | 本 Ministry of Transport 
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j 
1 
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NIE と は 


NIE は NEWSPAPERS IN EDUCATION の 略称 で 1950 年 代 に 始ま っ た 運動 。 
日 本 で も 「 教 育 に 新聞 を 」 と 訳 き れ 、 教育 界 と 新聞 界 が 一 体 と な っ て 運動 を 展開 
し て いる 。 ある 小学 校 6 年 の 教室 。 その 朝 届い た 複数 の 新聞 か ら ト ッ プ ニュ ー ス 
を 探す 。 子 供 た ち が 選 ぶ ト ッ プ ニュ ー ス は 必ず し も 新聞 持 の トッ プ ニ ュ ー ス と 同 
じ で は な い 。 子供 た ち は 選 ん だ 記事 の 要旨 や 感想 を 述べ た り 、 む ず か し い 内 容 は 
「 知 恵蔵 」 や ヤ 「 イ ミダ ス 』」 で 調べ た り し て 記事 に つい て 討論 する 。 児童 の ディ ベー 
ト 授 業 に 対す る 評価 は 「 と て も 楽し い ] な どの 表 定 派 が 圧倒 的 に 多い 。 新聞 は 教 
材 の 宝庫 だ 。 


内 
略称 りゃ くし ょ う abbreviation ky, rod qh 
訳す や くす to translate 

~R ~p ~ world 

展開 する て ん か いす る to develop 

届く と どく to arrive: be received 

複数 ふく すう plural 

探す き が す to look for 


必ず し も ー な い 。 か な ら ず し も ーー な い not necessarily 一 
・ 各 新聞 社 が 一 面 の トッ プ で 扱う 大 ニュ ー ス は 必ず し も ゃ 同じ で は な い 。 


ge よう し outline dery RY Ka "dey, Cs Gol 
感想 か ん そう one's impression 4 


『 知 恵蔵 」 ちえ ぞう annual almanac-type 
[ti 72] イミ ダス | reference books 
討論 する と うろ ん する to discuss 
児童 じ ど う children 
o 評価 - す る ひょう か evaluation 

NaN SBIR pte katz う て い は affirmative group 
圧倒 的 あっ と う て き overwhelming 
教材 きょう ざい teaching materials 
宝库 kre Thee (25 treasure house 


NM 
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ジャ ー ナ リス ト と は 


「21 世紀 の アジ アァ 」 を 語る 国際 シン ポジ ウム で 、 あ る 日 本 の 新聞 社 の 論説 願 問 
は 「 日 本 で の 報道 の 自由 ] に つい て の 質問 に 対し て 「 日 本 の 新聞 は 米国 と 並ん で 
お そら く 世 界 で 最も 自由 だ と 思う 。 情 報 を 取り や すい と いう 点 で は 米国 以上 か y 
し れ な い 。 例 えば 首相 が 朝 か ら 夜 まで だ れ に 会 っ た か と いう こと は 全部 紙上 に 


Ra 


開 さ れる し 、 記 者 は 重要 な 政治 家 、 役 人 の 自宅 に 夜回り し 、 情 報 交 換 が で き 了 
そし て 権力 者 を 自由 に 批判 する こと も 出来 る 。] と 答え た 。 ある 外人 記者 は [報道 
は 伝え 方 に よっ て は 誤解 を 与え る 場合 も ある 。 記 者 は どう し て も 取材 し や すい 記 
事 を 回 数 多く 載せ 、 評論 し が ち だ 。 あく まで も 読者 の 側 に た っ て 客観 的 で 公正 な 
報道 を する よう 心がけ な けれ ば な ら な い 。]」 と 述べ た 。 
ae 
4 6 

論説 題 問 ろ ん せ つこ も ん editorial WOP Fp weiss be va (aah 
報道 - す る ほう どう news; reports (via media) 
て と 並ん で ー と な らん で equal to 一 

・ サ ッ カ ー は 野球 と 並ん で 、 人 気 ス ポー ツ 番 組 に な っ た 。 
ーー と いう 点 で は 。 と いう て ん で は from the viewpoint of 
公開 する こう か いす る to open to the public 
夜回り する よ ま わり する to go on one's rounds at night 
交換 一 する こう か ん exchange 
権力 者 けん り ょ く し ゃ person of power A 
批判 する ひ は ん する to criticize qL plan 
誤解 $4 ご か い misunderstanding hn {am 
論評 する ろ ん ぴ ょ うす る to review; comment 
ー が ち to tend to 一 

・ 世 界 の トッ プ ニ ュ ー ス で も 10 日 も する と 、 人 々 の 関心 は うす れ が ち だ 。 
客観 的 きゃ っ か ん て き objective 
公正 こう せい fair 
心がけ る ここ ろ が ける to endeavor to ce geg WT 1 Im 


Ya 


{ 


新聞 記事 は …… 


新聞 の 記事 は 、 読 み 手 に 一 定 の 知識 の 蓄積 が な いと よく 理解 する こと が 出来 な 
いこ と が 多い 。 特に 政治 や 経済 面 や 金融 関係 の 記事 は 、 企業 サイ ド か ら の 情報 が 
中 心 で あっ た り 、 新 聞 に よっ て は か た よっ て いる 場合 が ある 。 も っ と 一 般 読 者 に 
も わか りや すい 中 立 の 立場 の 解説 が あれ ば 経済 の 動向 が 身近 に 感じ られ る の だ が 
treri 。 また 新聞 は その 日 その 日 の ニュ ー ス を 追う の が 使命 と きれ る た め 、 た また 
ま ト ッ プ を 館 る よう な 大 ニュ ー ス が 同じ 日 に 三 つ あ る と 、 限 られ た スペ ー ス に 提 
し 込む た め に 重大 ニュ ー ス な の に 小さ く 扱 われ る 場合 も ある 。 


記事 きじ article 

一 定 いっ て い certain: uniform: standard 
知識 ち し き knowledge 

蓄積 - す る ちく せき accumulation 

金融 - tA きん ゆう finance 

一 般 いっ ぱん ordinary 

中 立 ちゅ うり つ neutrality 

解説 - す る か いせ つ commentary 
动向 どう こう movement: trend 
身近 み ぢ か familiar 

追う お う to pursue 

使命 し めい mission 

だ まだ ま by chance 

トッ プ top: headline 

id か ざる to be displayed 

・ ノ ー ベ ル 賞 受賞 決定 の ニュ ー ス が 新聞 の 第 1 面 を 飾っ た 。 

押し 込む お し こむ to squeeze in 

重大 じゅ うだ い important 
扱う あつ か う to deal with: handle 
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新聞 を は じ め と する マス メデ ィ ア が 産業 と し て 発達 する に つれ て 、 特 ダネ を 追 
う 一 匹 狼 的 な 記者 が 少な く な っ た 。 そ の 分 紙面 を に ぎわ す ス クー プ も の が 減り 、 
発表 も の の 記事 が 増え た た 。 し か し そん な 現状 に 危機 盛 を 持つ ジャ ー ナ リス ト も あ 
Bo スク ー プ が 価値 を 持つ の は 政治 や 企業 が 隠し た が る 情報 を すっ ぱ 抜 いて 、 そ 
の 秘密 の 真 の 意味 を 読者 に 考え させ 、 ひ いて は 世論 を 動か すか ら だ 。 実 際 、 ウ ォ ー 
ター ゲー ト や リク ルー ト 事 件 は 特ダネ と し て 大 き な 意 義 を 持っ た 。 


スタ クープ scoop 
マス メデ ィ ア mass media 
ーー に つれ て along with 一 
・ 衛 星 テ レビ の 普及 に つれ て 、 ジ ャ ー ナ リズ ム が 変わ っ て いく 。 

特ダネ と く ダ ネ a scoop; exclusive news 

- 匹 狼 いっ ぴき お お か み lone wolf 
记者 き し ゃ journalist 
その 分 その ぶん : to that extent 
に ぎわ す to enliven 
て も の ー type 
危机 感 きき か ん sense of crisis 
価値 か ち value 
隠す か くす to hide 
すっ ぱ 抜 く すっ ぱ ぬ く to expose; uncover; reveal 
秘密 ひみ つ secret 
HO し ん の true 
ひい て は in turn 

・ 政 治 献 金 を 規制 する こと は 、 ひ いて は 上 政治 腐敗 を 防止 する こと に な る 。 
政党 献金 せい じ け ん きん political contributions 
Bie -t2 ふ は い corruption 

世論 せろ ん public opinion 
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危う し 東京 の 商店 街 


東京 都内 の 小売 店 の 3 割 以 上 が 、 後 継 者 が いな いた め 廃 業 を 余儀 な くさ れ て い 
る こと が 、 都 が 2000 年 6 月 に 発表 し た 今年 度 版 の 「 都 中 小 企業 経営 白書 」 で わ 
か っ た 。 後継 者 が 決ま ら ず 困っ て いる 店 まで 含め る と 、4 割 が 廃業 の 瀬戸 際 に あ 
る こと に な る 。 廃 業 予定 の 割合 が 高い の は 生鮮 食品 店 435% や 衣料 品 店 3892%。 創 
業 の 時 期 を 見 る と 昭和 30 年 代 (1955 ~ 1964) が 最も 多く 、 経 営 者 の 平均 年 齢 は 
613 歳 と 高齢 に 達し て いる 。 価格 破壊 が 進み 、 大 規模 スー パー や コン ビニ も 参入 
し て 地域 の 商店 は 収益 が 上 が ら な い 。 この まま 身近 な 小売 店 が 衰退 する と 、 お 年 
寄 を は じ め 都 民生 活 に 大 き な 影 響 が 出 そ う だ 。 


危う い あや うい unsafe 
商店 街 し ょ うてん が い shopping street 
小売 店 こう り て ん retail store 
後継 者 こう けい し ゃ successor 
廃業 する は い ぎ ょ よう going out of business 
ー を 余儀 な く ー を よ ぎ な くさ れる to be forced to 一 
され る 7 

・ 事 業 を 拡大 し 過ぎ た 大 手 百 貨 店 は 、 赤 字 店 舗 の 閉店 を 余儀 な くさ きれ た 。 
一 版 て ば ん ~ edition 
含め る ふく め る to include 
瀬戸 際 せ と ぎ わ critical moment 

・ 親会社 の 業績 不振 で 、 駅 前 の スポ ー ツ クラ ブ は 閉鎖 の 瀬戸 際 に ある 。 
生鮮 食品 せい せん し ょ く ひ ん perishable foads 
衣料 品 いり ょ う ひ ん clothing 
創業 - す る そう ぎょ う inauguration of an enterprise 
高齢 こう れい advanced age 
破壊 FS は か い destruction 
大 規模 だ いき ぼ large scale 
身近 みち ぢ か familiar 
HATA すい た いす る to be on the decline 
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. な か し も か し し "mer 』 
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器 文化 间 六 aay ya 


文化 の 異な る 人 々 の 行動 や 価値 観 に は それ ぞ れ 固有 な パタ ー ン が ある 。 異 文化 
問 コ ミュ ニケ ーション の むず か し さ は 実は そこ に ある 。 外国 語 を 学ぶ 時 、 正しい 
E 音 、 文 法 の 習得 だ け で な く 、 そ の 言語 を 話す 人 々 の 文化 的 背景 も 学ぶ べき だ 。 
そう し な いと 思わ ぬ 誤 解 を まね いた り 、 相 手 を 不愉快 に させ た りす る 。 言葉 と 文 
化 が 国境 を 越え る の は 生 や さ し いこ と で は な い 。 日 本 語 は 論理 的 な 思考 に 向 か な 
い 言 語 な の で は な いか と いう 指摘 を 耳 に する が 、 長 い 歴 史 と 文化 の 中 で 育ま れ た 
言葉 に は それ な り の むず か し さ 、 典 の 深き が ある 。 


・ 日 本 人 は 無 宗教 だ と 言わ れ て いる が 、 実 は そう 単純 で は な い 。 


・ 意見 を 述べ る 時 は 、 誤 解 を まね か な いよ う 正 確 に 話す 努力 が 必要 だ 。 


与 文化 いぶ ん か 
行動 - す る 站 村 吉村 
MEER か ちか ん 
固有 こめ ゆう 

実は じつは 

背景 は いけ い 
思わ ぬ お も わ ぬ 
誤解 -tA ご か い 

ー を まね く 

不 愉快 ふゆ か い 
国境 こっ きょう 
生 や さ し い な まや さ し い 
論理 的 ろ ん り て き 
向く むく 

指摘 - す る し て き 

~® HITS ー を みみ に する 
育む は ぐ く む 
それ な り 


OUTTA ERM! 


LETTER 


different culture 
behavior 

sense of values 
characteristic 

in fact 


background 
unexpected 
misunderstanding 
to cause ~ 


displeasure; unpleasantness 
border 

easy 

logical 

to be fit for 

indication 

to hear 


to develop 
its own 


・ 外 国 に 住み その 社会 に 溶け 込む な に は 、 そ れ な り の 勢力 が 必要 だ 。 


マン ガ 「 サ ザ エ さん 」 海外 へ 


これ まで 日 本 語 で し か 読め な か っ た 「 サ ザ エ さん 」 が 「 対 訳 サ ザ エ さん 」 212 
巻 と し て K 社 イン ター ナシ ョ ナル か ら 刊 行き され た (1997 年 )。「 サ ザ エ さん 」 は 、 
日 本 で 最も 有名 な 新聞 連載 マン ガ で 朝日 新開 社 刊 の 文庫 本 は すでに 発行 部 数 6.200 
万 部 と いう 国民 的 マン ガ だ 。 主 人 公 で ある サザ エ さ ん は 超 能力 者 で も な けれ ば 天 
オ で も な い 、 ご く 普 通 の サラ リー マン と 結婚 し た 平凡 な 主婦 。 そん な サザ エ さ ん 
が 繰り ひろ げ る ユー モア あふ れる 庶民 の くら し は 、 生 きた 日 本 社会 や 戦後 の 日 本 
人 の 生活 を 知る 絶好 の テキ スト だ 。 翻 訳者 は 在 日 37 年 の 1 イギリス 生ま れ の ジュ ー 
ルス ・ ヤ ング 氏 。 欄 外 に は お 正月 、 こ い の ぼ り 、 忘 年 会 な ど 日 本 独特 の 行事 ・ 習 


慣 の 英語 解説 も つい て いる 。 


マン が ガ 

対訳 一 する た いや く 

連載 一 する れん さい 

文庫 本 ぶん こ ぼ ん 
EAR し ゅ じん こう 

超 能 力 ちょ う の う り ょ く 


ーー で も な けれ ば ー で も な い 


cartoon; comic 
translation 

serialization 

pocket paperback edition 
hero; main character 
supernatural power 
neither ~ nor ~ 


‘BLORALATHOM, ACOEUDNTERTHEHOK. WBO BD? HR 


だ っ た 。 

平凡 へ いぼ ん 
繰り ひろ げ る くり ひろ げ る 
ユー モア 

あふ れる 

庶民 し ょ みん 
絶好 ぜ っ こ う 
翻訳 者 ほん や くし ゃ 
欄外 らん が い 
忘年 会 ぼう ね ん か い 
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commonplace; ordinary 
to show; unfold 

humor 

to overflow 

common people 

best 

translator 

margin 

year-end party 


外国 人 が 日 本 語 を 習う 時 、 理解 し に くい 表現 に 擬 声 語 、 擬態 語 が ある 。 例え ば 
「 か ん か ん に 既 る 」 を 英語 に 訳す と 、very angry で いい の だ が 、「 か ん か ん 」 EW 
う 語 感 を 的 確 に 英語 に 移 そ うと 思う と 難し い 。「 に こ に こ 笑 う 」 は smile で いい 
が 、「 げ ら げ ら 笑 う 」 は 同じ 「 笑 う ] で も smile は 使え な い 。 「 世 界 の 人 口 は 1950 
年 頃 ま で は 横ばい だ っ た の が 、 こ の ころ か ら ぐ ん ぐん 糧 発 的 に 増え だ し た 。 この 
まま 「 ど ん どん 増え て いく と どう な る か | 一 一 この 「 ぐ ん ぐん 』 と か 「 ど ん ど 
ん 』 は と も に 増加 する 様相 を 気分 で 表 を そう と する 表現 だ が 、 英 語 に する と rapidly 
ある い は siteadily と 内 体 的 な 副詞 の 表現 に な っ て し まう 。 こん な と ころ に も 、 感 
覚 に 頼り が ちな 日 本 語 と 具体 的 な 英語 の 違い が 表れ て いる よう で お も しろい 。 


擬 声 語 ぎ せ い ご onomatopoeic word 
HERE GT ぎ た い ご mimetic word 

表現 - す る ひょう げん exDreSSion 

訳す や くす to translate 

語感 ご か ん linguistic sense 

的 確 て きか く precise 

げ ら げ ら 笑う げ ば ら げ ら わ ら う to have a horselaugh 
横ばい よこ ば い leveled off: stable 
爆発 的 ば く は つて き explosive 

样 相 よう そう situation 

気分 RBA feeling; sentiment 
具体 的 ぐ た い て き concrete 

Fill aa) BRL adverb 

感覚 か ん か く sense 

頼る た よる to depend on 

ー が ち to be apt to 一 


・ 日 本 人 は 外国 語 を 学ぶ 時 、 文法 が 一 番 大 切 だ と 考え が ち だ 。 
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同じ 漢字 で も 違う 意味 


中 国 と 日 本 は 古く か ら 交 流 が あり 、 漢 字 文 化 と いう 点 で 共通 点 も 多く 中 国人 と 
日 本 人 は 同文 同種 だ と 思っ て いる 人 が 多い 。 し か し 、 注 意 し な けれ ば な ら な い の 
は 、 同じ 漢字 を 並べ た 圭 語 で も 全く 意味 の 培う 場合 が 少な く な いこ と だ 。 例え ば | 
「 手 紙 」 は 中 国語 で は トイ レッ トペ ベー パー の 意味 だ . 同様 に 「 出 世 」 は 日 本 語 で は 
地位 が 上 が る こと に 使わ れる が 、 中 国語 で は この 世に 生ま れる こと だ 。「 前 年 」 は 
日 本 語 で は ある 時 点 を 基準 と し て すぐ 前 の 年 だ が 、 中 国 諸 で は 昨年 の 意味 に な 
る 。 こ の 意味 の 人 違い は 、 相手 に 通じ な いな ら ま だ し ゃ 、 相 手 の 感情 を 害する こと 
に も な りか ね な い 。 


交流 一 する こう りゅう exchange; interchange 
て と いう 点 で ー と いう て ん で with respect to the point ~ 
・ 日 本 語 は 漢字 の 読み 方 の 多き と いう 点 で 、 中 国語 より や っ か い だ , 
共通 点 き ょ よう づつ う で ん point in common 
同文 同種 どう ぶん と うし ゅ same SCTIDL, same race 
Rat じゅ く こ ご word written with more than one 
kanji 
少な く な い すく な く な い not a few 
同様 ESEJ the same way 
出世 -72 し ゅ っ せ promotion 
地 位 ちい position; status 
基准 きじ ゅ ん standard 
一 昨年 いっ さき さく ね ん the year before last 
相手 あい て person one is speaking to 
通じ る つう し る to be understood 
なら ま だ し も not only ~ 
ROL. SUA BERL A. KA CHUL OPO VAR KAII TO a 
感情 か ん じょう feelings 
害する が いす る to hurt 
ンー か ね な い to be possible to > 


RIEL o BELT oe oe FE な い 表 意 文字 
だ 。 中 国 だ け で な く 日 相 、 韓国 、 友 浴 、 シ ン ガ ポー ル な ど 経 済 急 成長 し た アジ 
FOWL REMI L TOS. 現在 、 中 国 、 朝鮮 半島 か ら ベ トナ ム ま で 
RFEA IEO, 世界 が イン ター ネッ ト で 結ば れる 時 代 、 英 語 と 並行 し 
て コン ピュ ー タ ー で 漢字 が 簡単 に 処理 で きる よう に な り 、 漢 字 園 も 相互 理解 ・ 文 
化 交 流 の 手段 や 材料 と し て 漢字 を 活用 し な いで お く Seni, 


ee 


Ew" AMA ん じ け ん area in which Chinese characters 
~ fron 5 are used 

REx i | P し ょ うけ いも じ hieroglyph 

歴史 ho 。 WEL history 


表意 文字 " I ひょう いも じ ideogram; ideograph 
“ETRE | FD not only ~ 
地域 tcl ちい き area; region 
属す “の ぞ く 3 to belong to 
朝鮮 半島 中 の も よう せん は ん と う Korean Peninsula 
俺 お く one hundred million 
並行 する に 4 へ いこ うす る to be parallel with 
・ 日 本 の 外国 語 教育 は 英語 と 並行 し て 中 回 講 、 韓 国語 な ど を 加え 、 多 様 化 する 必要 が 
ある 。 
処理 する し ょ りす る to process 
相互 理解 te を う ご り か い mutual understanding 
文化 交流 ぶん か こう りゅう cultural exchange 
手段 | rar し ゅ だ ん means 
材料 ざい りょう material 
活用 する ae Ble 、 か つよ うす る to make the most of 


ー な いで お く 手 は ー な いで お てく で は な い should definitely ~ 
な い ly te 
・ 日 本 語 の 学習 に 新聞 を 活用 し な いで お く 下 は な い 
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外国 の 和食 


ヒュ ー ス トン で の 健 食 時 、 店 内 は 大 混雑 。 標準 的 な と ころ で カッ 丼 に し よう 。 
出 て きた カッ 丼 か ら は 、 あ の 甘い に お い が プ ー ン 。 が 、 待 て よ 。 見 慣れ な い 色 が 
カツ の 表面 に 見 える 。 グ リー ン ピ ー ス の 緑 は わか る 。 だ が 、 赤 は 何だ 。 ニ ンジ ン 
の 角 切 り だ 。 黄色 は スイ ー ト コー ン 、 空 豆 も ある 。 冷凍 食品 で お な じみ の 「 ミ ッ 
クス ベジ タブ ル 」 が か カッ 丼 と 共に 卵 で と し て あっ た の だ 。 御飯 に と っ か か っ て 、 
また は し が 止ま る 。 カ ツ の 下 か ら 姿 を 現し た の は チャ ー ハ ン で あっ た | せめ て 、 
下 は 白い 御飯 だ っ た ら よ か っ た の に ……o 


和食 わし ょ く Japanese food 1 
昼食 ちゅ うし ょ く lunch i 
混雑 する こん ざ つ crowded 5 | 
AIH カッ どん a bowl of rice with a breaded and 
fried pork cutlet on top 
見 慣れ る みな れる to be familiar 
だ が but 
角 切 り か くぎ り cut into cubes 
空豆 そら まめ kidney bean 
冷 章 食品 れい と うし ょ く ひ ん frozen food 
お な じみ familiar 
卵 で と じ る た ま ご で と じ る to cook with eggs 
と っ か か る to begin; to start 
姿 す が た figure 
現す あら わす to appear 
br A the d Chinese fried rice 
せめ て at least 


・ 朝 食 を と る 暇 が な けれ ば 、 せ め て 町 菜 ジ ェ ュー ス だ け で も 飲ん だ ほう が いい 。 

ー た ら よ か っ た の に … 
・ 駅 前 で ば っ た け 旧 反 に 会 っ た が 、 時 間 が な く て その まま 別れ た 。 せ め て お 茶 ぐ らい 
餅 め た ら よ か っ た の に …… a 


I wish ~. 
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個 の 時 代 


繁華 街 の 人 込み の 中 を 歩く と 、 人 と 人 が ぶつ か っ た りか ば ん が 引っ か か っ た り 、 
足 を 踏ん だ 踏ま れ た りす る 。 こ ん な 時 お 互い に 一 言 「 失 礼 」 と か 「 ご めん な さ 
OJ と か 言え ば 気持 ち が 和 む 。 な の に 最近 は 一 言 の わ び も な いこ と が 多い 。 都市 
化 、 情報 化 、 ハ イ テ ク 化 が 進む に つれ て 人 問 関係 は 希 攻 に な り 、 見 知ら ぬ 人 へ の 
思い や り が 薄れ て きた の だ ろう か 。 家 庭 内 で も 家族 が それ ぞ れ 自分 の 時 間 帯 に 合 
わせ て 生活 する よう に な り 、 食 事 時 間 も ば ら ば ら で 一 家 団 りら ん は テレ ビ の ホー ム 
ドラ マ の 中 だ け と いう 時 代 に な っ て は 寂し い 。 
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KE fi は ん か が い busy section of the city 

人 込み ひと ご み crowd of people 

ぶつ か る to hit against: collide 

引っ か か る ひっ か か る to be caught on 

踏む ふむ to step on 

sae =} ひこ と a word 

「 失 礼 「 し つれ い 」 “Excuse me.” 
一 上 办 一 上 办 ~,~,and so on 

・ テ レビ ゲー ム と か ビデ オ と か 、 余 暇 を 画面 の 前 で 過ごす 人 が 増え て いる 。 

和む な ご む to calm down: be softened 
な の に however 

わび apology 

一 化 “一 才思 ー か tendency to ~; growth of ~ 
希薄 き は く thin: rare 

思い や り お も いや り sympathy; mutual consideration 
薄れ る うす れる to lessen; diminish 

时 间 带 じ か ん た い time zone 

ば ら ば ら separated; scattered 

一 家 団 らん いっ か だ ん らん happy family group 

ホー ム ド ラ マ home drama; domestic drama 
LY きび し い lonely 


2 カ国 語 教 育 


お 互い に 文化 に 違い が あっ て も 理解 は で きる は ず 。 そ の きっ か け を つく る の が 
相手 の 言葉 を 学ぶ こと だ 。 米 国 の 首都 ワシ ント ン 近 郊 の バー ジニ ア 州 に は 日 本 語 
と 英語 の 2 カ国 語 教育 (イマージョン ・ プ ログ ラム ) を 導入 し て いる 小学 校 が あ 
る 。 算 数 と 理科 、 保 健 の 3 教科 を 、 ア メリ カ に 定住 し て 教師 の 資格 を 得 た 日 本 人 
や 、 文部 省 が 派遣 し た 日 本 の 教師 が 日 本 語 で 担当 する 。 外国 語 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 
の マー サ さ ん は 「 日 本 語 の よう な 、 英語 と は か な り 異 な る 言語 を 効い 時 か ら 学 ぶ 
こと で 、 集 中 力 や 言葉 を 聞き と る 力 、 広 い 心 が つ ち か われ る 」 と 強調 する 。 


ー は ず ought to 一 
きっ か け chance 
・ タ イ と の 技術 交流 が きっ か け で 、 タ イ 語 を 学ん だ 。 
導入 する どう に ゅ うす る to introduce 
算数 さん すう arithmetic: mathmatics 
理科 りか science 
保健 ほけ ん health education 
定住 する て いじ ゅ うす る to settle down 
資格 し か く qualification 
文部 省 も ん ぶし ょ う Ministry of Education 
派遣 する は けん する to dispatch 
担当 する た ん と うす る to take charge 
異な る こと な る to differ 
幼い お さ な い very young 
上 で by ~ 
・ 外 国 に 留学 する こと で 、 そ の 国 に 対す る 理解 が 一 層 深 まる 。 
集中 力 し ゅ うち ゅ うり ょ く concentration ability 
つ ち か う to cultivate; foster 
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v 


SS 


米 を 食べ る 米国 人 


(yp? 

米国 コメ 協議 会 が 、2.700 世帯 を 対象 に 実施 し た 調査 結果 に よる と 、 米 国 で 、 週 
に 少な く と も 1 回 は コメ を 食べ る 家 旋 が 、 5 年 前 の 46 多 か ら 約 752% に 増え た 。 HK 
国 で は 、 コ メ は 栄 差分 は ある が 、。 カ ロリ ー が 低い の で 『 大 ら な いと きれ 、 健 康志 向 
の 高まり で 人 気 を 集め て いる 。 间 TIGE ょ る と 、 85% 以 上 の 家庭 が コメ を 購入 し 
て いる 、 と いう 。 料理 の 多様 性 や 値段 が 安い こと か ら 、 レ スト ラン で も よく 見 か 
ける よう に な り 、 回 答 者 の 7522 が 「 エ スニ ッ ク 料 理 と し て 興味 を 持ち 、 食 べた こ 
と が ある 」 と いう 。 


協議 会 きょう ぎかい council 
世帯 ト s qr Ah せ た い household 
対象 た いし ょ う object: subject 
実施 する じ っ し する to implement 
少な く と も すく な く と も at least 
栄養 分 えい よう ぶん nutriment 
・ て と され る syle ei if itis thought that ~ 
RE R "と され 、 割 高 で も 健康 に 関心 の ある 人 々 の 問 で 人 気 を 呼ん で い 
hs baði es m tee Ont wie. 
健康 志向 5 ne し こう health orientation 
高まり た か まり rise 
購入 する M~ こう に ゅ うす る lo purchase 
多 样 性 た よう よい diversity 
ー こ と か ら ic et hei because ~ 
・ 回 転 ず し は 、 味 は と も か く ア イデ ア が お も し ろ みい こと か ら 人 気 を 集め ご こい る 。 
見 か ける みか ける ーー to catch sight of find 
最近 は 外国 で も 日 本 食 の レス トラ ン を よく 見 か ける よう に な っ た 
回 答 者 か いと うし ゃ answerer; respondent 
エス ニッ ク 料 理 エス ニッ ク り ょ うけ ethnic cuisine vat 
興味 きょう みみ interest 


ラテ ン 化 する ? 日 本 


今 、 日 本 に は 中 南米 か ら 日 系 2 世 、3 世 を 中 心 に 20 万 人 前 後 が 人 国 し て 働い て 
いる 。 この 人 た ち は 情 が 厚く 楽天 家 で 、 日 本 人 が 忘れ か け て いる 大 事 な も の を 持 
ち 込 ん で くる 。 日 本 人 と は 違う ラテ ン 系 の 人 々 の お お ら か な 生き 方 が 、 若い 人 に 
共感 を 持た れ て いる 。 都 内 の プラ ジル レス トラ ン は 不況 下 で も 連日 若者 が 別 を な 
す 。 プ ラジ ル 人 の バン ド が 入り 、 カ ー ニ バル 音楽 に 合わ せ て 、 客 も 一 緒 に 踊る 。 
わい わい が や が や 見 知ら ぬ 隣 り 同 士 も すぐ 打ち と ける 。 も と も と 日 本 人 は 、 合理 
主義 の アン グロ サク ソン より むし ろ ラ テン に 近い の か も し れ な い 。 


ラテ ン 化 する ラテ ン か する to be Latinized 
中 南米 ちゅ うな ん べ い Central and South America 
日 系 に っ けい of Japanese descent 
情 が 厚い じょう が あつ い warmhearted 
楽天 家 らく て ん か optimist 
忘れ か ける わす れ か ける to be on the point of forgetting 
持ち 込む も ちこ む to bring into 
お お ら か broad-minded 
共感 きょう か ん sympathy 
不況 下 ふき ょ うか in a recession 
連日 れん じ つ every day 
列 を な す れつ を な す to be in a line 
わい わい が や が や noisily: boisterously 
見 知ら ぬ み し ら ぬ strange; unknown 
打ち と ける うち と ける to become friendly to each other 
も と も と originally: by nature 
合理 主义 ご うり し ゅ ぎ rationalism 
ー よ り む し ろ more than 一 
・ 日 本 人 で も 外国 に 長く 住ん で いる と 、 日 本 料理 より むし ろ そ の 土地 の も の の は ほう が 
好き に な る 。 
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日 本 に 魅せ られ 若 女 将 に 


ロサ ン ゼ ルス 生ま れ の アン ナ き ん は 、 SOW EE LCT LY 宮城 県 に 赴 
任 し た 。 その 時 スキ ー の コー チ で 温泉 旅館 7 代 日 の 御主人 と 知り 合い 結婚 し 、 温 
泉 旅 館 の 若 女将 に な っ た 。 この 温泉 笛 は 江戸 時 代 か ら 続く 、 ひ な び た 小 き な 湯 治 
場 だ 。 ア ン ナ さん は 「 こ の 風土 こそ 占 く て 凌 し い 日 本 文化 の 次 その も の | と 、 そ 
の 魅力 の と りこ に な っ た 。 初 め は 語 工 や し きた り の 違い か ら 失 骸 や と ま ど い も 
あっ た が 、 持 ち 前 の 明る さと 行動 力 で 今 で は 面 側 な 和服 の 着付 け $ 10 分 で 仕上 
げ 、 予約 電話 の 応対 か ら 掃除 、 料 理 、 布団 の 上げ下げ に いた る まで すっ か り 身 に 
付い た 。 アン ナ さ ん は 街 全 体 に つい て も 「 旅 館 の 人 た ちと お 客 様 が カ を 合わ せ て 
美しい 環境 を 守っ て いけ れ ば 」 と さわ や か な ファ イト を 頑 や し て いる 。 


魅せ られ る みせ られ る to be charmed: captivated 
WME RED FTF H— TN MOBO TL — TALLER OF a EG YZ 
登頂 に 成功 し た 。 

若 女 将 わか お か み young proprietress 

指導 助手 Lea teaching assistant 

赴任 する ふ に ん する to leave for a new post 

ひな び た rustic 

湯治 場 と うじ ば resort for hot-spring cure spot 

風土 ME climate 

その も の the very thing 
MOTHS MIR SAVE ALLL, MED b Dot 

と りこ slave 

し きた り tradition 

と ま ど い puzzlement 

持ち 前 も ちまえ natural; inate 

行动 力 た まま EY energy; vilality 

面倒 めん どう troublesome 

身 に 付く み に つ く to master 


{et 


HWA: oHm rH SHA 


ラオ ス 、 ミャンマー と の 国境 に 接する 中 国 ・ 受 南 省 の 西 双 版 納 タ イ 族 自治 州 に 
は 、 広大 な 水田 地帯 が 広がる 。 両足 を 踏ん 張り 、 腰 を か が め て 苗 を 一 本 一 本 植え 
る 田植 え の ポ ボー ズ は 、 日 本 と 少し も 変わ ら な い 。 市 場 に は 、 日 本 の 赤飯 に 似 た 食 . 
感 と 味わい の 紫 米 、 粉 に し た も ち 米 か ら 作 っ た 「 ち まき 」、 日 本 で 食べ る 平 べ っ た 
い 「 あ ん も ち 」 の よう な も の 、 葉 菜 類 や 豆腐 、 キ ノコ 、 白 米 な ど が 所 狭し と 並べ 
られ て いる 。 大 陸 か ら 日 本 へ 伝わっ た 稲作 の 起源 を めぐ っ て は 諸説 ある が 、 そ の 
ー つ に 挙げ られ る この 地 に は 、 日 本 と よく 似 た コメ 食 文化 が 色濃く 残る 。 


垣 問 見 る か いま みる to catch a glimpse of 
源流 げん りゅう source; origin 
自治 州 じ ち し ゅ う self-governing province 
水田 すい で ん rice paddy 
踏ん 張る ふん ば る to brace one's legs 
か が め る to bend 
f] な え seedling 
味わい あじ わい taste 
粉 ここ な powder 
も ち 米 も ちご め glutinous rice 
平 べ っ た い ひら べ っ た い flat 
あん bean paste 
所 狭し と と ころ せま し と in a crowded fashon 
・ 農 村 の 朝市 に は 、 と れ た て の 野菜 や 果物 が 、 所 狭し と 並ん で いる 。 
稲作 いな さく rice crop 
起源 き げ ん beginningi origin 
ー を めぐ っ て concerning 一 
・ 食 品 メ ー カ ー は 、 新 商品 を めぐ っ て 販売 合戦 が 盛ん だ 。 
諸説 し ょ せつ various views 
色濃く いろ こく deeply 
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播 术 如 日 本 只 漠 字 


日 本 の 漢字 は 使用 の 日 安 と し て 、 戦後 ま も な い 1946 年 11 月 に 内 閣 告 示 で 1.850 
字 が 公布 され た 。 そ の 人 後 1981 年 に は 改め て 1.945 字 が 告示 され 、 常用 漢字 と し て 
現在 一 般 社会 生活 に 広く 使用 され 、 義務 教育 も これ に 准 拠 し て 行わ れ て いる 。 漢 
字 は 中 国 か ら 日 本 に 伝来 し 、 数 や 、 字 体 や 、 読 み 方 な ど 長 い 歴 史 と 文化 を 背 長 に 
持つ 複雑 な も の だ 。 その 漢字 が ワー プロ や パソ コン の 普及 で 揺れ て いる 。 1978 年 
日 本 工業 規格 は 、JIS 漢字 と し て ワー プロ や パソ コン な ど で 使 用 で きる よう 漢字 
を コー ド 化 し た 。 その後 の 改 正 を 経て 現在 約 6400 字 が 印字 可能 だ 。 し か し 難し 
い 漠 字 の 復活 に 拍車 を か ける 恐れ も あり 、 野 放し に する わけ に は いか な い 。 


描 れ る ゆれ る to shake: be unstable 
日 安 めやす standard 
内 閣 告 示 な いか く こ くじ cabinet notification 
公布 する こう ふ す る to proclaim 
常用 漢字 じょう よう か ん じ Chinese characters in common use 
準拠 する じゅ ん き ょ す る to be based upon 
伝来 する で ん らい する to be introduced 
複雑 ふく ぎざぎざ っ complicated 
規格 きか く standard 
経る へ る to pass 
印字 WAL printing 
复活 .- す る ふっ か つ revival 
拍車 を か ける は くし ゃ を か ける to spur 
Bhn お それ anxiety 
野放し の ば な し noninterference: leaving alone 
・ 日 本 人 が 名 前 に 使う 漢字 の 制限 は な く 、 野 放し に な っ て いる 。 
ーー わ け に は いか な い cannot ~ 
・ 漢 字 を 使用 する 日 本 で は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の よう に 単語 を 簡単 に 検索 する わけ に は 
いか な い 。 
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Te Leas 


「 む か し むか し ……」 で 始ま る 昔話 は 、 英 国 の ナー サリ ー ラ イム と 同様 、 日 本 人 
な ら だ れ も が 親しん で きた 口承 文芸 だ 。 日 本 の 昔話 の 中 に は 、 朝鮮 民族 や 漢 民族 
の 昔話 と きわ め て 似 た も の が 多い こと は よく 知ら れ て いる 。 その 理由 は 、 こ れ ら 
の 民族 が 地理 的 に 近い と いう 事情 だ け で は な く 、 日 本 、 朝鮮 、 漠 の 3 民族 が 無 文 
字 時 代 か ら 同じ 水稲 文化 園 に 属し て いた こと に 由来 する と 思わ れる 。 また 、 昔話 
が 遠く 離れ た 地方 や 民族 で し ば し ば 類似 し て いる こと が ある 。 初 めど こ か の 村 で 
その 地 の 話 と し て 誕生 し た も の が 、 後 々 旅人 た ち に よっ て 運ば れ た り 、 文 献 に 
よっ て 伝播 し た り し て 、 異国 の 地 に 根付 く こ と も ある 。 昔話 は 旅 する 口承 文芸 で 
あり 、 特 異性 と 普遍 性 を 併せ 持っ て いる の だ 。 


昔話 むか し ば な し folktale 

ナー サリ ー ラ イム nursery rhyme 

親しむ し た し む to be fond of 

口承 文芸 こう し ょ うぶ ん げ い oral literature 

隣国 りん こく neighboring country 

朝鲜 民族 ちょ う せ ん みん ぞ く the Korean people 

漠 民 族 か ん みん ぞ く the Han people 

きわ め て Very 

地理 ちり geographical features 
w~ t~ no~ 

水稲 すい と う paddy-rice plant 

由来 する ゆら いす る to originate 

類似 する る いじ する to be similar 

文献 ぶん けん written documents 

伝 描 する で ん ば する ‘ to be propagated; transmitted 
特異 性 と くい せい uniqueness 

普遍 性 ふ へ ん せい universality 

併せ 持つ あわ せ も つ to combine both ~ and ~ 
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Name 9 す A ba eT 

kaged” 11%. ag 
PD a fires "no 

ン 97 年度 実質 19 成長 一 一 過去 最低 の 伸び 

Choe 


政府 は 20 日 开办 机 大 Han I lec 97 年 度 の 園内 総和 RE (GDP) の 実質 成長 率 を 
19%, PRERE 3.1% E ANE L AEE LER L Pee (98.1.20) 


wee Br? f Neah kT 
an Aih Su rE , 
eee ・ = Aa Uhan, dem 
ekira dh ada Chicks (ep Fler Aa phan mec ve yey ae J i 
at 3 っ + OD 79 
wi Van ny frog Th cha” gue FY St Gea den cua ade da LIF, 
24% 


SAT tag her ay 


BI q7 


Eoen 政府 か ら 国会 に 提出 きれ る 。 米国 に 遅れ る こと 32 年 。 
アジ ア で も 昨年 、 韓 国 に 先 を 越 さ れ た 。 (983) 


et 
が が と し 
MAC 


Yan te 


ERO HAES eT ie aah 


Jacl a a spt Ole 。 Avy lwak yo ev aly 
FIR, ft, SAANTO STEN ARAL, 社民党 の 上 ae 三 党首 は 自民 


RRO EN aA Ce SERENE ERKA Ke (98.5) 
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che pen c! 1 (le Bante Ratton 
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バキ スタ ン は 5 月 928 日 、 西 部 パル チ ス タ ee ャ ガイ 丘陵 で 初 の 地下 核 実験 を 
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/ 
政治 改革 、 財 政 構造 改革 に 続い て 、2001 年 か ら の 1 府 12 省 店 体制 の スタ ー ト 
を 日 標 と する 中 央 省庁 改革 基本 法案 が 」1 VE 4 行政 改革 特别 委员 会 下 自 民 、 社 
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小渕 内 闘え ター ト KATENI 1 23h 


自民 党 の 小 pau : 総 蔵 は 7 月 30 日 全集 され た 第 143 攻 時 国会 で 第 84 代 、 54 人 
目 の 首相 に 選出 きれ た 。 小渕 氏 は 首相 指名 後 、 rae 入り 、 新 内 開 を 発足 
当世 大 。 (98.30) YET Red 
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世界 "同時" REAR 


COR. 日 本 の 北部 で は 梅 雨 が 終わ ら ず 、 東日本 を 中 心 に 隆 り 続い た 集中 豪雨 
は 大 き な 撤 害 を も た らし た 。 韓国 、 中 国 で も 大 雨 が 大 き な つ め 跡 を 残し た 。 対照 
的 に 米国 で は 条 暑 の 日 々 と 世界 各地 で 異常 気象 が 続い た 。 そ の 背景 に 海面 温度 の 
上 昇 や 地球 温暖 化 が ある と 専門 家 は 指摘 する 。 (98.9) 


文化 財 に 人 台風 の 痛 手 
台風 7 号 の 影響 で 、 平 安 時 代 初期 を 代表 する 仏 才 建築 で ある 奈良 県 の 室生 寺 五 


BOW (国宝 ) な ど に 大 き な 被 害 が 出 た 。 室生 寺 で は 22 日 午後 4 時 ご ろ 、 樹齢 約 
650 年 の 杉 が 根 こ そ き 倒れ て 五 重 の 塔 に あたっ た 。(989) : 


独 16 年 ぶり に 社民 政権 へ 

ドイ ッ ツ の 連邦 議会 が 27 日 行わ れ 、 最大 野党 の 社会 民主 党 (SDP) が コー ル 首 相 
の キリ スト 教 民 主 ・ 社 会 同盟 (CDU・CSU) に 圧勝 、 第 一 覚 に な っ た 。 英 プ レア 、 
仏 ジョ スパ ン 耐 内 閣 に 続き ドイ ツ に も 社会 民主 内 閣 が 誕生 L, RREO EA 
は 大 き な 転 換 点 を 迎え た 。(98.9.28) 


長寿 化 ぐ ん ぐん 100 歳 以上 1 万 人 突破 


厚生 者 に よる と 100 歳 以上 の お 年 寄 が 1 万 158 人 と な り 、 初 め て 1 万 人 を 突破 
し た 。 そ の 内 訳 は 女性 が 8.346 人 で 82.22% を 占め 、 男 性 は 1.812 人 だ っ た 。('98.9) 
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都 の 税収 、4.400 億 円 不足 


昧 気 低迷 で 財政 将 に 陥っ て いる 東京 都 の 1998 年 度 の 税収 不 走 は 、 最 悪 の 場合 
4400 億 円 に 達する こと が 明らか に な っ た - 者 税収 入 は 今年 度 の 当初 予算 で 4 兆 
6.200 億 円 を 見 込ん で いた が 、 法 人 事業 税 な どの 落ち 込み が 激しい 。('98.9) 


性 感染 症 の 若者 じ わ り 増加 


WIR 7D STA, MTP CRE A PERE (STD) の 患者 数 が ここ 2 
年 、 じ わり と 増加 し て いる こと が 坊 生 省 の 全国 調査 で 分 か っ た 。 92 年 まで は 4 万 
人 台 で 推移 し て いた STD 患者 数 は いっ た ん 減少 し た が 、97 年 に は 3 万 4868 人 と 
増加 に 転じ た 。 (98.9) 


捜査 員 に 福建 語 講座 一 一 集団 審 航 急増 


警察 庁 は 10 月 か ら 都 道府県 の 捜査 員 や 通訳 担当 職員 を 対象 に 、 中 国 南 部 の 福建 
省 周辺 で 使わ れ て いる 「 福 建 語 」 の 講座 を スタ ー ト させ る 。 集団 密航 な ど で 摘 発 
SHRED, 事件 の 披 得 者 と な る 同省 出身 首 が 急増 する 一 方 、 福 建 語 で 通訳 が で き 
る 職員 が 全国 で も ほとん どい な いた め だ 。 (98.9) 


抗生 物質 次 々 と 耐性 責 出 現 

20 世紀 前 半 に は ベニ シリ ン 、 ス トレ ブ ト マイ シン な どの 抗生 物質 が 次 々 に 発 
R MÈSI AMBAR RUED E ORORO AR LLRI 
SMM OMB MIE DA KOMI AL KEEA TUS. (9810) 
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日 韓 共 同 宣言 


戦後 53 年 、 日 韓国 交 正常 化 か ら 33 年 。 国賀 と し て 訪日 し た 4 人 目 の 韓 国 大 統 
領 金大中 氏 は 小 淵 首相 と の 首脳 会 談 に 臨ん だ 。 今後 、 両国 は 互い に 協力 関係 を 深 
め る 事 で 一 致し 、 共 同 宣言 に 署名 し た 。 (98.10) 


向井 さん 、 グ レン さん 2 度目 の 宇宙 


米 航 空 宇宙 局 (NASA) は 10 月 29 日 午後 2 時 29 分 ( 米 東部 標準 時 、 日 本 時 間 
30 日 午前 4 時 19 分 ) 、 向 井 千 秋 さ きん (46) や ジョ ン ・ グ レン 上 院 議 員 (77) 57 
人 が 乗り 組む スペ ー ス シャ トル ・ デ イス カバ リー を ケネディ 宇宙 セン タ ー か ら 打 
ち 上 げた 。 向井 きん は 日 本 人 初 の 再 飛 行 に 旅立ち 、 史上 最高 齢 の 宇宙 飛行 士 グ レ 
ン 氏 は 、36 年 ぶり の 再 飛 行 の 夢 を 果たし た 。 (98.10) 


衛星 中 継 で 結び 遠隔 手術 


信州 大 学 医学 部 付属 病院 は 、 衛星 中 継 に よる テレ ビ 会 議 ン ステ ム を 使っ て 、 約 
8000 キ ロ 離 れ た ベラ ルー シ 共 和 国 の ゴメ リ 州 立 病院 の 骨髄 移植 手術 を 支援 する こ 
と に な っ た 。 患 者 は 、 チ ェ ル ノブ イリ 原発 事故 の 影響 と み ら れ る 白血病 の 子供 で 、 
リア ル タ イ ム で 手術 の 映像 や 心電図 な どの 情報 を 受け 取り 、 急変 に 備え て 、 現地 
の 医師 に 即座 に アド バイ ス で きる 態勢 を と る 。 (98.11) 
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業務 の 外部 委託 一 アウ ト ソ ー シ ン グ 


景気 低迷 と 企業 の コス ト 削 減 意 欲 の 高まり を 追い 風 に 、 ア ウト ソー シン グ 市 場 
が 順調 に 拡大 し て いる 。 企業 外 の リソー ス (能力 ) を 活用 し 生産 、 販 売 ア フタ ー 
サー ビス な どの 分 野 を 外部 に 委託 する 企業 が 増え 、 89 年 に 26 兆 6000 億 だ っ た 市 
場 は 、98 年 に は 40 兆 7.000 億 円 まで 拡大 する 見 込み と いう 。 (98.11) 


欧州 通貨 統合 へ 


欧州 経済 の 復権 を 目指 し て EU (欧州 連合 ) の 通貨 統合 が いよ いよ 本 格 化 し て 
きた 。1999 年 1 月 か ら 、 フ ラン ス ・ ド イツ な ど 11 カ国 は 資本 取引 な ど に 単 一 通 
貨 ユ ー ロ を 使用 する 。 為 替 の 変動 の 危険 や 通貨 の 交換 手数 料 は な く な る が 、 反 面 、 
価格 競争 は 激しく な る 。 英国 、 デ ンマ ー ク 、 ス ウェ ー デ ン の 3 カ国 は 99 年 1 月 か 
ら の 参加 は 見 送る が 、 統 合 参加 に は 前 向き の 姿勢 を 見 せ て いる 。(99.1.1) 


も の づく り 技 術 復権 を 


TA, 鋳造 、 機 械 加工 な ど 、 製 造 業 を 支え る 技術 の 進行 と 人 材 育成 を ね ら っ た 
基本 法案 が 、 今 通常 国会 に 提出 され る 。 (9924) 


米 の 失業 率 4.32% 一 一 前 月 と 同 水準 


お う 盛 な 労働 需要 を 背景 に 、 米 国 の 月 間 失 業 率 は 1970 年 2 月 以来 の 歴史 的 な 低 
さき を 記録 し て いる 。 雇用 面 の 堅調 さき が 示さ れ た こと で 、 HATS ~ ORNRNY SE 
も 広がり そう だ 。 (199.26) 


= IOE = 


今世紀 の 100 大 ニュ ー ス 


米国 の 博物 館 が 1999 年 2 月 に まとめ た ジャ ー ナ リス ト の 投票 に よる と 、 広 島 と 
AO WR Fld SIAL 100 大 ニュ ー ス に 選ば れ た 。 し か し 、 原爆 投下 に 至っ 
た 経緯 に つい て は 、 多 く の な ぞ が 残さ きれ た まま だ 。(99.2) 


元気 出し て 日 本 経済 


世界 銀行 総 工 の ウォ ルフ ェ ソ ン 紅 は 1 日 、 東 京 で アジ ア 経 済 を 還 復 軌道 に 乗せ 
る た め に は 、 日 本 が エン ジン の 役 を 果たす べき だ と 語っ た 。 好況 の 米国 や 単 一 通 
貨 ユ ー ロ が 順調 に スタ ー ト し た 欧州 に 比べ 、 日 本 は 自信 國 失 気味 に な っ て いる と 
述べ 、 日 本 経済 の 停滞 が 貞 生 に 向かう よう 強い 期待 感 を 表明 し た 。(993) 


ロー マ 字 表記 の 日 本 人 名 

文化 庁 の 国語 に 関す る 世論 調査 に よる と 、 英 語 で の 人 名 表記 を 姓 - 名 の 順に す 
べき だ と 答え た 人 が 3492% で 、 名 - 姓 が よい と 答え た 人 306% を 初め て 上 回 っ た 。 
欧米 式 に 名 - 姓 で 書く 習慣 は 日 本 で は 明治 の 初め か ら 続い て いる が 、 中国 、 韓国 
は 英語 で も 姓名 の 順 で 書く 。 (99.4.29) 


放射 性 廃棄 物 予定 通り 積み 下ろ し 


フラ ンス か ら 授 時 きれ た 高 レ ベル 放射 性 廃 葉 物 を 積ん だ 輸送 船 が 15 年 前 、 青 
森 県 大 ヶ 所 村 む つっ 小川 港 に 入港 、 積 み ド ろ し 作業 が 始ま っ た 。 0994) 
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自动 车 国内 生产 500 万 右 制 如 


日 本 自動 車 工 業 会 が 27 日 発表 し た 1999 年 上 半期 の 自動 車 メ ー カ ー 11 HORA 


ノ 生 産 台 数 は 493 万 1910 公 で 、 上 半期 と し て は 79 年 以来 50 年 ぶり に 500 万 台 を 下 


回 っ た 。 軽 自 動車 の 生産 は 過去 最高 の 水準 だ っ た に も か か わら ず 、 不振 続き の ト 
ラッ ク な ど が 足 を 引っ 張っ た 。(997) 


と に か く よ く 売 れる ベン ツ 


世 の 不 景気 を し り め に 、 バ プ ブル 期 の 90 年 に 3 万 9.000 台 た っ た ペン ッ の 売り 上 
げ が 98 年 に は 4 万 2000 右 、 今 年 に 入っ て さら に 好調 が 加速 し て 99 年 1 月 一 6 月 
DRAAIE CITAU EARRA A With EORR, WA 
事業 主 な ど 。('998) 


第 145 通常 国会 闭幕 


AHERE GESER A iL oA- Aa E . 
国歌 と する 法 」 eee Ka wy, BILIR C998 


自動 車 メ ー カ ー [| BARE) に カ 


地球 温暖 化 な ど 世 界 的 に 環境 意識 が 高まる な か で 、 車 メー カー の 増 境 閉 題 へ の 
対応 が 直接 販売 に 影響 を 与え 始め て いい る, 大 寺 メ スー カー は 環境 消 染 に つなが る 物 
質 の 管理 や 、 環境 保全 の コス ト の 公 去 な ど 、 消費 痢 の 厳し い 中 を 委 識 せ ぎ る を 得 
な く な っ た 。 ('99.9) 
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広がる 書店 サー ビス 


大 手 S 書 店 は 、 こ の ほど 東京 駅 前 に 「 プ ックス & カ フェ | を オー プン し 、 未 購 
入 の 本 、 雑 誌 も カフ ェ に 持ち 込み 自由 の サー ビス を 提供 する 。(99.9) 


世界 の 人 口 60 億 人 に 


国連 人 口 基金 (UNFPA) は 22 日 、 世 界 の 人 口 が 10 月 12 日 に も 60 億 人 に 達 す 
る と の | 世界 人 口 白書 」 を 発表 し た 。 人口 増 加 率 は 下り 坂 に な り 日 本 、 欧州 、 北 
米 で は 歯止め が か か っ て いる も の の 、 ア フリ カ や 南西 アジ ア で は 増え 続け 、 世界 
全体 で は いま だ に 年 間 7.800 万 人 規模 で 増加 し て いる 。(99923) 


中 国 建国 50 周年 祝賀 大 会 


中 華人 民 共 和 国 の 成立 か ら 50 周 年 の 10 月 1 日 午前 、 中 国 の 首都 ・ 北 京 で 50 万 
人 規模 の 祝賀 大 会 が 開か れ 、 江 沢 民 ・ 国 家 首 席 が 記念 演説 を し 、 半 世紀 に わた る 
発展 と 党 の 功績 を 強調 する と と も に 、21 世 紀 中 ご ろ に 近代 化 を 実現 し 富 強 の 大 国 
と し て の 地位 を 確立 する た め 、 奮 闘 す る よう 国民 に 呼び か けた 。 (99.10) 


ノー ベル 平和 賞 「 国 境 な き 医 師団 」 に 


ノル ウェ ー の ノー ベル 賞 委 員 会 は 15 日 、 今 年 の ノー ベル 平和 賞 を 緊急 援助 団体 
「 国 境 な き 医師 団 」 に 贈る と 発表 し た 。 「 国 境 な き 医 師団 ] は 戦争 や 天災 な ど 医 療 
が 必要 な 地域 に 、 ボ ラン ティ ア の 医師 や 看護 婦 た ち を 派遣 する 非 政 府 組織 
(NGO). ('99.10) 
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仮装 外国 人 ら 電車 で 大 騒ぎ 


キリ スト 教 の 祝日 「 万 聖 節 ] の 前 夜祭 「 ハ ロウ イィ ー ン 」 に あたる 10 月 31 日 に 、 
仮装 し た 外国 人 ら が JR 山 線 の 是 内 で 酒 を 飲ん で 騒ぐ トラ ブル が 、 こ こ 数 年 相 次 
いで いる 。 ハロウィーン を 1 週間 後に 控え 、JR で は 当日 の 駅 問 連 絡 を 寅 に し て 警 
戒 す る 構え だ 。(99.10) 


ベル リン の 季 崩壊 か ら 10 年 


東西 冷戦 の 象徴 「 ベ ルリ ン の 壁 」 が 月 壊し て 10 年 。 ドイ ツ 連 邦 議会 で コー ル 元 
首相 、 ブ ッシュ 前 米 大 統領 、 ゴ ル バ パチ ョ フ 元 ソ連 大 統領 ら が 記念 演説 を し た 。 
(99.11.8) 


ノー ト PC 台湾 首位 に 


30 日 付 の 台湾 各紙 に よる と 、 古 浴 の 今年 の ノー トブ ッ ク 型 パソ コン の 出荷 台数 
は 前 年 より 53.7% 935 万 5.000 台 に な る と 見 られ 、 全 世界 の 4992 を 占め 世界 
ー に な る こと が 確実 に な っ た 。 (99.12) 


留学 生 が 史上 最多 


日 本 の 大 学 や 大 学院 な ど で 学ぶ 留学 生 が 5 万 5.755 人 と 、 前 年 より 8.7% (4.457 
A) 増え て 史上 最多 に な っ て いた こと が 12 日 、 文部省 の 調査 で わか っ た 。1996 
年 97 年 に 連続 し て 前 年 割れ する な ど 最 近 は 低迷 し て いた が 、 ア ジア 各国 の 経済 
危機 が 一 段落 し た こと な ど に よっ て 再び 活発 に な っ た と 見 られ る 。 (00.1.13) 
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2000 年 度 政府 予 算 通常 国会 提出 


政府 は 県 気 刺 激 策 と し て 84 兆 9.800 億 円 の 積極 予算 を 組み 、 国 会 に 提出 し た 。 
史上 最大 規模 の 予算 だ が 、 税収 は 48 兆 6000 億 円 、 税 外 収 入 を プラ ス し て も 歳入 
は 52 兆 円 。 33 兆 円 に 近い 国債 発行 で 不足 分 を 補う こと に な る 。(O0.24) 


日 経 平均 終値 一 時 2 万 円 台 


4 日 の 東京 株 式 市 場 は 個人 投資 家 や 株 式 投資 信託 か ら の 資金 流入 を 背 哲 に 、 晶 
経 株 価 が 2 年 半 ぶ り に -- 時 2? 万 円 台 の 大 台 を 回 復 し た 。(00.24) 


1 億 2,668 万 人 一 一 人 円 増 戦後 最低 


総務 庁 は 1999 年 10 月 1 日 現在 の 日 本 の 推計 人 口 を 発表 し た 。 そ れ に よる と 総 
人 口 は 1 億 2.668 万 人 で 、1 年 間 で 20 万 人 の 増加 に と ど ま っ た 。 出生 児 数 か ら 死 
亡者 数 を 引い た 「 自 然 増加 ] は 21 万 2000 人 で 戦後 最低 と な っ た 。 65 歳 以上 の 老 
年 人 口 は 2.118 万 人 で 14 歳 以下 の 年 少 人 口 (1.874 万 人 ) を 初め て 上 回 っ た 。 15 歳 
以上 64 歳 以 下 の 生産 年 齢 人 口 は 、 前 年 より 減り 8675 万 人 と な っ た 。 (003) 


| 介護 の プロ | 10 年 で 75 倍 


1987 年 に 介護 福祉 十 の 制度 が 始ま っ て 10 年 余り 、 毎 年 1 回 行わ れる 国家 試験 
を 受け る 人 は 当初 の 約 35 倍 、 合格 著 の 数 は 約 75 倍 に 増え た 。 お 年 寄 や 障害 の あ 
る 人 の 人 浴 や 食事 の 手助け を し た り 介 護 の 指導 に あたる この 職業 に つい て いる 人 
は 、 全 国 で 1999 年 12 月 で 16 H 7,000 人 。(0033) 


saa Oy ia 


国民 党 惨 敗 半 世 紀 の 政権 に 幕 


3 月 18 日 癌 浴 総 統 選挙 が 行わ れ 、 即日 開 県 の 結果 、 最大 野党 ・ 民 主 進歩 党 の 陳 
KAR (前 台北 市 長 ) が 当選 し た 。 与党 国民 党 の 連戦 氏 ( 副 総 統 ) は 惨敗 し 、 半 
世紀 以上 に わた る 国民 党 政 権 に 幕 が 引か れ た 。(O0.3.19) 


ロシア 大 統領 プー チン 氏 


ロシア の 大統領 選挙 が 3 月 26 日 実施 きれ 、 前 大 統領 が 後継 者 に 指名 し た ウラ ジ 
ミル ・ プ ー チ ン 大 統領 代行 兼 首 相 (47) が 当選 を 決め た 。 任期 は 4 年 。 5 月 上 名 
に 大 統領 に 就任 する 。 ロ シア の 最高 指導 者 が 国民 に よる 選挙 で 平和 的 に 交代 する 
の は 、 旧 ソ連 時 代 を 通じ て 初め て 。('00.3.27) 


森 連立 政権 きょう 発足 


脳 こ うそ く で 緊急 人 院 し た 小渕 恵二 首相 (62) の 回 復 の 見 込み が 立た な な いこ と 
を 受け て 自民 党 は 5 A, RRR (62) を 後継 の 総裁 に 選出 し 、 公 明 党 と 、 
自民 党 か ら 別 れ て 結党 し た 保守 党 と と も に 森 氏 を 首相 に 指名 、 自 民 、 公 明 、 保守 
3 党 に よる 株 連立 政権 が 発 均 する 。(0045) 


意 法 き ょ う 53 歳 


RABIES 2000 年 5 月 3 日 、 施 行か ら 53 年 を 迎え た 。 今年 1 月 、 衆参 両院 
に 押 法 問題 を 専門 に 議論 する 密 法 調査 合 が 初め て 設置 きれ 、 議 案 提出 権 は な な いも 
の の 、5 年 を めど に 報告 書 を 作成 する こと に な っ た 。(0053) 
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イン ド の 人 日 10 億 人 突破 


イン ド 国 家 統計 委員 会 に よる と 世界 第 2 位 の 同国 の 人 口 が 2000 年 5 月 11 日 、 予 
測 よ り 2 カ ヵ月 早く 1]0 億 人 を 超え た 。 イ ンド で は 毎 分 52 人 の 赤ちゃん が 生ま れ て 
お り 、 毎 年 オー スト ラリ ア の 人 口 と ほぼ 同じ 約 1.700 万 人 が 増え 続け て いる 。 ち 
な み に 第 1 位 の 中 国 は 約 12 億 6000 万 人 。(O05.11) 


海外 旅行 や や 回 復 1,636 万 人 


1999 年 度 版 の 観光 円 書 に よる と 、 日 本 人 の 海外 旅行 者 は 前 年 より も 55 万 人 増 
え 1.636 万 人 で 、 や や 回 復 し た 格好 だ 。 海外 旅行 先 の 人 気 上 位 は 、 米国 が 484 万 人 
で トッ プ 。 続い て 韓国 211 万 人 、 中 国 123 万 人 、 タ イ 820A, 台湾 76 万 人 の 順 。. 
特に アジ ア 地 域 の 伸び 率 が 高い 。 (00.5) 


“健康 寿命 "最長 の 74.5 年 


国連 の 世界 保健 機関 WIHIO) は 4 日 、 日 本 人 が 健康 的 に 過ごす こと が で きる 期 
間 は 平均 745 年 (女性 772 年 、 男 性 71.9 年 ) で 、 加盟 191 カ国 の 中 で 最長 と いう 
調査 結果 を 発表 し た 。 肺 が ん や 心臓 病 の 催 愚 率 が 他 の 国 に 比べ 低い こと を その 要 
因 に 挙げ て いる 。 (00.6) 


携帯 電話 主導 権 和 争い 


ビジ ネス チャ ンス を うか が う 世界 の 大 手 通 信 会 社 は 、 世 界 中 で 同じ 端末 が 使え 
る 次 世代 携帯 サー ビス に 向け て 、 激 し い 質 収 合戦 を 展開 し て いる 。(O006) 
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フリ ー タ ー150 万 人 超す 
2000 年 版 労働 白書 に よる と 、 定 職 を 持た ず に アル バイ ト な ど で 暮 ら す 若年 層 の 
いわ ゆる フリ ー タ ー が 急増 し 、150 万 人 (97) に 達し た こと が 明らか に な っ た 。 座 


業 後に 進学 せ ず 定職 も な い 人 の 割合 は 99 年 の 新卒 者 で は 高卒 で 32%、 大 卒 で は 
232% に 増え て いる 。 (006) 


「 統 一 目指 す 」 南北 合意 
韓国 の 金大中 大 統領 は 平壌 を 訪問 し 、 喝 上 初め て の 人 金正 日 ・ 労 働 党 総 書記 と の 


首脳 会 談 に 臣 み 、「 統 一 の 自 廿 解決 ] な ど 5 項目 か ら な る 南北 共同 宣言 に 合意 し 、 
正式 署名 し た 。 00.6.15) 


総 選 挙 与党 安定 多数 は 確保 


第 42 回 総 選 共 は 25 日 、 全国 300 の 小 選挙 区 と 11 ブ ロッ ク の 比例 区 ( 総 定数 180) 
CHIR, AIAG Satz, 自民 、 公 明 、 保 守 の 与党 3 党 は 、 合計 で 選挙 前 か ら 大 


安定 多数 (269 議 席 ) を 確保 し 、 析 首相 の 続投 が 決ま っ た 。 民主 党 は 大 都市 の 小 
選挙 区 で 躍進 し 、 勢 力 を 大 きく 仲 ば し た 。(O00626) 


ビジ ネス 特許 KAIER 


情報 技術 (IT 革命 ) の 勝 豚 を 握る と 言わ れる ビジ ネス モデ ル (BM) 特許 の 日 
米 成立 件 数 は 、300 件 対 5.000 件 で 圧倒 的 な 格差 が 生ま れ た 。('00.6.27) ~ 
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覚せい 剤 ・ 大 麻 の 摘発 、 拡 大 続く 


覚せい 剤 や 大 麻 な ど 不 正 薬物 の 審 輸 が 急増 し て いる 。1999 年 に 全国 の 税関 が 水 
際 で 摘発 し た 量 は 2.186 キロ と 前 年 の 約 2.5 倍 に 達し 過去 最高 だ っ た 。2000 年 に 
入っ て か ら も 昨年 と 同じ よう な 水準 で 摘発 が 増え て お り 、 当 局 は 警戒 を 強め て い 
Bo (006) 


ヒト ゲノム 「 解 読 終了 」 


日 米 欧 が 公 的 資金 で 進め て きた 人 間 の 全 遺 伝 子 情報 (ヒト ゲノム ) を 解読 する 
「 国 際 ヒ トゲ ノム 計画 ] は 26 日 、 ヒ トゲ ノム 配列 の 概要 の 解読 を 終了 し た と 発表 
し た 。 ('00.6.27) 


日 本 マク ドナ ルド 日 商 20 億 円 突破 


日 本 マク ドナ ルド は 26 日 、 先 週末 24 日 、25 日 の 1 日 の 売上 高 が 同社 と し て 初 
め て 20 億 円 を 突破 、 過去 最高 を 2 日 連続 で 更新 し た 。 更新 記録 は ハン バー ガー な 
どの 購入 者 に 限っ て 販売 し て いる 「 ハ ロー キテ ィ ぬ い ぐ る み 」 に 人 気 が 集まっ た 
も の 。 (006.27) 


TOEIC 受験 者 100 万 人 突破 へ 


英語 能力 を 測定 する TOEIC の 受験 者 が 急増 し て いる 。 1999 年 度 は 87 万 人 と 95 
年 度 の 1.5 倍 に 拡大 、2000 年 度 は 初め て 百 万 人 を 突破 する 見 通し だ 。 99 年 度 、 世 
界 で の 受験 者 は 150 万 人 で 日 本 で の 受験 者 が 半分 以上 を 占め た 。('006) 
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[SOHO] スモ ー ル ・ オ フィ ス ・ ホ ー ム ・ オ フィ ス 


SOHIO と 一 口 に 言っ て も 中 身 は 多様 だ 。 頂点 に は フリ ー の デザ イナ ー や コン サ 
ル タ ン ト な ど 一 撮り の 高額 所 得 者 が いる 。 ベ ンチ ャ ー も 創業 当時 に は SOHO の 形 
式 を と る こと が 多い 。 日 本 で も 、 こ の 新しい ライ フス タイ ル に 100 万 人 が 携わっ 
て いる が 、 一 般 の 会 社員 に 比べ て 地位 は 不安 定 だ 。(00.7.2) 


東京 ディ ズ ニ ー ラ ンド 
1983 年 4 月 に オー プン し た 東京 ディズニーランド (千葉 県 浦安 市 ) の 入場 者 数 


が 14 日 、 開園 以来 2 億 5.000 万 人 に 達し た 。 2 億 5.000 万 人 目 の 入 場 者 は 東京 の 主 
Mito 認定 証 や 巨大 な ミッ キー マウ ス の ぬい ぐる み を 記念 に 贈ら れ た 。 (00.7.15) 


NTT 接続 料 下げ 
日 米 規制 級 和 協議 は 18 日 、 最 大 の 懸案 と な っ て いた NTT の 接続 料 引 き 下 げ 問 


題 で 合意 し た 。 引き 下げ 幅 は 2000 年 末 か ら 3 年 間 で 22.5%、 その うち 最初 の 2 年 
MC 2026 の 引き 下げ を 前 倒し し て 実施 する と いう も の 。(0O07.19) 


2000 円 札 お 日 見 え 
ミレ ニア ム (FERD 事業 の 一 つと し て 政府 が 発行 を 決め た 2000 円 札 が き ょ 


うか ら 市 中 銀行 に 配布 され る 。 新 紙幣 は 傍 造 防止 対策 も 万 全 で 、 ま さき に ハイ テク 
お 札 だ 。(00.7.19) 


a 


サミ ッ ト 2000 


ERE AMAA (沖縄 サミ ッ ト ) は 経済 の グロ ー バ ル 化 を 受け た 構造 改革 の 必 
要 性 を うた い 、 情 報 技術 (IT) 格差 や 感染 症 へ の 対策 を 盛り こん だ 首脳 宣言 を 採 
択 し 、 閉 幕 し た 。 主 要 8 カ国 が 今後 国際 社会 に 対し て ど の よう な 針路 を 示し 続け 
られ る の か 。 重い 課題 を 背負 っ て サミ ッ ト は 21 世紀 へ と 進む 。(00.7.24) 


中 東和 平 交渉 が 決裂 
クリ ント ン 大 統領 は 25 日 、 中 東和 和平 首脳 会 談 は 「 合 意 し な か っ た 」 ERL 


た 。 連日 の 徹夜 交渉 に も か か わら ず 、 エルサ レム 主権 問題 で は 妥協 は 不可 能 だ っ 
た 。(O0.7.26) 


ルイ Ft ky TECK 
仏 ル イ ・ ヴ ィ ト ン 社 の 日 本 法人 、 ル イ ・ ヴ ィ ト ン ・ ジ ャ パン は 27 日 、 今年 上 半 


期 (1 月 一 6 月 ) の 売上 高 が 494 億 円 と 前 年 同期 比 27% 増 に な っ た と 発表 し た 。 
今年 は 1.000 億 円 の 大 台 を 超え る 勢い 。(0077) 


日 経 平均 終値 1 万 6.000 円 割れ 
28 日 の 東京 株 式 市 場 で は 日 経 平均 株 価 が 3 日 続落 し た 。 前 日 店頭 株 式 市 電 


(ナス ダッ ク ) の 総合 指数 の 急落 が 嫌気 され 、 外 国人 や 個人 投資 家 の 売り が 先行 し 
た 。(007.29) 
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これ で 安心 ! ? 新 500 円 硬貨 


日 銀 は 1 日 、 新 500 円 便 貸 を 各 金 融 機 関 に 払い 出し た 。 初回 は 約 2 億 枚 で 年 度 
内 で は 約 8 億 枚 を 市 中 に 流通 させ る 。 デザ イン は 現在 の 500 円 と ほぼ 同じ だ が 偽 
造 ・ 変 造 防止 の た め 、 周 辺 に 斜め に 刻み を 入れ る な どの 工夫 が 施さ きれ て いる 。 
(00.8.1) 


フィ ルム カメ ラー デジ カメ 
デス クト ッ プ ー ノ ー ト PC 


イン ター ネッ ト を 使っ て 電子 メー ル や 写真 の 送受 信 を 家庭 で 楽し む 人 が 増え 、 
ノー ト 型 PC や デジ カメ 市 場 が 急速 に 拡大 し て いる 。 業界 は 今月 、 ノ ー ト 型 PC や 
デジ タル カメ ラ が 、 デ スク トッ プ 型 や フィ ルム カメ ラ 市 場 を 追い 抜い た と 発表 し 
た 。 ノー ト 弄 PC の 平均 価格 は 1997 年 度 初め に は 約 27 万 8000 円 だ っ た の に 対し 、 
今 で は 20 万 2000 円 まで 下落 し て いる 。('O085) 


猛 圭 、 景 気 を 後押し 


気象 庁 の 予測 で は 8 月 、9 月 も 暑い 日 が 続き そう で エア コン 、 ビー ル な ど 夏 物 
商品 の 売れ 行き が 好調 だ 。 ち な み に エ アコ ン の 今年 度 の 国内 出荷 台数 は 3 年 ぶり 
に 700 万 台 に 達する 見 込み 。 ビー ル な ども 大 手 4 社 が そろ っ て 前 年 を 10% 前 後 上 
回 る 見 通し だ 。(008) 


SIS 


世代 格差 くっ きり 


経済 企画 庁 が まとめ た 1999 年 度 の 消費 者 意識 調査 に よる と 、 イ ンタ ーネット を 
利用 し た 経験 を も つ 人 が 10 代 (18 歳 、19 歳 ) で は 9832% と ほぼ 全員 に 近い こと 
が 分 か っ た 。 一 方 、60 歳 以上 で は 15.49%2 に と どまり 、 世 代 間 格差 が 浮き 彫り に な っ 
た 。 (00.8.13) 


国境 超え る 合併 ・ 買 収 


米 経営 コン サル タン ト 大 手 が 15 日 まとめ た 統計 に よる と 、2000 年 1 月 6 月 
に 発表 され た 国境 を 超え る 企業 の 合併 ・ 買 収 (M&A) の 総額 が 6.433 億 ドル ( 約 
70 兆 円 ) に の ぼり 、 過 去 最 大 の 規模 と な っ た 。 通信 分 野 の 大 型 合併 が 相次い だ た 
め だ が 、 日 本 企業 の か らむ M&A は 前 年 同期 比 で 40.4% 減 。 (00.8.17) 


ゼロ 金利 解除 


日 銀 は 11 日 、1 年 半 に わた っ て 続け て きた せ ゼ D 金 利 政策 の 解除 を 決め た 。 不良 
債券 処理 な ど 構 造 改 革 の 遅れ る 産業 中 心 の 経済 運営 か ら 脱却 し 、 わ ず か で も 金利 
機能 を 生か し た 経済 正常 化 へ と 能 を 切っ た 。 (008.18) 


コメ 電子 市 場 開設 へ 


関西 を 中 心 と する コメ の 販売 業者 や 生産 農家 540 社 が 、 イ ンタ ーネット 上 に コ 
メ の 電子 取引 市 場 を 開設 する 。 新 シス テム の 最大 の メリ ッ ト は 流通 経費 の 大 幅 削 
mre. ('00.8.21) 


= LS 


シド ニー 五輪 開か れる 


第 27 回 オリ ン ピ ッ ク 大 会 が 、9 月 15 日 か ら 10 月 1 日 まで 、 オ ー ス トラ リア の 
シド ニー で 開催 きれ る 。 今世紀 最後 の 五輪 と な る シド ニー 大 会 に は 、 史上 最多 の 
199 カ国 ・ 地 域 の 代表 と 、 東 ティ モー ル が 個人 資格 で 参加 し た 。(009) 


ユー ゴ 新 大 統領 就任 へ 


ユー ゴス ラビ ア で 7 日 午後 5 時 半 (日 本 時 間 8 日 午前 零 時 半 ) 連邦 議会 が 招集 

され 、 コ シュ トニ ッ ツテ 氏 が 正式 に 新 大 統領 に 就任 し た 。 13 年 間 、 ミ ロ シ ェ ビ ッ チ 
体制 に お か れ て きた ユー ゴス ラビ ア は 、 民 主 国家 と し て の 新た な 一 歩 を 踏み 出し 
た 。(O0.108) 


白川 英樹 氏 に ノー ベル 化学 賞 


スウ ェ ー デ ン 立 科学 アカ デミ ー は 10 日 、2000 年 の ノー ベル 化学 賞 を 、 導 電 
性 高 分 子 の 発見 と 開発 で 功績 の あっ た 白川 英樹 筑波 大 名 誉 教 授 、 ア ラン ・ ヒ ー 
ガー 米 カ リフ ォ ル ニア 大 教授 、 ア ラン ・ マ クダ イア ミッ ト 米 ペン シル ベニ ア 大 教 
HO 3 氏 に 授与 する と 発表 し た 。(O0.10.11) 


ノー ベル 平和 賞金 大 中 氏 に 


ノル ウェ ー の ノー ベル 賞 委員 会 は 13 日 、 韓 国 の 金大中 大 統領 に 2000 年 の ノー 
ベル 平和 賞 を 授与 する と 発表 し た 。 受賞 の 理由 は 朝鮮 半島 の 平和 実現 へ の 貢献 、 
民主 化 へ の 努力 、 さ ら に 日 本 と の 関係 改善 な ど 。 韓国 人 と し て は 初 の ノー ベル 賞 


受賞 。(00.10.14) 
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I. 新聞 各紙 の 情報 を 読む ノ 理 解 確認 練習 


* 2 ペー ジ に わた る も の は 石 ペ ー ジ か ら カ ペー ジヘ 


"1 億 総 送り 手 時 代 " に *ー 
日 本 の 言語 に 今 必要 な こと 
大 使 ら が 写し た に っ ぽん "… 
乗客 フレ ンド リー 


日 本 の 占領 と 
自然 治癒 力 * 
海外 旅行 で 何 を 学ぶ か 
遺伝 子 組 み 換え 作物 の 流通 一 結 を 訴え る * 
「 植 物 バ イオ 」 に 本 腰 を --- 
「 ル イ 17 世 生 存 伝説 ] に 束 
IT 鎖国 ーーーーー 
オス トラ キス モス 


誕生 し た て の 分 野 意 れ 得 ぬ 知 的 豊 礁 ' 
少子 高 齢 化 へ の 挑戦 で 論議 を ーー 
章 心 いつ まで も 
[Tar 7-2 a+ FORT 20 年 
日 中 、 予 想 上 回 る 人 的 交流 
治安 良い が 人 間 関 係 は … 
「 こ だ わり 」 に こだわ る ーーーーーー 
南 団 の 豆腐 は 固かっ た 
不 自由 を 知ら な い 子供 た ち 
日 本 人 と 自然 国家 *ーーーーー- 
電車 内 は ひたすら 無関心 ーー 


働く 女性 に は 悩み が 多 そう 
国家 公務 上 員 1322 一 一 -- 
自由 競争 怖い …… で も * 
連休 明け て …… * 痛 勤 " 
アジ アァ ア の 景気 回 復 ・ ーーーーーー-ー 
日 口 平和 条約 交渉 に 新た な 息吹 を * 
TRE] に 強い アメ リカ 人 "- 
高 感度 な リー ダー を 
企業 の 文化 は 変わ る 
金属 行人 ーーーーーー 


-176 - 177 


理解 確認 練習 解答 ーー 192 


AY 回 ー ミ G KAP HH 
LO ORO BC UI 
S°RERC MX | M R 
MTb AM \ ORM 
wR | COMES LeU 
ROY? UURIN MYX | 
E w REVE KOSH 
6° LINERS SB UH 、 
aU NWO ORR E 
HUNT ROK AVS 
KO GOS RAMI SS 
BNW? 

WRU `] EEN 
WER. SHRCLHSCT 
KE WREX REKES 
APOIO? VR 
Ove” OR RRSERE |S 
RRRS RN 
NSL STIKES IRR 
O° BS} RISE ASH 
HRPVIORAINR? ANON 
PY? WE ¢ RV LRA 
HSR THERRRLSO 
SLEW OHCIRIKD 
HRISSVSN IRD 
07 HE OAM IKE 
ore? 


1999 年 10 月 1 日 付 読売 新聞 


WES 


2 8 
し 2 8 
wg owl 
a KR 
き 5 
ao KR 
moo 1 
“ee te 
+ 
a 2 
] 
Bs 
S 
ey 
4 
BR 
S 
关 心 
KX FN k 
. 8 g 
2 # 4 
る wm y 
ai E 母 
> px 
3 ga 
ay row 
To aes 


の 世 


こ は 


で 、2003 年 ( 


- は 


Ai 
路 


帯 が パソ コン を 持つ よう に な る と 見 られ て いる 。 携帯 と 上 メール は 


洪水 発生 源 の 


電話 や 


た 
T 


の 関係 は 携 


を 大 きく 変 


言葉 は 、 


ば ド メ ー ル の 中 で 生ま れつ つ あ る 


Ex 


: メ ー ル で 大 きく 崩れ 、 そ の こと が 
$ 


て いる 。 


E 
i 


| 


言 文 一 緒 体 " 


を 一 緒 に し た “* 


wv 


ー 122 一 


wu 


GNG 
mf 


SRE RIN? g 


TS. 08 SOMML | RO 
rr PEC 
SiO RHEE | DUN 
RV. OL MH GUS 
M | MODE CGR RAER 


MRORKGHAW Biv 
OSH! KERN P DIM 
AOKGELIO MERRE 
HUY RRL RVW 
TRA RK LANKAN BY 
7 SHOP UNE OL 
DENSON? SHAR Witten 

EMORHEH RILE DINOS HE 
EHO amos | H+ RIRE ROMER 
ray LEKU WORK 
SHO HHR SPER 
LO OKOS<OU SOR J HESREM 
RAMMER WIES KIRSCH] 97 A 
p ESL KO CU APA で て へ ペー ネー 

A’ D46HHGII<U OREM” IMHAIR< 
<ER RAUB PAP er Jee? BERGI OO 
へ J ROM SBHUNS Bute BRRSHERK 

POMP APA] OR TA MEN-AOU SURO 


n 

x 
> 

+ 


BROGRE | 


有 MMR VARA 


SHLOMO? GRREHESS), SREM VO レニ ペー 


SEU MOMS | 
CARCI DDN BV 2 


RF エマ 
x 一 き G ト とっ Kr uM 


RUTER 
v Vv 


UHR NAAN ERY 
S Cb SCHIXi 


6 2) Sev EMSs RNG 


St’ PRELIRERS< 
HOMO SLL Dine 


DERS NAW 
BAA” RAEO 
OG SB RE RBS 
和 一 人 过 CER HH 
EUER U JOELNR 
MRV O RHEES HOL 


REMULE V 
ANGLO (Eh 
REMI S< LO) PSI 
AS SHE RES 
ED 
o * 

KOHALE RE 
Wom’ 固 條 つじ くに ? WA 
PES DMOMMAS” EK 


3 


HORDEN 


LEMRBRUN OU 4 


LAs S Wetted ir 
THINS OP PERIKSI 


we Soups 
KIVER MER tty 
TRS? 

URIC oa RENG NS 
M HU SEERA S 
AN RE 
OS MOSS’ M 


TY 了 | 


East 
WEVA) TEORIKE 
HI INEO ME 
NOPEYIANSNKAP 
ge 

RUMORS x — 
RGH MRSA 
VIO*K SRY Sea 


RS 


WY LOC MRE RS 


[8° iOS?» bes 


Win? ロリ ー ド ネー で 二 
PURER) 
HOMERUS Oo Vv 
AK | ae MA RA -U 
MEAL IVS RDE 


se = 
BE | WS 


SOK ERY VION ERAS 
HEURKENS PIV BO 
SEER UA ONE 
YIK<HRBOSMES | ENER 
WAH RR QA MON? 
TSEHES RN AD KA 
PS SDE UIDERD | BPC NON a 
SLBNNM MRE WRI oO) 
ud 

NN REEI JLN 
VORSN EH OSLER ES 
puQA MRO e? PEN 
FREES MTR iG < 14949 
KORRE WULE RE 


SRORSWHLO | ESME 
LDARKARED SSE 
10 放せ 9 っ " HAO’ BKE 


Sa SS 


TENEROVGNORSSRRN 
VO VOWO MBE SION PG 
KHOA? ue’ 


SXCERUEEQURM REE 


DROSS’ HUROMSHIWR 
DIMA SARH RARA 
URROHKVIA DH FARA 
REO VRC BUI Ne 
FOVWNPEYSR? 
RESAUNYREVRB 
NOTKE BC .O eae ees 
DI に SYS) いり 凍ら 
ALOHA Eh’ REORLEV 
RAO? DKON TI TINY 
-EIKENES HES 
SERENA CY" WEAR RUE 


VERON SAS 
RS 人 、 
SERGE =A 


2000 年 3 月 25 日 付 朝日 新聞 


も の に x を つけ な さい 。 


違う 


筆者 の 考え と 同じ も の 【 


Is 


PERT SRO AA OM 


存在 し 、 そ れ ! 


ミ 


は 数 を えき れ な い は ほど の 言語 カ 


化 が ある 。 


(1) 世界 ! 


x 
at 
っ の 
2 
x 
H 
§ 
2 
S 
fi 
A 


け で な く 、 


(2) 英語 は 日 本 た 


X 
や 


ya 
44 
に 


3 
9 
a) 
< 
8 
W 
g 
や 
+ 
> 
z3 


川 語 に 


公 


日 本 で も 早く 英語 を 


( 


混乱 は 起き な い 。 


し て も 、 


Ba. it ) 


だ 


ぼれ 
na 


ed Asn K 


) 


旧 を 軽く みる 風潮 


( 


Jo 


ある の で 、 日 本 


だ 


する こと は 別 問題 


用 語 


日 本 人 の アイ デン ティ ティ ー は 日 本 


公 


重要 損する こと と 、 


H 


it 


『 


語 


(5 


を 招く よう な こと を し て は な ら な い 。( 


お よび 国際 的 モン ス を 問わ れる 


TAA 


国際 ビジ ネス 、 


(8) 日 本 で の 問題 は 、 


( 


Jo 


+ 


と 
対し て の 日 本 


= 


語 力 が 低い 
は 、 RELA 0 


E 


政治 に 携わる ね 人 た ちの 


(9) LAG 


ce 


語 教 育 の 体系 を 築く 


n 


こき 


必要 な 


ET 


) 


( 


すず だ 


l 
4 


の 地位 を 保つ 


に 


語 は 水 久 に 世界 の 共通 語 と | 


ji 


(0 # 


NES al 


NE JI 
REO PRIER ORO HI 
SARGE" 

CT SRM HURRY 
SKE KHOU Ree ee 
TS” BUNK RSC EPE 
TOMBE VO SEEK 


iene 


RRAMKGHN ENTER 
S DIBA UBIO RS 
CA? FEE USE IO mH 
SSVEOVSGNR’ OK Ua 
MIE RS ARERR HOSS, 
POUR QUAD N° 

JRO RRO OURS 
SSHOANSRSV OVO MRE 


EJ 


Ho, 


BOVES MARRERO TO 
AAW” BARS NOSES | ON 


SEEVSOROND HEY 
SMRELE (SETHE 
Ro RE SV OLN HO 
SNAG? PIJE 
ARIS CREO TOMO 
PREMOWVTRRS 
= BN 


X の ) 
か 


Ue 


TK GORE RRR RR 
MEXIA RNR 
AE MaR Mig? 

RC LERS EARS RO 
AO UC STS BO ORY 
BWR ES? Oke ae ON 
UN FRENETTE 
NM ONK<B UVR RHH 
で SGD88 こ る " 


Mt SIREN <P J 


SERRE OU S1° 
BMRA? IONS 
T MO HRPEN TASES 0a | 如 
HRERELGWNS’ URW 
ESE EW RM iO GHA 0 
i” SEENMES R2REBR 
(ily | BROKCRE) BAKES 
BR) IER OU SOR’ 
SPITE SUEUR 


SS OV BUNS 
CO HERO ROME 404) 
SUS SERN ENEON 

KESKIEKVENIO® BO 
TOKEA 
8526 MOREQ MRE ROY 
RWI EOUAIESUAN? つる 
Y USUA” HEBBAL 
THELEN NHO 


CI’ RRBVEBMON Ae 
PEOR DRIO 
RIV WERON DN 
T RHORREPANVER RG 
RACH OG< HR" ny 
YSR Mae? 

QIN’ DKK alt’ 
FEE Ki QU Qn RE <a 
NEN’ ROVBEURS OD 


ー 125 - 


Mi Ikili 


FRE 


PR PADA Ae b v9 Ae EA 


eF) > fad Py 999 


| TP w SA Ty 


AEE T 


fi SIS 2 2 el 


COR A See ety 
1 是 已 去 地 LL ail 


rare, 1 


i iiaii 


jet] 
opty, | 


126 


が 0 は Dfi PEE 


ON aR Ait Sty 


っ で ある 


3 3l] 


Pe EEL RA ue ae 


3 RG ERYN A 


wee REM ap ー ER 


mou? TRK 


5 


he の が が 


Be a 


48 
開 


AN ADALRKEKE] =i 
=r REEEOX 
SMA GUAR) 
NJ URNS? 


REES 


SRERMHVES XY 
ANDR = SEEN 


Ro omy 


/五 本 Wy 


き 


ROS D 
OC IERG- ARPES 


Ly 
a 


Sieh ! 


うか 


よう 


RRA REN 


NUH! Mae ra 


TASI- 


Kt 


ERR 


VANH KS UNG 
“ONS BORG 50° 
[NSR KSSE 
RNR IU ORL 
10) ag 

HON UKXBEOKLE 
bail QE) 


porase B] 


Č 


6 


t 性 a 
`H の ) de 


zE wa 
UBRINESRENS 
に RE に と に で Ke が | 
SORRRETR LVS 
WT 


も: で いで 
BERL MEWRIRO 


Te Span 


MERL OAT ay 


NES LK 


NERISHY 
EAA NG NSD | 
JRRST ST USIN | 
BSE | ASTAS 
Si 


ERW Shige | 


CREE URE 


1999 FF iJi F Hig 


lr = 


1. 次 の 言葉 は どう 読み ます か > 


(1) 景観 a. け か ん b. けい か ん e. けい が ん 
(2) iit & a な き し ょ b. な き と こ ろ c. な きど ころ 
(3) 客車 a きゃく しゃ b. か くし ゃ c. きゃ っ し ゃ 
(4) 敬遠 a. け えん b. けい お ん c. けい えん 
(5) 青天 井 a. あお て ん し ょ b あお て ん じょう c. せい て ん じ ょ 


I. イギリス 式 に A 、 フ ラン ス 式 に B を 入れ な さい 。 


(1) 
(2) 英 仏 海峡 を 渡り 人 国 の 際 、 パ スポ ー ト に スタ ンプ を 押さ な い 。( ) 
(3) プラ ッ ト ホ ー ム か ら 3 段 登っ て 列車 に 乗る 。(  ) 

(4) 駅 舎 を 美術 館 に 変身 させ た 。(  ) 

(5) 入国 時 に 「 チ ャ ネル ・ タ ネル | の スタ ンプ を 押す 。 ( ) 


プラ ッ ト ホ ー ム と 客車 の 床 が 同じ 高き に な っ て いる 。( ) 


m. 正しい も の を 一 つ 選 びな さい > 
(D ヨー ロッ パ の 汽車 旅行 が 楽し い の は な ぜ で すか 。 


a. 海底 トン ネル を 通る こと が で きる か ら 。 

b. 自然 の 景観 が 近く に 見 られ る し 、 土 地 の 人 々 と 交流 が で きる か ら 。 
c. どの 駅 で も 通過 記念 スタ ンプ が 押し て も ら え る か ら 。 

d. 荷物 を 持た ず に 遠く に 行け る か ら 。 


(2) 駅 の フレ ンド リー 化 と は どん な こと で すか 。 


a. 乗客 に ゆっ くり と 時 間 を か け て 旅行 を し て も ら う こと 。 
b. 隣国 に 入る 時 、 バ パス ポー ト の 提示 を 強制 し な いこ と 。 
c. 乗客 が 満足 で きる 電車 や 駅 告 、 シ ステ ム を 整え る こと 。 
d. 駅 に 美術 館 を つく る こと 。 
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I. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


U) 経由 a. けい ゆ b. けい ゆう c. け ゆ 
(2) 手段 a. し ゅ だ ん b. し ゅ うだ ん e。 SIE 
(3) 感傷 的 a か ん じょう て き b. か ん し ょ て き ce PALES q% 
(4) 人 道 主義 a. に ん どう し ゅ ぎ b. じん ど し ゅ ぎ ce. じん どう し ゅ ぎ 
(5) RET a. ね さす b. ね ぎす 人 ご ん さ ず 

I. ①-⑨ の 中 か ら 適当 な も の を 選ん で 。 の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


1) 寮 気団 の 南下 で 、 気 温 が 害 ド 20 度 記録 し た 。 
① を の に Qe 


2) 温暖 化 が 進ん で いる と 、 今 年 の 冬 は 寒かっ た 。 
@ いわ れ た と お り (2) いわ れ な が ら も 。③ いわ れ た か ら に は 


3) 気候 が 温暖 な 地域 で は 、 _ 水 点 下 に は な ら な い 。 

① と きど き D (ERIS (3③ めった に 
(4) HARP eis OA 

① 囲ま れ て Dutt (3) BRE ALT 


M. 本 文 の 内 容 と 同じ も の に 〇 、 人 違う も の に x を つけ な さい 。 


(1) 筆者 は ミュ ン ヘ ン で 宏 下 40 度 を 体験 し た こと が ある . (  ) 

(2) 今年 の ニュ ー ヨ ー ク は 温 艶 化 の 影響 で 曖 か か っ た 。( ) 

3) 大 多数 の 日 本 人 は 、 ヨ ー ロ ッ パ の よう な 上 厳寒 の 冬 に 直面 し た こと が な 
い 。( ) 

4) 北極 の 寒気 を 受け る ヨー ロッ パ 内 陸 の 都市 で は 、 建物 の 構造 は 、 灯 が 厚く 
窓 も 二 重 、 三 重 に な っ て いる | ) 

5) 筆者 は 寒気 の 中 で ヒュ ー マ ー ニ ズム 上 気候 ・ 風 土 の 関係 を 考察 し た 。( ) 

(6) 厳し い 気象 条件 の り ゎ も と で は 、 人 々 は 感傷 的 に な る よう だ 。(  ) 
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I. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) 賢い a. か た い b. すご い c. か し こい 
(2) 一 流 a. い ちり ゅ b. い りゅう c. いち りゅう 
(3) 人 相 a, CAC b. に ん そう c. に ん そ 

(4) BRA a. だ まる b. も くる c. た まる 

(5) 利口 á YZ b. か こう c. りく ち 


I. ①~⑬ の 中 か ら 適 当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


(1) 学者 と いっ て も 、 賢 い 顔 が 多い o 


① わけ が ある D わけ で は な い ③ わけ だ 
(2) 賢 さき は 攻 に は 反 喘 きれ な いも の の よう だ 。 、 世 間 に は 賢い 顔 に 対す 
る 一 定 の イメ ー ジ が ある 。 
Q だ か ら D それ で いて ③ その た め 


(3) 学長 た ち が 発言 し た と き や 他 人 の 話 に 表情 に は 、 さ す が に 知識 人 ら 
し さき さ を 感 じ る 。 
OHSS GHEZA ③ 耳 を か た むけ る 


M 本 文 の 内 容 と 同じ も の に 〇 、 四 う も の に x を つけ な さい 。 


) 会 議 に は 国 公 立 と 私 立 大 学 の 学長 が 出席 し た 。( ) 

) 日 本 の 国立 大 学 は 全部 で 99 校 あ る 。 ( ) 

(3) 会 議 に 集まっ た 人 々 は 、 一 流 の 学者 た ち だ っ た 。( ) 

) 会 議 に 集まっ た 人 々 は 、 み な 黙っ て いて も 賢 そ うだ っ た 。( ) 
5) 一 般 に 利発 な 子供 に は 共通 の 顔つき が ある と 思わ れ て いる 。( ) 
(6) 子供 の 時 に 優等 生 だ っ た 人 は 、 大 人 に な る と 知識 人 に な る 。( ) 
(7) 利口 な 子ども は みな 鉄腕 アト ム の よう な 顔 を し て いる 。( ) 

(8) 費 い こと と 利口 な こと は 、 同 じ で は な いよ うだ 。( ) 
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1. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) 奇跡 a. き ぜ き b. きせ き c. きっ せき 
(2) 復興 a. ぶっ ぎょ よう b. ふっ こ c. あっ こう 
(3) 著しく a. いち じ る し く b. いち じ し く c. いち し く 
(4) 明らか a. あ けら か b. あき ら か c. あか ら か 
(5) 携わる a. か か わる b. た ず き わ る c. そ な わ る 
(一 3⑬ の 中 か ら 適当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を た 人 れ な さい 。 


U 戦後 の 食糧 難 の 時 代 に は 、 子 供 た ちゃ 思い を し た 。 
① ひも じい DELU ③ な つか し い 


(2) 終戦 後 、 ア メリ カ か ら 技 術 や 資本 が され 、 産 業 の 復興 の た め に 使わ 


れ た 。 
吸収 (2) 追求 ③ 導入 
(3) 米国 に は 、 日 本 製品 に 市 場 を 開い た 結果 、 し た 産業 も ある 。 
復興 D 壊滅 ③) 発展 


(4) 国家 が 自己 の 利益 を 追求 する の は 当然 で ある が 、 米国 の は 著しく 寛 


大 で あっ た 。 
① 援助 物資 D 占领 政策 © 平和 調印 


(5) 戦勝 国 側が 日 本 に 普 酷 な 講和 条件 を 課 そ うと し た と き 、 米 国 が それ 
を 押 き え 込 ん だ か 忘れ な いで ほし い 。 
(① 大 ま か に (2) いか に 图 過 和 分 に 


(6) 平和 条約 調 還 50 周 年 に 際 し 、 日 本 人 と し て に 占領 時 代 を ふり か えっ 


て みた い 。 
cb 主観 的 ②) 達観 的 ③ 客観 的 
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I. 次 の 言葉 は どう 読み ます か . 


(1) 治癒 力 a. ち ゆり D ょ く b. じゅ り ょ く c. ちゆ うり き 
(2) 呼吸 a. こ き ゅ b. こっ きゅう c. こき ゅ う 
(3) 説く a. どく b. と く a. deg 

(4) 高齢 化 a. これ いか b. こう れ か c. こう れい か 
(5) 授かる a. きず か る b. も うか る c. うか る 


ゆー⑤ の 中 か ら 適 当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


エン ジン に は 吸気 口 と 排気 口 と が 別々 に ある 。  、 人 間 の 肺 は 吸気 口 も 
排気 も 同じ で 、 口 と 身 に つなが る 気道 が か ひとつ な い 。 、 エ ンジ 
ン に 比べ て 吸 排気 の 効率 が 晶 い 。 
OM だ け @) し か ⑬ し か し DL OR だ か ら 


M. 筆者 の 考え と 同じ も の に ( 〇 、 信 う も の に x を つけ な さい 。 


(1) 健康 食品 や 栄養 剤 は どん どん 利用 すべ きだ 。( ) 

(2) 健康 の た め に 、 な る べく 歩い た ほう が よい 。( ) 

(3) 東洋 医学 は 自然 治癒 力 を 高め る た め に 人 役に立つ 。( ) 
(4) 近代 科学 で 解明 きれ て いな いも の は 、 効 果 は な い 。(  ) 
(5) 気持 ちの も ち 方 は 病気 の 治り 具合 に 影響 する 。(  ) 

(6) も っ と も 頼り に な る の は 現代 医学 だ 。( ) 


N. あな た が 健康 に よい と 思う の は どれ で すか 。 


0) 栄養 の バラ ンス を 考え た 食事 を と る 。 

(2) 毎日 、 ス ポー ツク ラブ で トレ ー ニ ング を する 。 

(3) 鍼 や 銀 、 漢 方 薬 な どの 東洋 医学 の 治療 法 を 取り 入れ る 。 
(4) 毎日 規則 正しい 生活 を する 。 

(5) 高価 な 栄 差 剤 を 飲む 。 

(6) 
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1. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) 触れ 合う a. ゆれ あう b. すれ あう c. ふれ あう 
(2) 老婆 心 a. ろ う ぼ し ん b. ろう ば し ん c. ろう ば あし ん 
13) 巡る a. ま わる b. めぐ る c. と め る 


I, 正しい も の を 一 つ 選 びな さい 。 
D 「 今 の 若者 を うら や まし く 思 う 」 と ある の は な ぜ で すか 。 


a. 海外 で ショ ッ ピ ング や 欠 光 が 楽し め る か ら 。 

b. 普 と 違っ て 、 今 は 自由 に 気楽 に 海外 に 行け る か ら 。 

c. 外国 の 若者 と 自由 に 交流 で きる か ら 。 

d. ゴー ルデン ウィ ー ク の 休み を 利用 し て 旅行 が で きる か ら 。 


(2) 筆者 が 海外 旅行 に 出かけ る 若者 に 望む こと は 何で すか 。 


a. 高価 な 土産 を 買う こと 。 

b. 有名 な 観光 地 を 巡る こと 。 

ce 人 間 の コア の 部 分 で 共通 する 何 か を 見 つけ る こと 。 
d. 欧米 の ネッ トワ ー ク の シス テム を 学ん で 来る こと 。 


(3) 住み や すい 社会 を 育て る た め に 必要 な の は 何で すか 。 


a. コ ンピュータ ー 産 業 な ど で の 世界 統一 基準 を 作る こと 。 
b. 心 や マナ ー の グロ ー バ ルス タン ダー ド を 築く こと 。 

- 世界 の 国々 を を ネッ トワ ー ク で 結ぶ こと 。 

. 欧米 社会 の 考え 方 や 精神 を 定着 させ る こと 。 


A ñ 


M. あな た は 海外 旅行 で どん な こと を 学び た いで すか 。 
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[. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) 細かい a. こまかい b. きめ か い c. ほそ か い 
(2) 招き a. まな き b. ま に き c. まね き 
(3) 主張 a. し ゅ っ ちょ う b. し ゅ ちょ う c. し ゅ うち ょ 
(4) 亡命 a. ぼ うみ ょ う b. は めい c. ぽう めい 
(5) 拠点 a, ALTA b. OTA c. ぎょ て ん 
I. ゆー③ の 中 か ら 適 当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 
U 英国 の スー パー で 遺伝 子 組 み 換え 食品 を 見 つけ る の は 難し い 。 そ れ は 
の が 原因 と み ら れ て いる 。 

OGM ジャ ガイ モ の 実験 結果 が 波紋 を 広げ た 

© GM 作物 の 商品 化 が 中 止 に な っ た 

® GM の 研究 が 遅れ て いる 
2) プシ ュ タ イ 氏 の 研究 が 発表 きれ る と か ら 抗 議 が 相次い だ 。 

O 各国 の 科学 者 ②⑫ 企業 © 日 本 の 消費 者 


(3) プシ ュ タ イ 氏 の 日 本 で の 講演 や イン ター ネッ ト で の 訴え に 対し て 、 人 々 か 
ら は が 多く 寄せ られ た 。 
① 確認 (2) 声明 © #1] 


Wl. プシ ュ タ イ 氏 の 考え と 同じ も ゃ の に 〇 、 人 違う も の に x を つけ な さい 。 


(1) 遺伝 子 組 み 換え 食品 は 、 安全 性 が 確か め ら れ な く て も 商品 と し て 売っ て も 
Vrs (  ) 

(2) 遺伝 子 組 み 換え 食品 の 研究 は 税金 で 行なう べき で ある 。(  ) 

(3) 市 民 を モル モッ ト に し て は な ら な い 。( ) 

(4) 税金 を 使っ て 行なわ れる GM 食品 の 研究 結果 は 、 社会 に 発表 する 義務 が あ 
る 。( ) 

(5) 無害 の レク チン を 使っ た の で 、 ラ ッ ト に 影響 は な い は ず だ 。( ) 

(6) 遺伝 子 組 み 換え 食品 は 薬品 と 同じ レベ ル で 実験 を すべ きだ 。( ) 
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ze 
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D> DOHA» D il 
(1) フラ ンス 革命 で 処刑 きれ た ルイ 16 世 と マリ ー 


(3) ルイ 17 世 の 生 存 伝説 は 
(4) 生存 伝説 を 


(2) 正史 


I. 


I, 


I. 


m. 


次 の 言葉 は どう 読み ます か zs 
(1) 大 量 a, た いり よう b. だ いり ょ う ex: た り よ う 
(2) 日進月歩 』a. に っ し ん げっ ぷ b. に っ し ん げっ ぽ c. に し ん げっ ぱ う 
(3) 苦手 a. AA b. くし ゅ c. に が て 
(4) 思惑 a, Gus b. お も わく c. お も い 
(5) 足元 a. そく も と b. そく げん c. あし も と 


① て ③ の 中 か ら 適 当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


Q) イン ド の IT 産業 は 、 同 じ 英語 圏 と いう 事情 に 加え て の 存在 が 米国 企 
業 を 引き つけ た 。 
Q① 経済 力 ③) 優秀 な 技術 者  @ 高度 情報 教育 


(2) 日 本 の IT 産業 は 、 海 外 と の 交流 を 深め な いと 、 国 際 競 争 力 を 失い o 
① か ね な い ② が ち だ ③ か ける 


(3) 日 本 の ソフ ト 業 界 に は 「 米 国 に 次 ぐ 規 模 の 日 本 市 場 は 、 日 本 企業 だ けが 独 
LAW) と の 。 が ある よう だ 。 
ひ 指示 ⑫ 反省 DER 


記事 の 内 容 と 同じ も の に 〇 の 、 人 違う も の に x を つけ な さい 。 


0) 米国 と イン ド の IT 産業 交流 は 進ん で いる 。(  ) 

(2) 日 本 は イン ド 人 技術 者 の ビザ 規制 を 緩和 する 方 針 を 示し た 。(  ) 

(3) イン ド の コン ピュ ー タ ー ソ フト の 対日 輸出 比率 は 、60 バ パー セン ト を 超え て 
いる 。( ) 

(4) 日 本 は イン ド の コン ビュ ー タ ー ソ フト を 少し は 輸入 し て いる 。( ) 

(5) 通産 省 は イン ド と の TIT 産業 の 交流 拡大 を 希望 し て いる 。(  ) 

(6) 日 進 月 歩 の 技術 動向 を 知る に は 、 イ ンド と の 提携 が 必要 だ 。( ) 

(7) 日 系 企業 の イン ド へ の 進出 は 進ん を で いる 。 (  ) 
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論説 委員 宏 か ら 


2000 年 1 月 5 日 朝日 新聞 


1. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) 追放 a. つい ほう b. つい ほう c. つう ほう 
(2) 募る a. と る b. つの る c. あげ る 
(3) 唯一 a. ゆ いち b. ゆう いつ c. ゆい いつ 
(4) 映す a. うつす b. LaF c. ほ は やす 


I. いて ⑬ の 中 か ら 適 当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


(1) 古代 ギリ シア の オス トラ キス モス は 、 追 放し た い 者 の 名 を 記入 し て 投票 し 、 
一 定数 に 達する と 追放 に な る で ある 。 


① 運動 Qs ③ 制度 
(2) アテ ナイ は 直接 民主 主義 で ある 。 民意 の 反映 は 十分 で は な か っ た 。 
① その まま で ②⑫ それ で も OnT 


(3) 日 本 で も 、 先 ご ろ 韓 国 で 市 民団 体 が 大 規模 に 展開 し た 「 落 選 運 動 ] を 繰り 
広げ よう と いう が 出 て きた 。 
① 可能 性 ②) 動き @@ 努力 


(4) 「 落 選 運 動 ] は 、 選 挙 と いう 唯一 の 道 に 大 き な を 与え る 可能 性 を も っ 
て いる よう だ 。 
O 影响 ②④ いら だ ち © 行使 


Hl. 記事 の 内 容 と 同じ も の に 〇 、 違 う も の に x を つけ な さい 。 


(1) 「 落 選 運 動 」 は 韓国 の 総 選挙 で 成果 が な か っ た 。(  ) 

(2) 民意 の 行使 は 選挙 に 頼る ほか は な い 。( ) 

(3) 民主 主義 は その まま で 完璧 な 制度 で ある 。( ) 

(4) 日 本 の 政治 に は 、 必 ず し も 民意 が 反映 きれ て いる と は 言え な い 。 ( ) 
(5) 民主 政治 は 民意 を 正しく 反映 させ る 努力 が 必要 だ 。( ) 
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2000 年 4 月 20 日 付 東京 新開 
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I. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


1) 穀物 a. こく ぶつ b. こく も つ c. ご くも つ 
(2) 飽食 a は うし ょ て 5. ば うし ょ さく c。 ほし ょ く 
(3) 解く a ae b. か く G. と 

(4) 備え a. そなえ b. た くわ え c. そろ え 
(5) 爆発 a. ば っ ぱつ b. ば く は つ c. ぼう は つ 


l. ① こ て ③ の 中 か ら 適 当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


(1) 日 本 の 穀物 の は 27 パー セン ト で 世界 178 カ 国 中 130 番目 で ある 。 
① 自給 率 @ 輸入 率 ORERE 


(2) 現代 人 は デー タ を 豊富 に 持っ て いて も 、 将 来 へ の 備え に は 鈍感 に 
な っ た よう だ 。 
① 科学 的 @ 歴史 的 ® 政治 的 


(3) 作家 の 野坂 氏 は 、 昭 和 20 年 ご ろ の 体験 を と 表現 し て いる 。 
O 破滅 寸前 @ METH ® 発病 寸前 


(4) 本 来 、 島国 は 自給 自足 の 仕組 み が 成 り 立 っ て Ze. Al, wate 
みつ ける 。 
① いた ら ② いる と ③ いれ ば 


皿 、 記 事 の 内 容 と 同じ も の に 〇 、 人 違う も の に < を つけ な さい 。 


(1) 食物 が あふ れ て いる 今 の 日 本 で 「 鍋 え 」 の 実感 は な い 。(  ) 
(2) 日 本 の 食卓 を 支え を て いる 輸入 食品 は 、 将 来 も 途絶 を な い 。(  ) 
(3) 日 本 は も と も と 自給 自足 の 国 だ 。( ) 

(4) 人 口 が 減少 し て いる 日 本 は 、 食 糧 苑 の 心配 は な い 。( ) 

(5) 人 口 爆発 の 地球 に 、 食 糧 危機 は 必ず 来る と 言わ れ て いる 。(  ) 
(6) 過去 に 仙 館 体験 を 持つ 人 は 、 日 本 に は も うい な い 。( ) 
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2000 年 6 月 13 日 付 東京 新聞 
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1, 次 の 下線 の と ころ の 意味 に 相当 する も の を 選び な さい 。 


O いつ も ヒョン な こと か ら 次 が 決ま っ て いく だ け だ っ た 。 
a. 非常 に 困っ た 
b. 偶然 の 


(2) よく も あん な と ころ で 生物 の 研究 が で きた も の だ が 、 当 時 は 研究 室 と は こ 
ん な も の だ と 思っ て いた 。 i 
a. 古く て 人 り 口 の 戸 が な い 部 屋 
b. 倉庫 の よう な と ころ 


(3) 渡辺 先生 の 人 柄 も 加わ っ て の こと だ が 、 上 関係 な びな し の 自由 な 話し 合 
いで 呼び さま され た 知 的 興 准 の 快 さ は 忘れ られ な い 。 
a. 眠っ て いた 状態 か ら 起 こき れ た 
b. 大 声 で 名 前 を 呼ば れ た 


1. 文 を 先 成 させ な さい 。 


(1) 建物 が 古い 実験 機器 も か っ た 。 


(2) 機械 を 借り に あちこち 歩い た お か げ で 、 を 知っ た 。 


(3) お 互い に 話し 合っ て 問題 点 を 明らか に し 、 を 探っ て 


いく 討論 は 、 常 に 考え る と いう と 組合 わ さ っ て お 


り 、 行為 だ 。 


(4) の ある 科学 者 を 育て た いな ら 、 若 い 時 に 、 討 論 
し て 考え る こと の を 味わわ せる こと だ 。 
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(3) 黒沼 さん は な ぜ メ キシ コ が 好き で すか 。 
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b. 国民 は 競争 心 が 強 く て 仕事 熱心 だ か ら 。 


a. 人 それ ぞ れ の 生き 方 や 考え 方 を 
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1. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) 掃除 atu b そ す うじ c. そう じ ょ 
(2) 手伝い a. て づ た い b. て つ だ い c. て つた い 
(3) 希薄 a. き は く b. き ぼ ぽく c. きっ ぱく 
(4) 深刻 a. じん こく b. し ん こ c. し ん こく 


I. 次 の 文 の 中 か ら 正 し いも の を 選び な さい 。 答え は 一 つと は 限り ませ ん 。 
(1) 文部 省 が 調査 し た 3 項目 は どれ で すか 。 


. 家 で どの くら い ゆい 勉強 を する か 。 

. う そ を つか な いよ うに 親 に 言わ れる か 。 
. 父親 が いる か 。 

. 友達 同士 の いじ め を 注意 する か 。 

e. 家 の 掃除 や 整頓 を 手伝う か 。 


ao r a 


(2) 調査 に よっ て わか っ た 日 本 の 特徴 は ばん な こと で すか 。 


a. 外国 に 比べ 子供 に 対す る 親 の し つけ が 甘い 。 

b. 父親 は 英国 の 父親 より も よく 子供 を 叱っ て いる 。 
c. 親 は 子供 に 家 の 仕事 を よく 手伝わ せ て いる 。 

d. 親 は し つけ を 大 事 に し て いる 。 

e. 父親 が 子供 を 叱る こと が な い 。 


(3) 筆者 は どの よう に 思っ て いま すか 。 


. 日 本 の 子供 は 自由 な 生活 が で き て で 幸福 だ 。 
. 不 自由 を 知ら な い 日 本 の 子供 は 不幸 だ 。 

. 日 本 の 親 が 子供 に 甘い の は 仕方 が な い 。 

. 日 本 の 親 は 子供 に も っ と 厳し くす べき だ 。 
. 学校 で の し つけ を 厳し くす べき だ 。 
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1. 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) 取得 a し ゅ と くさく b し ゅ うと くさく c. し ゅ っ と さく 
(2) KRIE a. い いし ょ くじ ゅ b. い し ょ くじ ゅ う co いじ きま じゅう 
(3) 交わ る a. か か わる b. か わる c. まじ わる 


HW. 正しい も の を つ 選 びな さい 。 


(1) 外国 人 が 日 本 国籍 を 取得 し た 場合 、 日 本 人 は 何 を 望み ます か 。 


a, 人 権 を 章 重 する こと 。 
b. 自国 の 生活 習慣 を 失わ な いこ と 。 
c. 日 本 人 に な りき る こと 。 


(2) 日 本 人 は 国家 を どう 考え て いま すか 。 


a. 強制 力 を 持つ 強い 存在 。 
b. 様々 な 人 種 が HILO KC oO TW CBD. 
c. 生ま れ た 国 で あり 、 自 分 で 選ぶ こと が で き な い も の 。 


1) アメ リカ が 国家 と し て 、 遇 本 と 根本 的 に 違っ て いる 点 は 何で すか 。 


a. 症 法 を も っ て いな いこ と 。 
b. 世界 中 か ら 移 民 や 亡命 埋 を 受け 人 れ て 国 を つく っ た こと 。 
c. R ERONCHA ke 


M. (P~ Oop 5 He bOe RAT の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


日 本 は 内 政 外 次 両面 で 重要 な SENTRA KRE LOR 
Mic だ 。 日 本 人 は 今 こ を の 呪縛 か ら 自分 を 解放 し 、 自 己 革新 
の 方 法 を 。 し な けれ ば な ら な い 。 

CD) 亡命 国家 Dft 消極 的 ⑭ 追随 的 

ORR RETR 
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が も そそ は る 無心 ま 間 る ん 
と つれ 面 一 関 で ま は "は 
国 ら KB と ら を hb CEA 
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ママ ORTI THe “し れい 関 た 空い 


rt 


2000 年 4 月 19 日 付 日 本 経済 新聞 


LO 山口 さん の 行動 に A、 日 本 の 乗客 の 行動 に B を 人 人 れ な さい 。 


(1) 赤い 由子 を か ぶっ て 胸 に 名 札 を つけ た 。(  ) 

(2) スケ ッ チ を し な が ら 画 用 紙 を つない で いっ た 。(  ) 

(3) カバ ン を か か えた まま 大 眠り を し た , ( ) 

(4) サイ ン 入 り の 自分 の 写真 を 座席 に 残し て 電車 を 降り た 。( ) 
(5) 新聞 を ひろ げ て 読み ふけ る ふり を し た 。( ) 

(6) HAS BALCH oc UBD AO LZ ( ) 


次 の 質問 に 答え な さい 。 


(1) 電車 の 中 の 出来 事 に も 、 ほ か の 入 答 に も 無関心 と いう 日 本 の 車内 風 其 を あ 
な た は どう 思い ます か 


(2) あな た の 上 還 で は 、 ス トリ ー ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン や 物 と い が 乗 っ て きた ら 、 乗 
客 の 中 に は お 條 を あけ る 人 が いま すか 


B) あな た は 、 見 知ら ぬ 人 で も 車内 で 日 が 合え を ば に っ こり し た り 、 ち ょ っ と 話 
し か けた り しま すか. 
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1 次 の 言葉 は どう 読み ます か 


m 著書 Ld b し ゃ し ょ co ちょ し ょ 
(2) 人 権 b. じん けん ce. に ん けん 
(3) 落胆 bh らく た ん で 、 ちっ ゃ た ん 
(4) 摘発 h Ca (FS u でき は ばつ 
(5) 触れ る b. さわ れる c. ふれ る 
TL. ゆー② の 中 か ら 適 な も の を 選ん で 。 の 上 に 番号 を 入れ な さい 。 


1) 筆者 は 人 権 問題 で 知ら れる 則 中 教授 の 講義 を 受講 で きる の が 楽し み だ っ 
た 。 a EADW FOR Ao TEO 
了 ころ が G つい で に 


(2) 目 本 の マス コミ は 、 マ ジョ リティ ー (多数 派 ) の 関心 に 情報 を 流し 
勝ち だ 


① 向 か っ て 対し で 3) 合わ せ て 
M. 本 文 の 内 容 と 回 じ も の に いい 、 尊 う も の に %X を つけ な さい 。 


CO 旧 中 教授 は 日 本 外交 史 の 人 研 完 で 知ら れ て いる 。 ( ) 

(2) 筆者 は 講義 に 出る まで 、 四 中 教授 の 苦 書 を 読ん を だ こと が な か っ た 。( ) 

(3) 外国 人 の 人 権 に 関す る 講 状 に は 学生 が 集まら な い 。( ) 

(4) 男女 同 権 を テー マ と し た 人 権 諭 の 講 養 に は 学生 が 集まる 。(  ) 

(5) 筆者 は 、 日 本 国内 の 外国 人 に 関す る マス コミ 報 造 が か た よっ て いる と は 
思っ て いな い 。 i 

(5) 外国 人 の 不法 上 労 首 の 存 負 は 、 日 本 社会 の 閉鎖 性 と 関連 が ある 。(  ) 

(7) 一 般 の 日 本 人 は 、 人 在昌 外国 人 の 人 権 問題 に 関心 が 高い 。( ) 

(8) 日 本 で は 、 外 国人 は 上 | 英語 の 練習 台 ]」 と し か 見 られ な いこ と が 多い 。( ) 

(9) 筆者 は 、 AAAS ATO Sb A 2 edt dR ee bo THE LS 


と 思っ て いる t ) 
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違う も の に x を つけ な さい 。 


20) 


] じ も の 【 


本 文 の 内 容 と 


ule 


* 社 で 、 フ ラン ス 語 を 教え て いる 。 ( 


者 が 教え る 女性 た ち は 


a 
x 


(1) 筆者 は 東京 の ある 


( 


忙し すぎ て 学習 意欲 が な い 。 


(3) 日 本 の 社会 は 、 女性 の 意識 の 変化 に 制度 が 対応 し て いな いよ う 


% 


(2) 


( 


た 


( 


Jo 


こ な っ た 


識 が 希薄 ? 


よる 分 業 の 意 


(5) 日 本 の 企業 で は 、 総 合 職 に つく 女性 が いな い 。( 


(4) 一 部 の 企業 で は 、 性 ! 


) 


と は な い 。( 


ー 


よっ て 、 女 性 の 昇進 が 左右 され る 


(7) 仕事 人 間 と 長 時 間 労働 は 、 切 っ て も 切れ な い 関 係 ! 


(6) 出産 や 育児 ! 


) 


ある 。( 


同情 する の は どん な 


ショ ン ゴ ウ さ ん が 同じ 働く 女性 と し て 日 本 女性 


オイ 
点 で すか 。 
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2000 年 4 H 15 Hf} 


- つ 選び な さい 。 


正しい も の を 


qT, 


な り た いと 考え る 理由 は 何で すか 。 


(1) 男子 高校 生 が 公務 員 ( 


だ か ら 。 


a. や り が い が な く て も ラク そう た 


b. リス トラ が な く 安 定 し て いる か ら 。 


c. あ 


が れ て いる か ら 。 


Cg 


っ た 理由 は 何で すか 。 


(2) 特に な り た く な い 職 種 の 1 位 页 政治 家 大 


a. キッ そう だ か ら . 


b. お 金 の 


と し か 考え て いな いか ら 。 


心 


頭 を 下げ な けれ ば な ら な いか ら 。 


人 に 


Cs 


(3) 医師 や 心理 カウ ン セ ラー に な り た いと 思う 理由 は 何で すか . 


a. う ら や まし が られ る か ら 。 


b. 給料 が 高い か ら 


c. 人 の 役に立て る か ら 。 
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2000 HF RHS if 読売 新聞 


0) 戻る a Dae b. まわ る で 。 BES 

(2) 雑踏 ae Suk} b. Sok Gy Saki 
(3) 足早 に そそ て ほや に b. あし は ば や に c. あ し は や に 
(4) 行楽 地 a ぎょ よう 5《 ち b ee hh ey iy Se 


I. 人 出 の 多 か - た 順に 芋 サ を 人 れ な 


Q) PAs ogon] ) 


2) [O4LEvea-—7 p AF PAL] | 
(3) [Ate Au dhl | ) 


(4) (BEAL iE ou 


I, 次 の 言葉 は どう 読み ます か 。 


(1) Fit a ふじ ん bh ふう ちん a BBA 
(2) 打开 a. だ か い b. た か い e だ っ か い 
(3) 頼る a. すがる hy Zk BS 本 E 
(4) 達成 a. た せい b, た っ せい e. Eott 
I ゆこ て ③ の 中 か ら 適当 な も の を 選ん で - の 上 に 番号 を 人 れ な さい 。 
(1) アジ ア は 1997 年 に 通 貸 危機 に 。 、 ぬ 激 な 経済 悪化 に 直 画 し た 。 
① 見 込ま れ iD ALBA AL @ 見 切ら れ 
(2) 99 年 に な る と 、 杏 港 を NIES 北 還 ・ 地 域 は 経済 の 回 復 が 鮮明 に な っ 
Re 
® BRS @) 取る ③ 含む 
(3) 通貨 危機 と いっ て も 、 ア ジア 品 還 に と っ て は いつ か 来 た 道 に 。 と いう 
考え の よう だ 。 
① 足り な い iD 及 は な い (3) 過ぎ な い 
U) PUT ODMH BILE 。 。 な が ら 風 の と き を 過ごし 、 次 の 飛躍 の 
チャ ンス を 待つ し た た か き を 僅 せ 持つ 
① の ば し Bias | 3 すく め 


皿 . 記事 の 内 容 と 同じ も の に いい)、 人 違う も の に x を つけ な きい 。 


(1) アジ アァ 経済 は 、 汗 導 の 予想 に 反し て 度 気 回復 が 早い 。( ) 

(2) アジ ア が 経験 し た 経済 危機 は 、 今 回 が 初め て で は な い , ( ) 
(3) 通貨 危機 を も た らし た 根本 的 上 因 は 、 す べ て 鯉 決 され れれ た 。 (〔 ) 
(4) アジ ア 経 済 は 今後 、10 以 上 の 終 済 成 長 を 達成 する だ ろう.。( ) 
(5) 日 本 の 経済 回 復 に は 作業 終 党 者 の 方 向 岐 換 が 必要 だ 。 ( ) 
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L 次 の 下線 の と ころ の 意味 に 相当 する も の を 選び な さい 。 


(1 


今回 の 会 談 は 、 平 和 人 条約 に つい て 実質 的 な 交渉 を する 場 で は な か っ た 。 
a 相互 の つっ こん だ 話し 合い 
b. ロ シア 側 の 香 見 聴取 


(2) 会 談 が 信頼 関係 を 築い た だ け で 終わ っ た と し た ら 、 成果 は 不 十 分 だ 、 
a. 交渉 の 結果 は 満足 で きる も の で は な い 
b. 交渉 は 成功 し た と きえ る 
(3) 当初 、 プ ブー チン 氏 は 次 の 訪日 の 時 期 に つい て 明言 を 避け た 。 
a. は っ きり 示 き な か っ た 。 
b. 日 本 側 に まかせ た . 
(4) プー チン 氏 は 、 対 日 交渉 で 少々 腰 が 引け て いる の で は な いか , 
a リー ダー シッ プ を と ろう と し て いる . 
b. 消極 的 な 態度 を と っ て で いる 
(5) 98 年 11 月 に エリ ウィン 大 統領 は 、 令 上 間 題 の 解決 を 棚上げ し た 上 で の 条約 


の 締結 を 提案 し た 
a, 中 止 する , 
b. あと に の ば すす 


(6) HOM, GUA WAL Ch Soe GR ERE 
a. 言 うま で も な い 
b. 断言 で き な い 


(7) 日 ロ 関 係 は 領 填 問題 が 全て で は な い が 、 HAME Sik b 要求 の 正当 性 を 真 
正面 か ら 誕 え 、 人 交渉 し て いく べき だ 
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I. 次 の 言葉 は どう 読み ます か - 


(1) 本 番 a. ほん ば ん b. も と ば ん c. ほん ば ん 

2) EW a. せん ば ぱい b. せん ば い c. せん は い 

(3) 親元 a. し ん げん b. せん も と c. お や も と 

(4) BARE a ひん ふか くさ  b. ひ ん が か くさ ミ  c. ひ ん ぷう か くき 
(5) 横柄 a. よこ が ら b. お う へ い Ce。 bo 


1, 次 の 下線 の と ころ の 意味 に 衝 当 する も の を 選び な さい 。 


(1) いか に アメ リカ と 日 本 の 文化 が 違う か は 口 酸っぱ くい われ て きた 。 
a. 批判 的 に 
b. 繰り 返し 


2) 米国 で は 日 本 お 得意 の 一 夜 演 け は 嫌い な よう だ 。 
a, 本 番 直 前 に し っ か り 練 習 す る こと 。 
b. 本 番 ま で 時 間 を か け て 丁寧 に 練習 する こと 。 


) 米国 の 教育 で は いか に 子供 た ち を 早く 自立 させ る か が 眼目 の よう だ 。 
a. 放っ て いる 問題 
b. 大 切な 目標 


WW. 演説 、 演 奏 、 ス ポー ツ 競 技 な ど で 「 本 番 」 に 強く な る た め に 、 あ な た が 必要 
だ と 思う の は どれ で すか 。 


) ERR] が 最大 の 楽し み だ と 思う こと 。 
) で きる だ けた くさ ん 練習 を し て お く こ と 。 
3) た くま し い 精 神力 を 持つ こと 。 
に MKSA 
5) ご く 自 然 で 身構え な いこ と 
) 米村 まで 梨 衣 し て いあ と と 。 
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2000 年 4 月 20 日 付 東京 新聞 
T リー の 中 か ら 適 当 な も の を 選ん で の 上 に 番号 を 人 れ な さい 。 


a 管理 弄 リ ー ダ ー は 実績 が ある だ け に 自信 た っ ぷり で 、 人 の 話 に あま り 


を 貸さ な 


ed 2 十 DH 

2 これから は 経済 の グロ ー ハ ル 化 、 情 報 草 命 が 進 むと され る 。 
O PH Be FA D 予知 

(3) SNE A, HAROM BONO EED RT OE 
5 理想 2 障害 (3) Hem 


I. CAE COU 72RA, DRAW) —-F-OMI BEANE So 


(感性 が 豊か で 小 き な 変化 に も 気付 き 、 ア イデ ア に 党 ん だ 人 ( ) 

(2) 時 的 達成 意欲 が 高い 管理 弄 ( ) 

(3) 柔軟 に 頭 が 切り 徐 わ り 、 フ ットワーク よく 自在 に 行動 で きる 人 .( ) 
(大 の 心 が わ か り 、 権 威 や ヤニ こだわ り を も た な い 実 現 型 。( ) 

(5) 管理 、 統 制 に ウエ ー ト を 置く リー ダー, ( ) 

i 実績 も 目 合 も あっ て 、 自 分 の や り 方 が 一 番 だ と 思う タイ プ ( ) 

(7) 組織 を - 人 で 揚 お うと する 皆 腕 タ イプ .( ) 
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IL. 正しい も の を 一 つ 選 びな さい 。 


字 生 た ち は 就職 に 磨 し て どの よう に 考え る よう に 
大 企業 に 就職 すれ ば 、 終 身 雇用 で 安定 し た 
b. 終身 尾川 を 前 提 に 企業 に 忠誠 を 誓っ 
c. 国際 化 が 進む 下 で は 、 
うな 社員 が 増え る と 了 予想 され ます か 。 
か tt 
a. 留学 経験 な ど を 生か し て 
b. 海外 研修 等 の 後 で 、 
c. RGH E ETHER. 
(3) 日 本 企業 の 考え 方 は 今後 どう 変わ る べき で すか 。 
Ej be 
a. HEAR L THR LEH] C MIE T BS 
b. 幹部 は 内 部 昇進 だ け に する 。 
海外 昼 学 を 奨励 し な い 
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、 有 利 に 転職 で きる 社員 。 
その 国 に 定住 し て し まう 社員 。 


な り ま し た か 。 


NHAC 


に 人 生 が お ぐれ る 。 
て も 、 生 涯 の 採算 は 合わ な い 
は じ め か ら 外 資 系 に 就職 し た ほう が よい 
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ft : 戦後 の 主 な 出来 事 一 日 本 を 中 心 と し て 
提出 文型 及び 副詞 ・ 接 続 表 現 、 慣 用 句 一 覧 表 
理解 確認 練習 解答 


WR fH 0d 广东 出 来 于 一 日 本 を 中 心 と し て 


1945 | 8. 6 | 広島 に 原爆 投 昭和 20 

8.9| 長崎 に 原爆 投 

8.15 | 1 - 次 世界 大 戦 終 わる 。 

・ 東 区 に 社会 上 上 義 固 家 成 立 

1946 | 11. 3 | 日 本 国 感 法 公布 21 
1947 3 HARRA ti 22 
1948 | 8.15 | AIEE 

9. 2 | WAER E ERARADO 
1949 | 10. 1 | 中 華人 民 共 利 国 成立 24 
1950 | 6.25 | WAEI PITE (53 年 7 月 休戦 協定 調印 ) 25 
1951 | 9 4| サン フラ ン シ ス コ 講 和 会 議 26 


対日 平 和 条 約 調 還 (48 カ国 ) 
9. 8 | 日 米 安 全 保障 条約 調印 
1952 | 4.28 | 対 卓 講和 条約 と 日 米 安全 保障 条約 が 発効 。 日 本 は 独 27 


立 を 達成 30 
1956 | 12.18 | 国連 総会 が 日 本 の 国連 加盟 を 可決 31 
1957 | 10. 1 | ソ連 人 虐 衛 早打ち も 上げ ( 写 人 宙 時 代 の 幕開け ) 32 
1960 | 1.19 | 新 日 米 安保 条約 調印 35 
1962 | 10.22 | キュ ー バ 危機 37 
1963 | 11.22 | 米 ケ ネ デ ィ { ASE RUE BE 38 
1964 | 10. 1 | 東海 道 新幹線 開業 、 東 京 - 新 大 阪 が 4 時間 。 (65 年 11 39 


月 か ら 3 時 間 10 分 に ) 
10.10 | 第 18 回 オリ ン ピ ッ ク 大 会 東京 で 開催 


1965 | 7. 1 | 名 神 高 速 道路 全線 開通 40 
KE AM THEIL aS 

1966 | & 1」| PD, ZEL FF IER ARIS OUT OPE EAR 41 
执 ， 

1968 | 5 8 | 帘 山 时 神通 出 流域 D1 人 图 人 1 了 图 人 病 玄 公害 病 上 咒 定 43 

1969 | 5.26 | 東名 高速 道路 全線 開通 (346.7 km) 44 
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1969 | 7.16 | Toa Sith OR) 打ち 上 げ 。 20 日 、 人 類 が 初 44 
めで て 月 に 立っ 
1970 | 3.1H1 」 大阪 で 日 本 亡国 博覧 会 77 カ国 参加 。 6.421 IF 8,770 人 45 


ェ 9.13| AYE) 

3.31 | よど 呈 ハ イジ ャ ッ ク 事 件 
11.25 ) Ee De UI YT Be 
1971 | 8.15 | = 9 2 RAREN, E KELOR Hyp- BOL Bip ay 46 
WER (ニク ソン ・ シ ョ ッ ク 1 Fo = 308 円 ) 


10.10 | NUK 総合 テレ ビ が 全 カ ラー 化 

1972 | 5.15 | 沖縄 の 施政 権 返還 、 沖縄 県 発足, 47 
6.17 | ウォ ー タ ー ゲ ー ト 事 朋 
7.7 | NT TEMES OR ATA 

1973 | 1.28 | A bh ARR Ge PETAR FE a) 48 
7. 9) Ka i in ea DA 
10.23 | 第 1 次 人 有 滑 危機 始ま 

1975 | 4.30 | 南 ベ トナ ム 政 権 供 sett Ko N DEL HR FR. 50 
TL 1S | OS 1 tol AEDS PTH ede (サミ ッ ト ) 開催 

1976 4125] SN AEE EA IARD 
T a A REPEC rAd 51 
9 9) CUP REPRE SE EME (82 歳 ) 死去 

1978 | 5.20 | 新 東京 国際 空港 (成山 ) が 開港 53 
8.12 ) 日 中 平和 友好 条約 調 還 。 23 日 条約 発効 。 

1979 1.17 | 第 2 次 オイ ル シ ョ ッ ク 54 
12. 一 | NGS | AC EIR ER) 採択 。 日 本 批准 は 85 年 。 

1980 | 9 9| イラ ン - イ ラク 戦争 勃発 55 

ッ 連 で ゴル パチ ョ に よる ペレ スト ロイ オカ ・ ゲ ラメ 
ZAK RG RGA ROTHER) 
1984 | 4 7 | 日 沙良 産物 交渉 が 決着 . 協 定 4 年 、 日 本 が 生肉 ・ オ レ 59 
ンジ 輸 人 を 増やす 
1985 | 3.17 | | 科学 万 博 ・ つ くば 85 | PAE 60 


8.12 | 日 航 ホ ー イ ング 717 ジャ ン ボ 機 、 姓 馬 県 御 単 鷹山 に 
Meike 520 ASE, 1 AAD BES 

9.29 | foe Ge ak Ea) 5 a TRL AL = npn Nf oe = 
RDT Et Gh KOL RREZ D MAN 


1986 


1987 


1988 


1989 


1991 


1992 


1993 


1994 


1995 


1996 


1997 


P = 


ソ連 の チェ ルフ ノブ イリ 原 子 力 発電 所 で 大 規模 な 事故 
東京 外国 為替 市 場 で 円 が 急騰 、-- 時 1 ドル =152 円 55 
銭 の 戦後 最高 を 記録 。 

ウル ダグ アイ で 聞い た 関税 貿易 一 般 協定 (が ガット) BADE 
会 議 が 新 ラ ウン ド の 開始 宮 言 を 採択 (ウル グ ア イ ラ 
ウン ド ) 

JR 民営 化 

ニュ ー ヨ ー ク 株 式 市 場 で 大 暴落 。 下落 率 226% で 1929 
年 の 大 商 慌 を 上 回 る 。 東 京 株 式 市 場 も 大 暴落 。 過去 最 
Re 

リク ルー ト 事 人 

日 米 農 産物 交渉 妥結 。 千 肉 ・ オ レン ジ の 輸入 自由 化 が 
決ま る . 

AAA AGE Ko 87 歳 。 

消费 税 宏 施 〈 税 率 3 %) 

天安 門 事 件 

AV") OE NH BE 

・ 東欧 革命 

PIER fr ph FE 

Vidi, WRT i. (ソ連 の 解体 ) 

PKO 法案 成立 

東証 平均 株 価 終値 、1 万 4309 円 41 銭 に 。 バ ブル 景気 
の 終結 。 

EC 統合 市 場 が 発走 。 世界 最大 の 単 一 市 場 。 

GATT の ウル グ ア イ ・ ラ ウン ド が 最終 協定 案 を 採択 
関西 周 際 空港 聞 港 

Be Pl A BERL (M.7.2) 

地下 鉄 サ リン 事件 

沖縄 ・ 普天 間 葉 行 場 の 返品 で 日 米 が 合意 

薬 証 エイ ズ 事 件 で 、 前 帝京 大 副 学長 、 ミ ドリ 十字 前 社 
Rikie 

小 選 挙 区 上 比例 代表 並立 制 に よる 初 選 挙 

英国 で 、 ク ロー ン 半 「 ド リー」 誕生 。 

消費 税 の 倍率 を 3 か ら 5% に 引き 上 げ 
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61 


62 


is 


1 


1998 


1999 


7.21 
9.15 


英国 労働 党 ト ニー・ プ レア 党首 首相 に 就任 

履正 男女 雇用 機会 均等 法 成立 

タイ 通貨 が 暴落 、 ア ジア 金融 危機 始ま る 。 

香港 、 イ ギリ ス か ら 中 国 に 返 軍 。 

北海 道 拓殖 銀行 、 都 銀 初 の 経営 破綻 。 

山 -- 謀 券 自主 魔 業 

イン ド が 24 年 より 2 度目 の 地下 核 実験 

バ パキスタン が 初 の 核 実験 

北朝 鮮 が 弾道 ミサ イル 「 テ ポ ド ン | を 発射 

EU (欧州 連合 ) の 単 一 通貨 ユー ロ が 仏 独 な ど 11 カ 国 
に 導入 

米 包括 通商 法 ス ー パ ー301 条 、 大 統領 令 に より 復活 。 
国旗 ・ 国 歌 法 成立 

茨 城 県 東海 村 の 民間 ウラ ン 加 工 施設 IOC で 国内 初 の 
FR SE ik 

世界 人 口 が 60 億 を 突破 
Am. | ドル = 101 円 台 。 

VAAL Rb MA} PMI I. 

H WIRE E RAE ZED 8 年 ぶり に 再開 
小渕 内 閣 総 辞職 

介護 保険 制度 スタ ー ト 

森 連 立 (自民 党 、 公 明 党 、 保 守 党 ) 政権 発足 

プー チン 大 統領 就任 

九州 ・ 沖 縄 サ ミッ ト 

第 27 回 オリ ン ビ ピッ ク 大 会 シド ニー で 開催 
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提出 文型 及び 一 詞 ・ 接 続 表 現 、 慣 用 名 一 覧 表 


提出 文型 及び 副詞 ・ 接 続 表 現 
あ ー か ら と P3 
あえ て P50 ー か ら と いっ て P65 
あく まで も P79 て からには P1235 
ー あ っ て の  P.45 か ん か ん に P86 
ー あ まり P53 
き 
い 逆 に  P68,141 
いか に ~ か P.135,177 ー き る P13 
いか に も PJI65 ーー きれ な い  P41.125.127, 179 
いずれ に し て も P74 
一 方 、 PAL, 75, 119, 169, 170, 171, 180 < 
~-H P17, 34, 36, 48, 104, 142 くたくた  PI7 
いま だ に  P.13,23,109,168 ぐん ぐん  P86 
今や PI 
いや お うな く  P60 け 
いよ いよ  P106 げ ら げ ら  P86 
いわ ば  P.163 
いわ ゆる — P38, 114,135 と 
~ こ そ  P94,122, 124, 139, 149, 163, 168 
3 ー こ と か ら  P49.92 
一 上  P58.147 ー こ と で  P73,91, 101, 106, 145, 149, 151 
~ 上 で PJ5,73.175.180 て こと と な る P173 
ー こ と に PIS) 
x ー こ と に ある Pl9 
ー 得 ず P.135, 163 ー こ と に な る  P57.62.71,81,82,105。 
ー 得 な い P135,163 111, 112, 123, 125, 133..... 
一 得 P125,135 ー こ と も あっ て P152 
ー こ と も な く P59 
b 
お よそ P135,165 き 
~B P49,77,152,156,163,175, 180 
か ー き え を P54,131,161 
ーー 難い PI3 ー き えー ば P12 
ー が ち  P53.79,86.167 さしあたっ て  P57 
必ず し も ゃ こない  P65.78.147 きす が に  P133.151 
ー か ね な い  P87.125,145 きら に  P.13,30,34, 46, 108, 120, 124, 152, 
が や が や  P93 156, 163, 179 
ー か ら  P73.94 ー ぎ ざる を 得 な い P68, 108, 168, 179 
て から ー に いた る まで POA 
ー か ら る か PIT し 
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ーー し か ー な い P.85, 137, 145, 169 
し か し な が ら P135,168 

し か る の ち P.163 

し た が っ て P27, 125, 137 
し て みる と . P13 

じりじり P47 

じ わ り P.104 


+ 
すなわち P125 
すら すら  P158 
ー 二 前 P.149 


せ 
せめ て P.89, 157 


t 
そう いえ ば P156,178 
そう は 言っ て も PTS 
その た めか P.173 
そもそも . P157 
ENTOT P.133 
それ な り P84,157,175 
それ に し て も PLI22.164,177 


た 
だ が P.12, 33, 89, 153, 156, 175 
ーー だ け ( 唯 一 の ) P.14, 48, 57, 65, 89, 90, 
122, 123, 124, 127... 
ーー だけ (相応 する 意味 ) P53, 152 , 180 
ーー だ け で な く P.18, 36, 56, 63, 84, 88, 
97,151, 177 
ーー だけ に P.39, 152, 178 
た だ P.l4 
な だ し PF6 
た っ ぷり P.178 
wg P.95, 151 
だ を た えー て も P.158 
ーー た と ころ P.141 
て ー た と ころ で PJ25 
-A0 MA 
~tb 了 .54, 56, 63, 65, 80, 104, 111 
ー た りー た り P.47, 139 
ー た りー た りす る — PB,9, 47,52, 78,84, 
90, 97, 158, 171 


ーー た りす る P.122, 137, 151, 165, 168 
ちな み に P27, 75,77, 113, 118 
ちら り P.165 


ー つ つ P50,142 , 
ー つ つ あ る — P44, 60, 122, 123 

っ まり P7, 27,53, 54,122, 125, 155 
つま る と ころ  P137 


ー て 余り ある P.163 

ー で あり た い P76 

ー で ある が ゆえ P.151 

ー で あれ ~ で あれ P4l 

ー で は ある まい か  P.165 

ー て ば か り P.169 

ーー て は な ら な い P.14, 15, 124 
ーー て は ほしい P.139 

ー で も な けれ ば ー で も な い P85 
ー て も ら え た ら P.127 


ーー と あっ て P.73 

ーー と いう 了 .5, 9, 12, 13, 14, 16, 19, 20, 21, 
28, 30, 36, 46, 47, 54, 57, 59... 

ーー と いう 一 を と る PA 

ーー と いう こと か P35 

ーー と いう こと だ P51 123, 129, 137,161 

ーー と いう と P.127, 157 

と いう の も P.151 

て と いう も の だ PID 

ーー と いえ ども P.173 

ー と いえ ば P56 

ー と いっ た  P.47,57, 123, 158, 167 


ー と 言っ て いい P.122, 123, 178 
と 言っ て も P.123 
ー と いっ て も P.14, 65, 76, 156 


どう ~~ か P16, 32, 46,71, 123, 152 
どう や ら P.156 

ー と か P10 

て と か ー と か  P90.137 

て と 比べ P53,157 

て と 比べ る と P.170 
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な 


P, 
SERS « 


こら な 世に 
と な る と 
な あと 
と な れ ば 

と に か く 
こと は いえ 
ー と ば か り に 
と り わ け 
どん どん 


ーー ない うち に 
ー な い 限 り 

ー な いで いる 
て な い 手 は な 


ー な が ら ( 同 時 進行 ) 


ー な が ら ( 逆 接 ) 


ー な が ら に し 
て な が ら も 
な に も て ない 
な の に 

ー な ら で は 
ー な ら ま だ し 
な る ほど 
何と いおう と 
何と し て も 


ー に あたっ て 
て ー に お いて 
ー に 及ば ず 
ー に 応じ て 
ー に お ける 


P.158 
P5.92.133. 153, 175 
P.137, 165, 175 
P.16, 23, 31, 46, 48, 54, 56, 61, 
71, 81, 85, 87, 88, 92, 94..... 
P.156, 173 
157 
P11, 15, 21, 33, 37, 47,81, 102, 
156 
P.42, 64, 109, 112,173 
P.161 
P.125 
P.179 
P.108 
P.29, 51, 145, 175, 177 
P.151 
P.157 
P.133 
P.53, 86, 123 


に 


P.173 
P31, 122 
P.163 
P.88 
P.20, 123, 139, 157, 
171,173 
P.104, 127, 129, 139, 154, 
157, 163, 165, 177 
P.19, 23, 42 
P68, 131, 157, 164 
P.156 


い 


で 


P.90 


P36 
も P87 
P.161 
P.125 
P.145 


P61 
P.125, 147 
P.125 
P.31, 141, 152 
P44, 135 


ね 
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ー に 限っ て P115 

ー に 関し て P71 

ー に 関す る P.107, 142, 161 

ー に 比べ て  P29.55.60.107.113. 116, 137 

ー に 加え て P.145 

EERE P86 

ーー に際し て  P.179 

ー に し て PJ24.163 

ー に し て も P33 

ー に 過ぎ な い  P57.17 

ー に 対し て  P6,10.11.14,20,21,29.35, 
54,55, 79, 117, 118, 122.... 

ー に 対す る P.12,18,78,127, 133, 167, 


168, 177 


ー に ちがい な い P.52, 123, 156, 161 


ー に つい て P.15, 18, 76, 78, 79, 94, 107, 
131, 137, 149, 154, 156... 

て に つれ て  P26.81,.90 

ー に と っ て Pi4,54,57,58, 74, 125, 127, 
153, 163, 168, 173 

ー に と も な い P163 

~ に 伴う P.177 

一 全 

ーー に ほか な ら な い  P.168 

ー に 向かう P.107 

ー に 向かっ て  P.6,20,22 

ー に 向け て P.32, 74, 113, 152 

ー に も か か わら ず — P50, 108, 117 

ー に 基づい て P46 

ー に 基づき P.6, 50 

ー に よっ て P.4, 8, 9, 19,27, 41, 51, 59, 73, 
79, 80, 97, 110, 124, 127, 145... 

ー に より P.49, 62, 142, 143, 156, 185 

ー に よる P.5,9,20, 21, 23, 30, 39, 57, 58, 

60, 69, 105, 112, 135, 142, 143... 

て に よる と P.29, 30, 32, 35, 51, 65, 75, 76, 
77,92, 102, 103, 107, 110..... 

ー に よれ ば P.31.142 

ー に わた っ て P8,119 

ー に わた る P.109.112 


ー ね ば な ら な い P.22, 149 


の P 
ー の あお り で P142 
ー の さなか P18 
ー の みな ら ず P.22 
ー の も いい P139 
ー の も と に P.19, 22 


は 
ー ば ー ほ ど PJ65 
ーー は お ろか P41 
ーー はず PF.71.91.135 
果たし て  P122 
パッ と PJ58 
ー は と も か く  P92 
ー は も ちろ ん 一 も 
ば ら ば ら P90 
反面 一 半 面 了 P.106, 177 
一 半 面 P.158 


P.10, 42, 54, 72, 156 


ひ 
ひい て は P.81 
びく り P.165 


ーー べき P.10, 12, 15, 18, 22, 23, 33, 47, 53, 
61, 74, 84, 107, 124, 137, 139..... 
ーー べく P.124 


ほ 
ー は か P.11, 26, 62, 102, 125, 147 
ーー は か な い P.147 
ー ほ ど ノ ほど だ P.64, 75, 125, 127, 161, 
163, 167, 168, 173.... 
ー は ほど に P.147 
ま 
ーー ま い P.131 
まき に P.116 
ーー まま P.17, 20, 82, 86, 89, 107, 124, 147, 
157, 164, 180 


t 
むし ろ P.93, 125, 178 
むやみ に P.52 


も っ と も P173 


ー 下 で  P14.179 
ーー も の の P.74, 109, 112, 114, 124, 135 
ー も の を Pl57 
や 
や は り P135 
よ 
ー よ う P53, 68,72, 73, 79, 84, 86,96, 107, 
109, 124, 129, 133, 145, 147, 149.... 
ーー よう な  P28.56.76,80.91,95, 115, 122, 
127, 129, 131, 133, 135, 142.... 
ーー よう に P12, 18, 46,53, 62, 72, 77, 88, 


90, 92, 96, 123, 129, 133, 149... 
よく も ー も の だ PISI 


より ー P13,18,21,139,168,173 
ーー より P.15, 64, 68, 76, 77, 87, 93, 110, 
111, 113, 124, 139, 170, 171, 173 

5 

ー ら しい P.137, 142, 151, 153 
わ 

わい わい P93 

ーー わけ だ P.28, 72, 155 

ーー わけ で は な い  P.133, 135, 173 

ーー わ け に は いか な い P.96, 157 
を 

ー を 得 な い P33 

一 玄机 人 P.69, 155 

ーー を 契機 に P.173 


ー を 中 心 と する PLY 


ー を 中 心 に P.69, 93, 103, 123, 143, 155 
ーー を 通じ た PH 

ーー を 通じ て P.59, 63, 112, 155 

ー を 通し て P.123, 156 

ー を 問わ ず P73 

ー を は し め P.17, 82 

ー を 柱 と する P.12, 39, 175 

ー を 経て P.10, 46, 96, 102, 143, 168 
ー を めぐ っ て P.71, 95, 141 

ー を めぐ り P40,143 

ー を めぐ る P.71, 75, 143, 145 
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ー を も と に PE 


ー を 余儀 な くき され る P.28, 82 


惯用 名 


あ 
相次ぐ P.28, 110, 119, 141, 142, 177 
あく び を か み 灯 す  P.171 
明け て も 暮れ て も  P149 
EA P175 
足 を 引っ 張る P.108 
融 を 下げ る Pl69 
圧力 を か ける P8 
RED P34 
天下 り P.8 
案 の じ ょ う P12 


ES 

いい に つけ 悪い に つけ  P.123 
生き 馬 の 目 を 抜く P125 
意気 軒 高  P.173 
RREO  P50 

ー 営 に 会 す P133 
RT P177 

いつ か 来 た 道 P173 

一 石 を 投 ず る P147 

一 匹 狼 P81 


う 
浮き 彫り Pl19 


お 
追い 風 。 PO06 
恐れ P47,68,96 
思い 思い P153 
RAG P151 


办 

カギ PAI 

カギ を 撮る P64 

Mite  P55 

能 を 切る P9 

か ゆい と ころ に 手 が 届 く P.124 


軌道 に 乗る P27,107 
ー 気 味 P.107 
BRHLYt P177 
切り 口 PJ67 . 

切り 札 P.142 
EHER P147 


< 
FOR 。 P.109 
口 酸っぱ く P.177 
口 を つく P.157 
工夫 を こら ちら す  P124 


け 
言 を また な い  P.75 


声 を 高く する P151 
用 が 引け る PAS 


é 
採算 が 合う P179 
左右 する P46,168 


し 
視野 に 立つ  P12 
準備 万 端 。 Pl57 
正念 場 _P40 
勝敗 を 掘る P114 


せ 
KB P156 
MER P82 
全力 を 尽く す P175 


そ 
想像 を 越え る PT 


た 
多勢 に 無 勢 P72 
太刀 打ち で き な い  P33 
HEF  P175 
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ち 
長蛇 の 列 P35 


つ 
ツク が まわ る Pl42 
つめ 跡 P103 


g 
TTS P73 
手 を 組む P37 
天 か ら 授 か る P137 


と 
同文 同種 P87 
特ダネ PBI 
トッ プ を 飾る P.80 
トー ン を 下げ る P.156 


な 
泣き 所 Pi29 

名 乗り を 上 げ る P177 
波 に 乗る Pi 


に 


日 進 月 歩 P.145 


ね 
根こそぎ  P.i03 
根強い P.75,143 


の 
WF P34 
野放し に する P.96 


は 
BAS P125 
拍車 を か ける  P23.96 
肌 で 感じ る P25 
mike = Pll 


歯止め が か か る P.11, 109 


邊 に か ける P14 
ELA, ARE] 
幅 を きか せる PB 
BRAS Pl4l 
反感 4 廊 う  P68 


P.158 


ひ 
「 ひ と を 見 た ら 況 権 と 思え 」 
ヒョン な こと P.151 
ピン と こない Paz 


へ 


返答 に 禄 する P77 


ほ 
本 腰 を 入れ る P.69, 142 


前 向き の 姿勢 P.106 
幕 が 引か れる  P.112 
幕 を 開け る  P60.64 
まっ ぴら ご めん  P.77 
まな 板 に 載せ る P177 


み 
見 え 隠 れ す る P.145 
見 ず 知ら ず P153 
耳 に する P% 


耳 を 貸す P151,178 
耳 を 傾け る Pi33,149 
未来 氷 効 P.124,149 
未練 が まし い Pi58 
身 を すく め る P173 


む 
ムネ と する P.123 


め 
有 目 か ら 鼻 に ぬけ る P133 
めど PHE 


や 
「 病 は 気 か ら 」 P137 


ま 
横ばい P86,170 
RBEBOT P153 


5 
楽観 に 過ぎ る Pl2 
楽 鋭 を 許さ な い P20 


P.157 
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